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巻頭 言

日本分析化学会中部支部創立 40周年を迎えて

原口紘蒸

平成 10年度(1998年度)で中部支部は創立 40周年を迎えました。昭和 33年(1958年)菅

原健先生(当時名古屋大学理学部化学科教授)を初代支部長として、正会員数 514名か

ら出発した中部支部でありますが、これまで歴代支部長並びに支部会員の御尽力によりま

して、現在は 800名を越える会員を有する支部に成長しております。諸先生、諸先輩、諸

兄姉に感謝と敬意を表するとともに、創立 40周年を皆さんとともに心より祝いたいと思

います。

中部支部は、静岡県、愛知県、 三重県、岐車県、長野県、福井県、石川県、富山県の

8県をブロックとし、この地域の国公私立大学、国公立試験研究機関、および民間企業に

在籍される方々および団体で構成されます。会員としては、個人会員、特別会員、維持会

員、公益会員として参加していただいております。

支部の運営は、現在は中部科学技術センター内に学会合同事務局(名古屋市中区栄 2-

17-22) を置き、お世話いただいております。学会合同事務局は 17学協会が中部化学関係

学協会支部連合協議会として組織され、毎年 1田中部化学関係学協会支部連合秋季大会(通

称“中化連")が東海地区 5県の持ち回りで開催され、本年は第 29回を迎えました。

現在の中部支部は、常任幹事会(年 3回開催)および、役員総会(年 1回開催;常任幹事、

支部幹事、監事、参与、顧問)を中心に企画、運営を行っております。このほか、北陸地

区3県は北陸地区役員連絡会を組織し、独自の活動をしております。支部事業としては、

「基礎および最新の分析化学講習会J、 「夏期セミナー」、 「分析中部・ゆめ 21企画:

若手勉強会J、 「分析化学フォーラム in北陸j 、 「地区講演会J、 「パソコンのための

インターフェース回路実習j 、 「訪日学者講演会j 等が毎年企画・開催され、活発な活動

が続けられています。とくに、本年 10月には日本分析化学会第 47年会が岐阜大学で開催

され、史上最高の講演件数となりました。

このような支部活動とともに、これまで 40年間の分析化学の動向を考えてみますと、

化学における基礎学問としての発展とともに、近年は測定技術がエレクト口ニクス、コン

ビュータ技術と融合して、機器分析法として飛躍的に発展してきたことは特筆すべきこと

であります。このことは昨今「分析化学」の代わりに「計測化学j 、 「化学計測j という

用語が好んで用いられることでも理解できます。その結果、分析法の高感度化、高性能化、

多機能化、自動化が実現され、理学、工学、農学、医学、薬学などすべての学問分野の基

盤技術として、また産業界においても生産工程、品質管理、環境管理などの基幹技術とし

て、分析化学が応用されるようになりました。このように分析化学は科学技術創造の基盤

技術、支援技術として、不可欠のものであります。 21世紀に求められる学際科学、総合

科学、融合科学の核として分析化学が発展し、人類、地球の生き残りに貢献できることを

願っております。また、世界の「物づくり J拠点である中部地区において、日本分析化学

会中部支部が果たすべき役割も益々大きくなることでしょう。

支部創立 50周年に向けて、支部並びに会員の皆様の御発展を祈念しております。

(平成 10年度日本化学会中部支部長・支部創立 40周年記念事業実行委員会委員長)
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日本分析化学会中部支部

創立40周年記念事業実行委員会

委員長:原口紘蒸(名古屋大学大学院工学研究科・教授)

委 員:浅野尚孝(日;製産業名古屋支庖)

大杉達也(ヤナコ中部販売)

後藤正志(肢阜薬科大学・教授)

酒井忠雄(愛知工業大学・教授)

篠崎美雄(日本分光名古屋営業所)

神野清勝(豊橋技術科学大学・教授)

田口茂 (富山大学理学部・教授)

田中勝幸(セイコーインスツルメンツ名古屋営業所)

柘植新 (名古屋大学大学院工学研究科・教授)

永長幸雄(福井大学工学部・教授)

野村俊明(信州大学理学部・教授)

野村貢 (野村化学)

舟橋重信(名古屋大学大学院理学研究科・教授)

本浄高治(金沢大学理学部・教授)

前田憲一(島津製作所名古屋支庖)

三輪智夫(肢阜大学工学部・教授)

森 定雄(三重大学工学部・教授)

山田真吉(静岡大学工学部・教授)

和田弘子(名古屋工業大学・教授)
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中部支部創立 40周年記念構演会・式典・祝賀会

期日 1999年 1月 22日(金)

会場名古屋ガーデンパレス

le念情演会

司会

1.水との歩み

13:30 "-20:00 

(名古屋市中区錦 3-11-13、 Tel:052・957・1022)

(名古屋大学大学院工学研究科) 平出正孝

(朝日大学経営学部) 大野典子

(岐車大学工学部教授) 一輪智夫

2.クラウンエーテルと協同効果 一微量金属の超分子錯体としての抽出分離挙動一

(金沢大学理学部教授) 本浄高治

3.熱分解 GC法による高分子および天然有機物の分析

(名古屋大学大学院工学研究科教授) 柘植 新

4.分析化学の新しいパラダイムをめざして

(群馬大学学長) 赤岩英夫

記念式典

1.式 典

司会 (名古屋大学大学院理学研究科) 舟橋重信

(1)支部長挨拶 (名古屋大学大学院工学研究科) 原口紘柔

(2)来賓祝辞

2.中部支部を語る

司会 (愛知工業大学) 酒井忠雄

(1)歴代支部長紹介

(2)歴代支部長代表祝辞

記念祝賀会 18:00 "-20:00 
百会 (富山大学理学部) 田口 茂
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， .中部支部創立 40年の歩み

日本分析化学会中部支部は、長野、静岡、愛知、岐車、三重、福井、石川、富山の 8

県により構成され、 1958年に創設された。地理的な条件を考慮して翌年には北陸部会

を設けたが、その後この部会は北陸地区役員連絡会と名称を改め、現在も積極的な活動

を続けている。支部事務局は名古屋大学理学部内に最初は設置されていたが、その後移

転を繰り返し、 1970年中部科学技術センター内に移り今日に至っている。中部支部は、

この 40年間主催事業はもちろんのこと、日本分析化学会本部並びに日本化学会東海支

部、東海化学工業会、その他の関連諸団体との共催行事も活発に執り行い、分析化学の

発展に大きく貢献してきた。支部の歴史と活動状況は、すでに創立 30周年の記念誌に

詳しく述べられているので、ここではその後の 10年を振り返ることにする。

日本分析化学会本部との主な共催事業は、分析化学年会と討論会である。 1990年 10

月16日(火)"'-'18日(木)には第 39年会が名古屋工業大学で開催され、 1630名が参加した。

口頭発表 504件、ポスター発表 57件、研究懇談会特別講演 8件、ワークショップ新製

品紹介 29件であり、学会賞、技術功績賞、奨励賞はそれぞれ3名が、有効賞は 58名が

受賞した。また懇親会(名古屋東急ホテル)には 420名が、ミキサー(サッポロビール

浩養園)には 328名が参加した。第 55回分析化学討論会は 1994年 6月 11日(土)"'-'13

日(月)に富山大学で開催され、 816名の参加で、あった。討論主題は「簡便な分析法の開

発をめざしてJ、「微量成分の高感度分析」、「生命と分析化学」及び「分離分析の新手法」

であり、主題講演 145件(ポスター発表 71件を含む)、一般講演 205件、特別講演 8件、

新技術・新製品紹介 15件の発表があった。名鉄トヤマホテルで行われた懇親会には 262

名が参加した。 1998年 10月6日(火)""8日(木)には第 47年会が岐阜大学で開催され、

参加者は 1528名であり、 一般講演 475件、ポスター発表 208件、テクノレビュー 20件、

市民及び高球生向け公開シンポジウム講演 8件、研究懇談会講演 11件、特別セッショ

ン講演 9件、若手シンポジウム講演 16件、総数 747件と年会史上最多の講演発表が行

われた。学会賞、技術功績賞、奨励賞はそれぞれ 3名が、有効賞は 52名が受賞した。

また、懇親会(岐車ルネッサンスホテル)には 367名、ミキサー(岐車大学)には 248

名の参加があり、賑やかな会であった。

中部支部の主催事業としては、分析化学中部夏期セミナーをまず挙げることができる。

この企画は、若手研究者の育成と交流を目的に 1982年能登夏期セミナーと称して参加

者約 40名でスタートした。依頼講演、新製品紹介、東海.北陸対抗ソフトボール大会か

ら成るが、 1992年大学院生によるポスター発表が設けられ、参加者も 70""100名に増

加した。この 10年間の開催地は、岐車(第 8、14回)、富山(第 9、12、15回)、静岡

(第 10回)、愛知(第 11、16、17回)、長野(第 13回)であった。 1998年には、優秀な

ポスター発表に対して支部長より賞状と記念品が贈呈されるようになり、今後はこの表

彰に神原富尚基金を当てることにしている。

「基礎及び最近の分析化学講習会」は、 1991年に発足した新規事業である。 2日間に

及ぶ講習を約 10名の講師が担当し、分析化学の基礎から応用までを詳しく解説する。

テーマと開催場所は、第 1回「材料分析のための前処理J(名古屋工業大学)、第 2回「有

機材料分析の基礎及び最新の進歩J(名古屋市工業研究所)、第 3回「環境物質及び生物
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活性物質の分離と定量分析J(富山大学)、第 4回「材料開発を支える分析化学J(名古

屋市工業研究所)、第 5回「環境アセスメントのための分析技術J(名古屋市工業研究所)、

第 6回 r21世紀に向けての分析技術J(名古屋市工業研究所)、第 7回「材料分析とデ

ータの取り扱いJ(名古屋工業大学)、第 8回「分析技術の信頼性と複合化・微視化・自

動化J(名古屋市工業研究所)であり、毎回 50"-'1∞名が受講している。

パソコンのためのインターフェース回路実習は、支部主催の講習会として 1985年に

始まった。名古屋大学、豊橋技術科学大学、信州大学などが順次会場となっていたが、

1992年からは関東支部と共催になり、東京理科大学、星薬科大学、立教大学でも開催

されるようになった。また、若手研究者の勉強会が 1995年頃から北陸地区と東海地区

でスタートし、講演会や研究紹介を通して若手研究者間の積極的な交流と相互協力を図

っている。そのほか毎年 3件(北陸地区 1件、名古屋地区 1件、東海地区 1件)の分析

化学講演会と 1"-'3件の訪日学者講演会が、各大学や研究機関において実施されている。

中部化学関係学協会支部連合秋季大会は同協議会との共催行事であり、毎年特別討論

主題を設け、参加者を募っている。主題と開催場所を列記すると、第 20回「高感度、

高選択性分析用試薬の開発J(静岡大学)、第 21回「ク口マトグラフィーにおける検出

器の最近の進歩J(名古屋大学)、第 22回「フローインジェクション分析の最近の動向J

(三重大学)、第 23回「クロマトグラフィーにおけるカラムと充填剤J(愛知工業大学)、

第24回「新素材及び生体・環境試料の化学測定法の最近の進歩J(岐阜大学)、第 25回

(日本化学会第 68秋季年会との合同大会、名古屋大学)、第 26回「計測化学の新しい

展開J(信州大学)、第 27回 r21世紀に向けて分析化学がはたすべき役割J(名古屋工

業大学)、第 28回「流れ系を利用する化学計測の新展開J(静岡大学)、第 29回「界面

場を利用した分析法J(豊橋技術科学大学)となる。支部が共催または後援したそのほ

かの研究発表会や講習会は、 HPLC研究談話会、 X 線分析研究懇談会、 イオンクロマ

トグラフィーフォーラム、有機微量分析研究懇談会、フローインジェクション分析研究

会、原子スペクトル分析研究懇談会及びフラズマ分光分析研究会、分析化学のためのケ

モメトリックス討論会、化学 PCソフトウェアー研究討論会、東海化学工業会講習会、

並びに数件の国際シンポジウムである。

工場見学会は 1970年頃から関東支部と共催し、世話役を両支部で交互に担当してき

た。 1989年万城食品と東洋醸造、 1990年ネーミック・ラムダ長岡工場と越後製菓片貝

工場、 1991年トヨタ自動車材料開発部とトヨタ博物館、 1992年東京電力横浜火力発電

所とキリンビール横浜工場、 1993年不二越と広貫堂、 1994年水津化学工業中条工場、

アデランス工芸及びクラレ中条工場、 1995年小布施堂と新光電気工業を見学したが、

その後は参加者数の減少等により催されていない。

中部支部の過ぎし歩みを回顧している聞に、時は次の 50周年に向けて静かに流れつ

つある。支部の益々の発展のために、会員皆様の一層の御協力と御支援をお願い申し上

げる次第である。

(日本分析化学会中部支部常任幹事会)

- 2ー



2.中部支部北陸地区の活動

1989年度以降、北陸地区で開催された分析化学討論会(富山)、支部講演会、夏期

セミナーについては中部支部の活動として、別の項でまとめるので、ここではそれ以

外の活動について述べる。

北陸 3県は東海地区から遠距離に位置するということで、支部が発足してまもなく、

北陸部会を置き、支部活動の円滑な運営にあたっていた。 1972年には、北陸部会を

いったん解消したが、その後も北陸地区役員連絡会として引き継がれている。この役

員連絡会は年 2回会議を聞いて、支部常任幹事会の報告を行ったり、北陸地区支部活

動の企画と実施について話し合うほか、さまざまな研究交流の場を提供している。毎

年、第 1回目の会議は 6月頃に聞かれ、会議終了後に、支部行事の一つである講演会

そして懇親会が行われている。北陸地区支部役員の年齢幅は広く、いつも老年壮年若

手役員と講師を囲んでの活発な討論と懇親が続く。貴重な体験談を聞いたり、大学で

の教育研究を議論することで、日頃の研究活動を補完できる勉強会にもなっている。

なお、 1997年度に支部役員数の見直しが行なわれ、 1998年度から北陸各県 4名(常

任幹事 1、幹事 3)ずつに変更された。

夏期セミナーは、(故)中川元吉前支部長により若手研究者を主体とするセミナー

の提案があり、 1982年に当時の支部長であった寺田喜久雄先生と北陸地区の役員の

お世話で、第 1回夏期セミナーが石川県の能登和倉温泉で実施された。ご承知のよう

に、それ以降 17年間続き、現在支部の主たる行事の一つになっている。 1994年には

やはり北陸地区役員連絡会で、分析化学に携わる若手研究者が中心となって勉強会を

聞いたらという提案があり、 1995年に福井で「第 1回分析化学フォーラム in北陸」

が実施された。このフォーラムは発表と討論時間に制限を設けず、情報交換と勉強を

行い、併せて親睦を深めることを目的としている。 1997年以降は東海地区の「分析

中部・ゆめ 21J若手交流会との両地区合同の形式で、一泊二日の交流会を行ってい

る。以下に、第 1回から第 5固までの開催日、場所、参加者及び世話人をまとめた。

第 1回 1994年 11月 18、19日

福井県河野村民宿泊名 前田耕治(福井県立大)

第 2回 1995年 7月5日

石川県辰口町石川ハイテク交流センター 41名 平山直紀(金沢大理)

第 3回 1995年 11月 15、16日

石川県山中町山中温泉やまなか荘 19名 木津良一(金沢大薬)

第 4回 1997年 11月7、8日

富山県高岡市雨晴温泉雨晴ハイツ 31名 笠原一世(富山大理)

第 5回 1998年 10月 30、31日

福井県鯖江市鯖江青年の家 40名 中田隆二(福井大教育)

毎年、大学院生の参加が多く、まさに支部若手研究者にとっては、夏のセミナーに

加えて秋の若手交流会での研究交流の機会がふえた。今後、支部全体の活動の一層の

充実と会員の皆様の発展を心から祈ります。

(日本分析化学会中部支部北陸地区役員連絡会)
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3.中部支部活動年譜

(1989年度から 1998年度の歩み)

[ 1989年度(平 1)] 

(支部長)河口広司

(副支部長)根津弘幸、宇佐美四郎、和田弘子

(支部監事)伊豆津公佑、後藤克己

(庶務幹事)平出正孝、金子紀男

(会計幹事)三井利幸、上蓑義則

(常任幹事)加藤正直、後藤正志、田口 茂、柘植新、中田隆二、野路雅英、舟橋重信、

増沢敏行、松本健、山田真吉、山田碩道、湯地昭夫

4月 28日 第 23回HPLC研究談話会[愛知厚生年金会館]

6月9日 第 151回X線分析研究懇談会[名古屋市工業研究所]

6月 15'"'-'16日 第 6回イオンクロマトグラフィー討論会[フェニックスプラザ]

6月17日 講演会[福井大学教育学部]

講演:環境放射線モニタリングの検出目標(北川貞治)

最近のイオンクロマトグラフ技術及び標準化の動向について

(及川紀久雄)

6月 30日 講演会[朝日大学]

講演:FIA法による超微量元素の接触分析法(河馬拓治)

フローインジョクション法を利用する分析及び分析法の高機能

化(本水昌二)

6月 30日 第 11回フローインジェクション分析研究会講演会[朝日大学]

7月27'"'-'29日 第 5回パソコンのためのインターフェース回路実習[信州大学農学部]

8月 25'"'-'26日 第 8回夏期セミナー[サンピア岐車]

講演:液/液・液/膜界面電荷移動のボルタンメトリー的解釈

(木原壮林)

液体クロマトグラフィーにおける間接検出(竹内豊英)

高感度有機試薬による環境中の微量金属の分析(形見武男)

共沈濃縮一黒鉛炉原子吸光分析法による微量金属の定量

(上田穣ー)

ソフトボール大会

8月 29'"'-'30日 第 24回HPLC研究談話会[愛知県中小企業センター]

9月4日 訪日学者講演会[岐阜薬科大学]

講演:Some New Aspects on Liquid Chromatography / Electrochemistry 

(Changchun Institute of Applied Chemistry: E. Wang) 
10月3'"'-'5日 第 20回中化連秋季大会[静岡大学大谷キャンパス]

特別討論会「高感度、高選択性分析用試薬の開発J

11月 10'"'-'11日 第 4固化学パソコンソフトウェア研究討論会[福井工業高等専門学校]

11月 13日 講演会[名古屋工業技術試験所]
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11月 21日

12月 1'"'""'2日

1月9日

1月 30日

3月22日

講演:高分子材料(石谷畑)

鉄鋼材料(佐伯正夫)

第 33回技術談話会[愛知県産業貿易会館]

微量成分の取扱いについて

工場見学会:万城食品、東洋醸造

第 25回HPLC研究談話会[愛知厚生年金会館]

第 153回X線分析研究懇談会 [KKR名古屋三の丸]

原子スペクトル分析研究談話会、プラズマ分光分析研究会

[愛知厚生年金会館]

[1990年度(平2)] 

(支部長)根津弘幸

(副支部長)和田弘子、板谷芳京、後藤正志

(支部監事)後藤克己、河口広司

(庶務幹事)金子紀男、湯地昭夫

(会計幹事)上蓑義則、長沢一彦

(常任幹事)加藤正直、酒井忠雄、中田隆二、西山敦子、野村毅、野村昇、原口紘案、

古川路明、松本健、水野孝一、山田真吉

4月 17日 第 26回HPLC研究談話会[愛知厚生年金会館]

5月 12日 講演会[名古屋工業大学]

6月 15日

7月 10日

7月26日

7月26"'27日

8月6日

8月28'"'""'29日

8月 30"'31日

講演:Organic Analytical Reagents - State of Art and Present Trends一

(L. Sommer) 

高感度呈色試薬としてのヒドラゾン化合物の分子設計と微量分

析への応用(石井一)

講演会[金沢大学工学部]

講演:電気化学検出高速液体クロマトグラフィーによる生体成分の分

析(島田和武)

ファインセラミックスの分析技術(石塚紀夫)

参加者:135名

訪日学者講演会[名古屋大学工学部]

講演:Simultaneous and Sequential Element Deterrnination by Coherent 

Forward Scattering Spectroscopy (G. Hermann) 

第 154回X線分析研究会談話会[名古屋市工業研究所]

第 6回パソコンのためのインターフェース回路実習

[名古屋大学工学部]

参加者:16名

訪日学者講演会[名城大学薬学部]

講演:向流分配ク口マトグラフィーの現状と将来(伊東洋一郎)

第 27回HPLC研究談話会[愛知県中小企業センター]

第9回夏期セミナー[立山国際ホテル]

主題:分離の基礎と応用

講演:電流検出器とその高速液体クロマトグラフィーによる金属の定

量への応用(永長幸雄)
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9月 11-----14日

10月 1-----2日

10月 11-----13日

11月8日

11月8-----9日

11月9-----10日

1月7日

3月22日

クラウンエーテルによるアルカリ金属イオンの分離と分析

(坂本英文)

活性カルバメート中間体の分析化学への応用(岩本和夫)

微量大気汚染物質監視のためのクロマトグラフ的手法

(西川治光)

参加者:87名

第 12回キャピラリークロマトグラフィ一国際シンポジウム

[神戸国際会議場]

第2回国際学術研究公開シンポジウム[石川県立婦人会館ホール]

主題:環日本海域における酸性雨・雪

第 21回中化連秋季大会[名古屋大学教養部]

特別討論主題:クロマトグラフィーにおける検出器の最近の進歩

講演会[浜松医科大学]

講演:田LCにおける生体内の微量成分の蛍光検出(木下俊夫)

HPLC充てん剤の開発と化学工業への応用(中村茂)

第 7回イオンクロマトグラフィーフォーラム

[恵那簡易保健保養センター]

主題:地球環境とイオンクロマトグラフィー

工場見学会:ネーミック・ラムダ胸長岡工場、越後製菓(掬片員工場

第 28回目LC研究談話会[愛知厚生年金会館]

原子スペクトル分析研究懇談会及びプラズマ分光分析研究会

[愛知厚生年金会館]

[ 1991年度(平3)] 

(支部長)和田弘子

(副支部長)柘植新、石塚紀夫、佐々木与志実

(支部監事)河口広司、根津弘幸

(庶務幹事)湯地昭夫、大谷肇

(会計幹事)長沢一彦、加藤正直

(常任幹事)酒井忠雄、柴田久夫、永長幸雄、西山敦子、野村 昇、原口紘系、古川路明、

松本健、水野孝一、森定雄、山田真吉

4月 11日 第 29回HPLC研究談話会[愛知厚生年金会館]

5月 10-----11日 有機微量分析研究懇談会見回シンポジウム[金沢大学]

参加者:133名

6月 14日 講演会[富山大学教育学部]

講演:分離分析機器としてのクロマトグラフ(花井俊彦)

ペルフルオロオクタン酸とその生体影響(狐塚 寛)

参加者:78名

7月 18........19日 第7回パソコンのためのインターフェース回路実習

7月30-----31日

[豊橋技術科学大学]

参加者 :8名

第 30回HPLC研究談話会[愛知県中小企業センター]

主題:光学異性体の分析とその周辺技術の進歩
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8月 19'"'"""20日 第 10回夏期セミナー[浜名荘]

講演:クロマトグラフィーによる溶液内平衡の検出と評価(岡田哲夫)

錯形成反応に及ぼす溶媒和分子の大きさ(舟橋重信)

ファインセラミックスの分析技術(石塚紀夫)

アシルピラゾロンとその分析化学への応用(佐々木与志実)

参加者 :71名

10月2'"'"""4日 第 22田中化連秋季大会[三重大学]

特別討論会主題:フローインジェクション分析の最近の動向

招待講演 :3件、依頼講演:5件

10月31日~ 第 1回基礎及び最新の分析化学講習会[名古屋工業大学]

11月 1日 「材料分析のための前処理J(実行委員長:和田弘子)

講演:分析化学・その役割(中川元吉)

分離・濃縮(寺田喜久雄)

超微量分析の現状と将来(原口紘柔)

LCにおける分離様式の選択法(森定雄)

フローインジェクション分析法の多様性と高機能化(酒井忠雄)

ICPの基礎(石塚紀夫)

最近の電子材料の分析(大村卓ー)

セラミックス製造プロセスにおけるコンタミネーション

(柳沢雅明)

鉄鋼材料の成分分析における試料の前処理(小野昭紘)

高分子材料(高山森)

写真材料一特にカラー写真フィルムー (青木聖惰)

参加者:89名

12月3'"'"""4日 学術討論会[愛知厚生年金会館]

主題:素材の高純度化

12月5'"'"""6日 第5回名古屋コンファレンス[愛知厚生年金会館]

主題:地球環境変化と科学計測

12月 10日 講演会[名古屋市工業研究所]

講演:超臨界流体抽出(SFE)/クロマトグラフィー(SFC)の最近の進歩

(斎藤宗雄)

キャピラリーガスクロマトグラフィーの最近の進歩と高分子分

析への応用(柘植新)

12月 13'"'"""14日 工場見学会:トヨタ自動車・トヨタ博物館

宿泊:サンプラザ

参加者:36名

1月9日 第 31回HPLC研究談話会[愛知厚生年金会館]

[ 1992年度(平4)] 

(支部長)柘植新

(副支部長)野村昇、石塚紀夫、野村俊明

(支部監事)根津弘幸、和田弘子

(庶務幹事)大谷肇、原稔
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(会計幹事)加藤正直、竹内豊英

(常任幹事)宇井停二、上回一正、大津松夫、小島功、佐々木与志実、柴田久夫、寺前

紀夫、西山敦子、舟橋重信、三輪智夫、森定雄

6月 15"""17日 第 59固有機微量分析研究懇談会

第 27回計測自動制御学会質量・力計測部会合同シンポジウム

[飛騨地域地場産業振興センター]

6月 24日 講演会[信州大学理学部]

講演:ファインセラミックスを分析する(石塚紀夫)

脱フロン化対策(巳継泰郎)

参加者:132名

7月 14日 講演会[富山大学工学部]

講演:クラウンエーテルの分析化学への応用(庄野利之)

酵素を固定化した中空キャピラリー反応管を用いるフローイン

ジェクション分析(小島次雄)

参加者:139名

7月 16"""17日 第 8回パソコンのためのインターフェース回路実習

[東京理科大学神楽坂校舎]

参加者 :25名

7月 31日 第 163回X線分析研究懇談会[トヨタ自動車株式会社]

参加者:22名

8月 24"""25日 第 32回HPLC研究談話会[名城大学]

8月 28"""29日 第 11回夏期セミナー[っと、いの丘:全トヨタ労連研修センター]

主題:最新の分析化学から

講演:キナアルカロイドと各種光学異性体問の反応における溶液化学

的挙動の差について(鶴房繁和)

キャピラリー電気泳動法による分取装置(藤本忠蔵)

高性能化した熱分解ガスクロマトグラフィーによる高分子の構

造キャラクタリゼーション(大谷肇)

大学院生を中心としたポスターセッション :11件

新製品紹介講演 :5件

参加者:62名

9月 19日 講演会[名古屋大学シンポジオン]

講演:フッ化物イオンを含む混合配位子錯体の分析化学的意義

(湯地昭夫)

液液界面電荷移動ボルタメントリーとそれによる液液、液膜界

面反応の解析(木原壮林)

加速器質量分析による微量放射性核種の高感度分析をその応用

(中井信之)

参加者:66名

10月5"""7日 第 23回中化連秋季大会[愛知工業大学]

特別討論会主題:クロマトグラフィーにおけるカラムと充填剤

招待講演 :3件、依頼講演:12件、一般講演 :2件

一般研究発表:分析化学 13件、環境化学7件

10月 12"""13日 第 2回基礎及び最新の分析化学講習会[名古屋市工業研究所]
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11月5日

「有機材料分析の基礎及び最新の進歩J(実行委員長:寺前紀夫)

講演:有機材料分析概論(柘植新)

高分子材料中の添加剤分析(高山 森)

振動分光法による有機材料の熱分析(寺前紀夫)

有機・高分子材料の熱分析(十時稔)

ガスクロマトグラフィーおよび質量分析法による有機材料分析

(大谷肇)

核磁気共鳴法による有機材料分析(宇佐美隆生)

液体クロマトグラフィーによる高分子材料分析(寺町信哉)

，参加者:1∞名

工場見学会:東京電力横浜火力発電所、キリンビール横浜工場

参加者 :40名

[ 1993年度(平5)] 

(支部長)野村昇

(副支部長)石塚紀夫、宇井悼二、森定雄

(支部監事)和田弘子、柘植新

(庶務幹事)原稔、上蓑義則

(会計幹事)竹内豊英、大津松夫

(常任幹事)稲毛正彦、上田一正、太田清久、小島 功、中田隆二、西山敦子、野村俊明、

平出正孝、藤本忠蔵、三輪智夫、山田真吉

6月28日 訪日学者講演会[豊橋技術科学大学]

7月2日

7月 15"---16日

8月27"'28日

講演 Exploringthe Periodic Tab1e with GC岨 D(P. C. Ud叫
参加者:30名

講演会[金沢大学工学部]

講演:高分子を中心とした X線光電子分析(ESCA)(小川俊夫)

選択的錯生成のための配位子設計(松井正和)

参加者:122名

第 9回パソコンのためのインターフェース回路実習[星薬科大学]

内容:インターフェースの関連した電子回路の講義

ND変換基板の製作

ソフトウェアの講義ならびにインターフェースの作動確認

講師:内山一美、加藤正直、北川邦行

参加者:20名

第 12回夏期セミナー[ほくりく荘]

主題:分析化学最近の話題から

講演:分析化学と放射能(小村和久)

フィルターを用いる水中の微量成分の濃縮と定量

ーアンモニアの前濃縮:吸光光度定量を中心としてー

超臨界流体ク口マトグラフィーの現状(平田幸夫)

大学院生を中心としたポスターセッション:17件
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新製品紹介講演:2件

ソフトボール大会、懇親会

参加者:74名

10月4"-'6日 第 24回中化連秋季大会[岐阜大学工学部]

特別討論会主題:新素材および生体・環境試薬の化学測定法の最近の

進歩

招待講演:新しい電気化学活性ポリフエロセン薄膜

一水晶振動予測定法による動的挙動の解析(小山 昇)

高速液体クロマトグラフィーによる高分子材料のキャラク

タリゼーション(森定雄)

依頼講演 :6件

一般研究発表:分析化学 18件、環境化学 10件

参加者:70名

10月28"-'29日 第 3回基礎及び最新の分析化学講習会[富山大学]

12月3"-'4日

12月4日

12月8日

1月24日

3月 1日

「環境物質及び生物活性物質の分離と定量分析J

(実行委員長:野村昇)

講演:微量成分分析のための分離・濃縮の基礎と応用(田口 茂)

原子スペクトル分析の基礎と応用(後藤克己)

電気化学検出法とバイオセンサー(原 稔)

粉末X線分析法による結晶の解析(井上正美)

GC-MSの環境化学分析及び大気化学反応への応用

(長谷川淳)

HPLCによる有機化合物の分離・定量と保持予測(野村 昇)

熱分解法の基礎と応用(島崎長一郎)

NMRによる有機化合物の構造解析と純度測定への応用

参加者:85名

工場見学会:~槻不二越、広貫堂

懇親会 :KKR銀嶺

参加者:24名

講演会

(平井美朗)

第四回フローインジェクション分析講演会の招待講演と兼ねる

講演:Novel Detector Cells for Flow Injection and Sequential Injection 

Analysis in Process and Biotechnology Measurements 

(G訂yD.C胎istian)

FIAにおける電解化学発光検出法の進歩(佐藤昌憲)

訪日学者講演会[富山工業高等専門学校]

講演:中国主要大学の現状と杭州大学における金属触媒研究

参加者:70名

講演会[グランパレホテル]

講演:HPLCの現状と可能性について(中村洋)

クロマトグラフィーの選択と最適化(鈴木義仁)

訪日学者講演会[名古屋大学工学部]
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講演 ChemicalAna1yses of Environmenta1 Object : Problems and Prospects 

(B.F.~yasoedov) 

参加者:42名

[ 1鈎4年度(平6)] 

(支部長)石塚紀夫

(副支部長)森定雄、板谷芳京、原口紘蒸

(支部監事)柘植新、野村昇

(庶務幹事)上蓑義則、太田清久

(会計幹事)大津松夫、三井利幸

(常任幹事)稲毛正彦、岡田哲男、中田隆二、野路雅英、長谷川淳、平出正孝、藤本忠蔵、

本浄高治、三輪智夫、山田碩道

5月 18"""20日 第 61回日本分析化学会有機微量分析研究懇談会シンポジウム

[静岡県立大学]

5月30日~ 第 11回分析的及び応用熱分解に関する国際シンポジウム

6月 3日 [名古屋大学シンポジオン]

6月 10日

6月 11"""13日

6月20日

7月8日

8月 25"""26日

8月27"""28日

11血Intemationa1Symposium on Ana1ytical and Applied Pyrolysis 

参加者:210名

第 11回イオンクロマトグラフィーフォーラム

[富山勤労総合福祉センター]

参加者:62名

第 55回分析化学討論会

[富山大学人文・社会科学系共通教育棟及び黒田講堂

:実行委員長後藤克己]

参加者:816名

東海無機分析化学研究会 35周年記念講演会[名古屋市工業研究所]

参加者:172名

講演会[福井大学教育学部]

講演:ポリマーの高速液体クロマトグラフィー(森定雄)

イオン選択性電極の理論と応用(千田 貢)

参加者:50名

第 10回パソコンのためのインターフェース回路実習[立教大学]

講義:分析機器と計測技術

ND変換ボードの回路構成と製作技術

計測プログラムの書き方

実習 :ND変換ボードの組立

参加者:24名

第 13回夏期セミナー[山王閣]

講演:ゼオライト骨格におけるアルミニウム原子の規則的配置

(加藤正直)

アゾ化合物と 30年(和田弘子)

生体関連物質の電子移動(加納健司)

海洋における希土類元素の生物地球化学的循環(増沢敏行)
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9月 12.........13日

9月 20日

参加者:62名

第 2回東海高分子基礎研修コース[名古屋逓信ビル]

訪日学者講演会[名古屋大学工学部]

講演:Laser Induced Photoacoustic Spectros∞py for the Speciation of 

Transuranium Elements and Some Fission Products in Aquastic 

Systems. (Dr. Sergey 1. Sin∞v) 

参加者 :40名

11月 11.........12日 工場見学会:水津化学工業封劇中条工場、アデランス工芸型船、(槻クラレ

中条工場

宿泊先:胎内パークホテル

参加者:36名

11月17.........18日 第 4回基礎及び最新の分析化学講習会[名古屋市工業研究所]

「材料開発を支える分析化学J(実行委員長:石塚紀夫)

講演:材料分析総論(石塚紀夫)

前処理(分自儲縮) (平出正孝)

高感度分析 CIcP岨 S，ICP-MS， GD-MS) (河口広司)

走査プローブ顕微鏡(野副尚一)

表面・状態分析 (AES，XPS，SIMS) (二瓶好正)

セラミックス材料(上蓑義員IJ)

金属材料のキャラクタリゼーション その方法と最近の進歩

高分子材料(宇佐美隆生)

フラーレン(神野清勝)

聴講者:53名

11月25日 講演会[愛知工業大学付属図書館視聴覚室]

講演:イオン性化学種の抽出とその応用(後藤克巳)

(佐藤公隆)

アゾ系呈色試薬の開発とフロー分析法への応用(和田弘子)

レーザー気化 ICP質量分析法によるセラミックス焼結体の表面

・局所・深さ分析(柳沢雅明)

参加者:90名

11月28日 講演会[三重大学工学部]

講演:超微量分析と微量元素化学(原口紘柔)

超微量成分分析におけるストリッピングボルタンメトリーの現

状と将来(三輪智夫)

参加者:70名

1月25日 訪日学者講演会[名古屋工業技術研究所]

講演:Recent Developments in Ion Chromatography and Capillary Zone 

Electrophoresis of Inorganic Ions. (Prof. Poul R Haddad) 

3月3日 東海化学工業会講習会[名古屋市工業研究所]

[ 1995年度(平7)] 

(支部長)森定雄

(副支部長)野村俊明、佐々木与志実、三輪智夫
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(支部監事)野村昇、石塚紀夫、宇井停二

(庶務幹事)太田清久、中村俊夫

(会計幹事)三井利幸、田中智一

(常任幹事)会津宣一、大谷 肇、岡田哲男、形見武男、金子紀男、酒井忠雄、永長幸雄、

野路雅英、長谷川淳、本浄高治、柳沢雅明、山田碩道

6月23日 講演会[富山大学理学部]

講演:イオン会合に発現する特異現象と分別分析への応用(酒井忠雄)

水晶発振子の分析化学への応用(野村俊明)

参加者:61名

7月 10日 訪日学者講演会[岐車大学工学部]

講演:中国における分析化学の最近の動向(金利通)

参加者 :25名

7月 12日 訪日学者講演会[名古屋工業技術研究所]

講演:ラマン分光法の展望と材料評価への応用 (B.Schrader) 
参加者:20名

7月 13"'""'14日 第 12回イオンクロマトグラフィーフォーラム[紅陵閣]

討論主題:イオンクロマトグラフィーの新応用分野への展開

7月 17日 講演会[静岡大学工学部]

講演:水晶発振子をデバイスとする分子認識の動的解析(岡畑恵雄)

酸化還元酵素と電極反応の共役とその応用(加納健司)

8月25"'""'26日 第 14回夏期セミナー[恵那峡グランドホテル]

講演:ファインセラミックスの赤外分析(柘植 明)

細管内流動に伴う試料溶質の対流・拡散現象解析装置の開発

微粒子分析の新しいアブローチ(野水勉)

新製品紹介講演 :4件

ソフトボール大会

参加者:61名

9月25"'""'27日 第 26回中部化学関係学協会支部連合秋季大会特別討論会

(伊永隆史)

[信州大学松本キャンパス]

討論主題:計測化学の新しい展開

10月 12"'""'13日 第 3回東海高分子基礎研修コース[名古屋国際会議場]

10月 16"'""'17日 第 5回基礎及び最新の分析化学講習会[名古屋市工業研究所]

「環境アセスメントのための分析技術J(実行委員長:酒井忠雄)

基調講演:環境分析値の信頼性(赤岩英夫)

講演:環境アセスメントにおける環境基準値の位置づけとその法体系

(阪野二郎)

前処理一微量成分分析のための試料の取り扱い一(野村俊明)

原子スペクトル分析の基礎と応用(内田哲男)

フローインジェクション分析法による化学分析の自動化と

高度化(本水晶二)

大気分析の展望ー有害有機汚染物質の分析技術ー(白根義治)

環境試料への ICp.・-MSの応用(江藤徹)

電気化学的方法による環境試料のためのスペシエーション
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(三輪智夫)

クロマトグラフィーを用いるイオンの分離と検出(岡田哲男)

環境分析に適したイオンクロマトグラフの開発と実試料への

応用(西村雅之)

モニタリングのための流れ分析法の基礎(竹内豊英)

流れ分析を利用した自動化学分析システム(黒石忠文)

HPLCの環境試料分析への応用ー水中農薬分析を中心として一

(日比清勝)

GC/MSを用いる環境分析技術ー水質分析から大気分析まで一

(松岡広和)

参加者72名

11月7日 東海化学工業会講習会[名古屋市工業研究所]

全体テーマ:最近のヒット商品開発の方法論一成功の秘訣、重要フア

クターは何か?

11月8日 日本化学会東海支部愛知地区講演会

[愛知工業大学付属図書館視聴覚室]

講演:熱分解ガスクロマトグラフィーによる高分子材料解析の最近の

進歩(柘植新)

弾性ポリウレタンの新分野の展開(古川陸久)

11月 18"'19日 分析化学会若手勉強会第 1回中部支部分析化学フォーラム in北陸

参加者20名

12月1"'2日 工場見学会:~蜘小布施堂、新光電気工業槻

参加者:25名

12月4日 訪日学者講演会[三重大学工学部]

[うみの宿「さえJ]

講演:Characterization of Polymers by Different Chromatographic Techniques 

(B. Trathnigg) 

参加者:25名

12月5日 分析化学会若手勉強会分析中部・ゆめ 21企画[名古屋大学工学部]

参加者:24名

1月16日 講演会[名古屋大学シンポジオン]

講演:太陽系の有機物一模擬実験生成物の分析を中心に(小林憲正)

レーザーアプレーション法による鉄鋼材料等の分析(望月 正)

参加者:51名

3月2日 東海化学工業会講習会[名古屋市工業研究所]

全体テーマ:いま話題の新技術・最新情報

[ 1996年度(平8)1 

(支部長)野村俊明

(副支部長)三輪智夫、長谷川淳、酒井忠雄

(支部監事)宇井停二、森定雄

(庶務幹事)中村俊夫、竹内豊英

(会計幹事)田中智一、大野典子
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(常任幹事)会津宣一、大谷肇、笠原一世、形見武男、金子紀男、島田和武、高山 森、

津田孝雄、永長幸雄、藤本忠蔵、柳沢雅明

4月 18日 訪日学者講演会[名古屋大学工学部]

6月21日

7月5日

7月5日

7月 18日

7月25""26日

8月23""24日

10月 1""3日

講演:Ana1ytical Appliωtions and Fundamenta1 Studies on High-Efficiency 

Nebulization Systems for Plasma Spectrometry (Prof. A. Montaser) 

参加者:41名

講演会[金沢大学理学部]

講演:発ガン性ニトロアレーンの分析法開発と大気汚染の現状

(早川和一)

核融合炉から漏洩するトリチウムの紫外線促進酸化反応とその

トリチウム回収装置への適応性(長谷川淳)

参加者50名

訪日学者講演会[岐車大学工学部]

講演:化学修飾電極の開発とその応用(徐金瑞)

参加者:35名

分析化学会若手勉強会第2回中部支部分析化学フォーラム m北陸

学術講演:ビタミン D代謝物分析法の開発(島田和武)

研究紹介講演 :7件

参加者:41名

訪日学者講演会[福井大学地域共同センター]

講演:Ion αuomatographic Separations of Ionic Species with Newer 

Aromatic Eluents例∞lα1組 dMehra) 

参加者:18名

第 11回パソコンのためのインターフェース回路実習

[名古屋大学工学部]

講師:内山一美、加藤正直、北川邦行、嶋崎保任

参加者:12名

第 15回夏期セミナー[呉羽ハイツ]

講演:エコテクノロジーと分析化学(丁子哲治)

プラズマイオン源質量分析法による固体試料の直接分析

(田中智一)

含窒素環多座配位子による金属イオンの選択的認識(平山直紀)

ポスターセッション:27件、新製品紹介 :2件

参加者:94名

第 27回中部化学関係学協会支部連合秋季大会[名古屋工業大学]

特別討論会主題:21世紀に向けて分析化学がはたすべき役割

招待講演:地球環境問題と分析化学一酸性雨に関して富士山および富

士山の観測を中心にー(土器屋由紀子)

依頼講演:環境モニタリングシステムとしての自動逆相 HPLCによる

重金属の同時定量(ーノ木進、山崎満)

非水溶液用高分子模型化学センサーの開発とその応用

(中村俊夫)

ハロゲン化物イオンの反応と制御と分離・濃縮・検出

(湯地昭夫)
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10月24"-'25日

10月31日

11月5日

11月6日

11月 11"-'12日

11月 15日

11月30日~

12月 1日

12月5日

12月6日

先端技術国際フォーラム名古屋“NAIS'96" [名古屋市工業研究所]

講演会[名古屋大学豊田講堂]

講演:海水中の天然有機配位子の存在と錯体化学的アプローチ

(緑川貴)

放射光X線状態分析の応用一考古学からリチウム 2次電池まで

(中井泉)

講演会[じばさん三重]

講演:21世紀型の分光法:ケモメトリクスと二次元赤外分光

. (尾崎幸洋)

Molecular Heterogeneity Analysis of Polymers by Liquid 

Chromatographic Techniq田 s(H. Pash) 

東海化学工業会セミナー[名古屋市工業研究所]

第6回基礎及び最新の分析化学講習会[名古屋市工業研究所]

r21世紀に向けての分析技術J(実行委員長:三輪智夫)

講演:原子スペクトル分析の基礎と将来の展望(太田清久)

無機材料の分析と評価(飯田康夫)

電気化学分析法とバイオセンサーの新展開(永長幸雄)

分析化学の課題(合志陽一)

薄膜評価と表面分析(篠山哲明)

分析化学におけるエレクトロニクス/コンビュータホビイスト

(北)11邦行)

クロマトグラフィーの新展開(津田孝雄)

高分子分析(最近の進歩) (永田公俊)

キャピラリー電気泳動の基礎とキャピラリーエレクトロマトグ

ラフィーの実際(藤本忠蔵)

有害大気汚染物質分析方法について(前田恒昭)

生体試料分析へのフローインジェクション法の応用(大野典子)

参加者:54名

分析化学若手勉強会第3回中部支部分析化学フォーラム m北陸

研究発表

参加者:19名

分析化学会若手勉強会分析中部・ゆめ 21企画

若手研究交流会[愛知青少年会館]

第 2回フローインジェクション分析 (FIA)技術講習会

[ほくりく荘]

[名古屋市工業研究所]

講義:FIAの原理と基礎(酒井忠雄)

環境分析のための FIA(本水昌二)

電位差検出器を用いる FIA(今任稔彦)

オンラインカラムを用いる FIA(小熊幸一)

第27回フローインジェクション分析講演会[名古屋市工業研究所]

講演:フ。ラズ、マ分光分析と流れ分析法の結合一ChemicalAnalysisから

Chemical Speciationへ一(原口紘柔)

反応熱によるビーム偏向計測法の開発と応用
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12月9""'10日

(保母敏行、呉行正)

第 16回キャタピラリー・電気泳動シンポジウム[名古屋工業大学)J

[ 1997年度(平9)1 

(支部長)三輪智夫

(副支部長)原口紘寒、本浄高治、山田碩道

(支部監事)森定雄、野村俊明

(庶務幹事)竹内豊英、猿渡英之・千葉光一

(会計幹事)大野典子、飯田康夫

(常任幹事)笠原一世、加藤正直、篠原直行、島田和武、高山 森、津田孝雄、中田隆二、

藤本忠蔵、増沢敏行

3月28日 訪日学者講演会[名古屋大学工学部]

4月25日

6月 20日

7月 18日

7月23日

7月24""'25日

8月2日

8月22""'23日

講演:The Thermal Behavior of Two Oifferent Polymeric Systems : an 

Acrylonitrile-EPOM-Styrene (AES) Resin and Highly Stereoregular 

Poly(methacrylic acid)s (Or. Massimo Lazzari) 

参加者:25名

第 1回分析化学のためのケモメトリック討論会[名古屋市工業研究所]

講演会[北陸公衆衛生研究所]

講演:環境科学業務への機器分析の適用とその分析法の開発

超微量分析法の最近の動向(三輪智夫)

参加者:70名

講演会[愛知工業大学付属図書館視聴覚室]

(角昭美)

講演:サイズ排除クロマトグラフィーと高分子分析(森定雄)

膜を用いる固相抽出の設計を微量成分分析への応用(田口 茂)

光マニピュレーションと微粒子の分光分析(笹木敬司)

参加者:70名

訪日学者講演会[名古屋工業大学]

講演:Modem Oevelopments in LC and CE ; Towards Better Separations 

(Prof. Hans Poppe) 

参加者:15名

第 12回パソコンのためのインターフェース回路実習[星薬科大学]

講師:北川邦行、内山一美、嶋崎保任、加藤正直

参加者 :13名

特別講演会[名古屋ガーデンパレス]

講演:21世紀の環境と暮らし 化学者が考える 21世紀の豊かな

暮らし(山寺秀雄)

第 16回夏期セミナー[三河ハイツ]

主題:21世紀を見すえて

講演:私が日々直面する分析化学教育における問題点(角田欣一)

分析化学一“見る"と“測る"ーは科学・技術の原点をめざす

(千葉光一)

逆相液体クロマトグラフィ一系における物質移動現象
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10月4'"'-'5日

10月 16日

11月 6'"'-'7日

11月7'"'-'8日

11月 14日

12月20日

ポスター発表:31件

参加者:99名

第 28回中部化学関係学協会支部連合秋季大会

(宮部寛志)

[静岡大学浜松キャンパス]

特別討論主題:流れ系を利用する化学計測の新展開

クロマトグラフィ一分野

招待講演:柘植新

依頼講演:野水勉、岡田哲男、藤本忠蔵

フローインジェクション分析分野

招待講演:山根兵

依頼講演:大野典子

訪日学者講演会[三重大学工学部]

講演:Coupled Pr，∞edur白 inLiquid Chromatography of Complex Polymers 

(Dr. Dusan Berek) 
参加者:20名

第 7回基礎及び最新の分析化学講習会[名古屋工業大学]

「材料分析とデータの取り扱いJ(実行委員長:山田碩道)

講演:高分子材料分析の基礎と応用(大谷肇)

キャピラリー分離分析法の基礎(竹内豊英)

測定データの信頼性向上のための統計的処理法(三井利幸)

新しい光・電子機能性無機材料の創成とキャラクタリーゼーシ

ョンーイオン注入による酸化物ガラス・アモルファス材料の高

機能化へのアプローチー(細野秀雄)

材料の進歩に伴う分析化学(柘植明)

セラミックス及び原料の分析とデータ処理 蛍光X線分析、

ICP発光分光分析を中心として一(生川 章)

新薬の開発に於ける高速液体クロマトグラフィーの利用

(松岡洋子)

生薬及び漢方薬の理化学的品質評価について(横田洋一)

分析・試験の許容差について -IS05725、1ISZ 8402を中心と

して一(仁科健)

計量法トレーサビリティ制度に基づく標準物質と得られるデー

タの信頼性(伊東哲)

試験所認定制度 (ISO)とファインセラミックス材料分析

(柳津雅明)

参加者:57名

分析中部・ゆめ 21企画:第4回分析化学フォーラム in北陸

講演会[信州大学工学部]

講演:裁判化学と微量分析(三井利幸)

生体における微量金属元素の働き(原口紘柔)

参加者:126名

[雨晴ハイツ]

分析中部・ゆめ 21企画:第 2回若手交流会[名古屋工業大学講堂会
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3月 14日

議場]

第 178回X線分析研究懇談会(名古屋市工業研究所)

講師:文殊四郎秀昭、原民夫

参加者:25名

[ 1998年度(平 10)] 

〔中部支部創立40周年〕

(支部長)原口紘柔

(副支部長)舟橋重信、酒井忠雄、永長幸雄

(支部監事)野村俊明、三輪智夫

(庶務幹事)千葉光一、平出正孝

(会計幹事)飯田康夫、安井孝志

(常任幹事)上回一正、太田清久、形見武男、加藤正直、篠原直行、田口 茂、豊岡利正、

中田隆二

3月24日 訪日学者講演会[名古屋大学工学部]

4月2日

4月24日

6月 19日

7月23"-'24日

8月20日

8月29"-'30日

10月3"-'4日

講演:Lessons Leamed企omthe First Ladies Collection of the Smithonian 

Institution (Dr. Mary A. Becker) 

参加者:25名

訪日学者講演会[名古屋大学工学部]

講演:Novel Micronebulizers and New Aerosol Diagnostics Methods for 

加 alyticalPlasma Spectrometry (Prof. Akbar Montaser) 

参加者 :25名

第 2回分析化学のためのケモメトリック討論会[名古屋市工業研究所]

講演会[富山大学教育学部]

講演:重金属と指標植物一自然の回復(本浄高治)

生理活性物質の検知・分子センサー(梅沢喜夫)

参加者:75名

第 13回パソコンのためのインターフェース回路実習

講師:北)11邦行、嶋崎保任、加藤正直

参加者 :9名

講演会[岐車未来会館]

[名古屋大学工学部]

講演:岐車県における廃棄物規制等の現状(松岡由尚)

廃棄物焼却における有害物質(形見武男)

岐車大学における特別管理産業廃棄物と排水の管理(左合勉)

参加者:30名

第 17回夏期セミナー[いこいの村愛知]

講演:電子移動のメカニズム(高木秀夫)

裁判化学試料への多変量解析法の適用(肥田宗政)

海水中微量元素の動態の解明に向けて(宗林由樹)

参加者:84名

第 29回中部化学関係学協会支部連合秋季大会[豊橋技術科学大学]

特別討論主題:界面場を利用した分析法

- 20ー



10月 6'"'"'8日

10月 8'"'"'9日

10月 30'"'"'31

11月 9'"'"'10日

講師招待講演:野村俊明

依頼講演:塚原聡、木曽祥秋

日本分析化学会第47年会[岐車大学:実行委員長三輪智夫]

参加者:1，528名

分析 21世紀基金企画「いぬやま会議J[サンパーク犬山]

分析中部・ゆめ 21企画:第5回分析化学フォーラム 10北陸

[福井県立鯖江青年の家]

第 8回基礎及び最新の分析化学講習会[名古屋市工業研究所]

「分析技術の信頼性と複合化・微視化・自動化J

(実行委員長:酒井忠雄)

講演:総論一化学分析と機器分析の融合をめざしてー(原口紘蒸)

プラズマ分光分析法の基礎(千葉光一)

化学分析の信頼性と国際対応(ISO/GUIDEお、 IS014(削など)

(久保田正明)

ICP/組 Sによる非酸化物系ファインセラミックス中の微量不純

物分析(横田文昭)

顕微分光技術と有機材料の局所分析(寺前紀夫)

液体クロマトグラフィフィーの到達点と将来(竹内豊英)

HPLCに使用する最新の検出器とその応用(垣見英登)

機能性FIAとダウンサイジング(酒井忠雄)

分析値の信頼性とトレーサビリティー(小野昭紘)

ガスクロマトグラフィー/質量分析法による高分子材料分析

(大谷肇)

環境大気、室内空気中の VOCs分析における GC・MSの応用

(世古民雄)

参加者:51名
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4.中部支部研究室紹介

. 

本欄は日本分析化学会中部支部に

所属する国公私立大学、国公立試験

研究機関の研究室を紹介するもので

ある。

内容は、 1.研究機関・研究室名、

2. 所在地および連絡先、 3. 研究

室構成員、 4.現在の主な研究内容、

5. 主な所有機器、 6. 最近の研究

活動、とする。

本研究室紹介は、中部支部会員の

交流、情報交換に利用されるととも

に、産・官・学との研究機関の研究・

技術交流にも役立つことを目的とす

る。
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1.研究機関・研究室名

信州大学理学部・化学科構造・計測化学講座分析化学研究室

2.所在地および連絡先

住所:干3兜-8621 松本制也 3・1・1

Wめsite(ホームページ): h1即://gipwm.shinshu-u.acJp/chem!mdex.h町並

3.研究室構成員(1998.10.1)

Tel&Fax 

昨
名

司副

2

d
・訓

n
u
p
i
v
 

h

鑓蜘
棚

田中村俊夫 位63-37・お(J7

後期課程 1名

4名

4.現在の主な研究内容

-非水溶液用イオンセンサーの開発とそのイオン制鱗形成反応の熱力判噺究などへ

の応用

-生体関連物質の関与する反応の非水系ボルタンメトリー測定法の開発とその応用

5.主な所有機器

.電気化学測定機器各種

.精密蒸留装置

6.誌丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"'5件)

(1) :&回po蹴Properti回 ofa Pl伽 nnE1回rodeωatedwi白血仁k吻h削叫aninato)-vanadium(IV) 

ω吋u伊tePolymerωVarious Aruons in Nonaqueous Solutions. 

T.N政組mra，T. Ueda， T. Yanagisawa， H. WaJ凶abe: BulL Chem批収1.，72(2)， in prl悶.

(均百leRI白戸nseBehavior of a Polyaαylarnide-Ben砂 15-Crown-5日制叫e伯おdiumand Calcium 

Ions in A!田toni住ileand Its Appli叫 onto the Study of Th自白mplexingwi血OtherBasic Aprotic 

SolventMol配 ules.

τ:N蜘 mra，H. Mongi : BulL a伽 t批机7町10)，2449-2453 (1997). 

。)親水性高分子膜を反足場とする生体機能物質の非水系ボルタンメトリー.

中村俊夫西川裕志:分析化学:，46(1)，45-49(199'乃.

(4) Potentiometric R回po脱Propertiesof Sensor Membran図面sedon Coba1t Phtha1切組問白可申te・

Polymer in Nonaquωus Solutions. 

T.N蜘 mra，C. Hayashi， T. Ogawara : BulL Chem批机69(6)，1555-1559(1蜘 1).

0イオン選択性電極(進歩総説)・

中村俊夫:ぶんせき，1蝋 9)，刀7・732(1捌).

- 24-



l.lV院梯司・研究室名

信州大学理学部織宣・計測化学講座

2.所在地および連絡先

住所:〒3卯-8621 松本市旭 3・1・1
Website(ホームページ): http://scien田.s凶lShu-u.acJp!

3.研究室構成員(1998.10.1)
Tel(1但63) E邸 巴mail

野村 俊明 37・2475 37・2559 tnomura@ripms.shinshu-u.ac.jp 
前期課程 3名

4名

4.現在の主な研究内容

-混合配位子錯体を用いる各種イオンの分析化学出研究

.検出器としての水晶発振子の分析化学出研究

5.主な所有機器

.フローインジェクション分析装置

6.鼠丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"'5件)

(l)A也0中tiondeterrnination of ionic swfaclanls山崎anel叫吋e-田伊則edpi昭光i拙 icq幽包句S凶.

T. Nomura， T. Egawa泊 ωLG伽 Acta，339， 187-192 (199'乃.

(ω勾Ad伽s叩O中削刷tiv刊ed伽eterrnin

s鉛e伊m則I吋p戸ie臨笈M児叫ele倒ctri氏cq凶丘抱zαy戸B凶.

T.Nom世a，M. Kumagai， A Sato :AnaLαim. Acta， 343， 2的・213(199乃.

(功双型水晶発振子の液体中での振動数特性

野村俊明，稲野辺重理，藤田宏:分析化学，47(9)，583・5卯 (1朔).

(4)水晶発振子の溶液化学分析への適用俗説). 

野村側月:分析化学，47(11)，751-苅7(1998).
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1.研究機関・研究室名

信州大学理学部物質循環学科・地球システム解析講座

2.所在地および連絡先

干390・8621松本市旭3・1・1

Web site: http://gipwm油 inshu・u.ac.jp/environ/index.html

3.研究室構成員(分析化学関係のみ)

Tel & Fax E-mail 

教授 伊 豆津 公佑 0263・35・1085 kizutsu@gipac油 inshu-u.ac.jp

(1999年3月末日定年退職)
大学院生 修士課程 1名(化学科所属)

学部学生 3名(化学科所属)

4.現在の主な研究内容

-非水溶液の電気化学計測法に関する研究

異種溶媒聞の液問電位差;非水溶液用の新規・高性能p Hセンサーの開発と応用;

迅速非水溶媒酸塩基滴定法;非水溶液中の酸塩基平衡;非水溶媒中のアルカリ

土類金属イオンの水銀電極におけるボルタンメトリー反応機構，など

5.主な所有機器

.ボルタンメトリーアナライザ-(BAS1∞B川う及び関連装置

.非水溶液用 pH測定・滴定装置(pH-ISFET用)

6.最近の研究活動

(1)非水溶液の電気化学.

伊豆津公佑:(単行本)，培風館，pp.276 (1995). 

(2) Studies on the Electr∞hemical Approach to Ion Solvation. 

Kosuke Izutsu : Pure Appl. Che，肌， 70(10)， (1998) in press. 

(3) Applicability of 0.05 mol/kg Potassium Hydrogen Phthalate as Reference Value pH Standard in 

Water-Organic Solvent Mixtures. 

Kos叩ukeIzu却u削t

(μ4の)Liquid Junction P恥ot匂en凶ti凶必betweenDi直宜eぽren凶ltSolvents: A Junctio叩nw叩it白h叩AlkalineEarth Metal 

Salt as Electrolyte. 

K. Izutsu， T. Ar泊，T. Hayashijima : J. Electroanal. Chem.， 426， 91・95(199η.

F
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1.研究機関・研究室名

信州大学工学部物質工学科無機・分析化学講座機器分析化学研究室

2.所在地および連絡先

住所:〒380・8553長野市若里 500番地

TEL: 026・226・4101 (代表) FAX: 026-223・9249(物質工学科事務室)

Web site (ホームページ): http://wwweng.cs油 inshu-u.ac.jp/CHEM!kinou/bunseki.htm

3. 研究室構成員(1998.10.1)

教授

助教授

大学院生

学部学生

金 子 紀 男

篠原直行

前期課程

内線

3501 

3501 

6名

10名
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q
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4.現在の主な研究内容

-電析金属内に含み込まれた微量成分の定量

-電析金属の結晶形態並びに結晶配向に及ぼす吸着性有機物の影響に関する研究

.電極/溶液界面で生じる電気化学的諸現象の解析

-鉛フリーはんだ、めっき用スズー銀系合金めっきに関する研究

5.主な所有機器

・走査型電子顕微鏡， X線回折装置

・分光光度計，原子吸光装置，直流・交流ポーラログラフ

・ガスグロマトグラフ，全自動分極装置，各種電解装置

6.最近の研究活動

(1) Electrodeposition of Sn-Ag-Cu alloys. 

S. Arai， N. Kaneko : Denki Kagaku， 65(12)， 1102-1106 (1997). 

(2) Effects of Halide Ions on Current Osci1lation during Electrocrystallization of Cadmium. 

N. Shinohara， N. Kaneko， H. Nezu : Denki Kagaku， 63(4)，296・302(1995). 

(3) Current Osci1lations with Small Amplitudes during E1ectrocrysta11ization of Cadmium 

in the Presence of N，N-Bis(decaoxyethylene)octadecylamine. 

N. Shinohara， N. Kaneko， H， Nezu : Denki Kagaku， 63(5)， 419-424 (1995). 

(4)カドミウムイオンのポーラログラフ的還元に及ぼす臭化エチルトリフェニルホス

ホニウムの影響.

篠原直行，金子紀男，根津弘幸:電気化学， 63(1)，36-40 (1995)・
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1.研究機関・研究室名

信州大学農学部応用生命科判ヰ生物制御化学講座分析化学研究室

2.所在地および連絡先

住所:干399-4598長野県上倒隣南箕輪村田04

3.研究室構成員(1998.10.1)

Tel(0265) Fax E-mail 

柴田久夫 72・5255 76-3見8 qhs52ω@gipmc.s凶凶u・u.ac.JP

修士課程 3名

5名

4.現在の主な研究内容

-担子菌に含まれる生物活性物質の検索

.イグチ科きのこの化学分類学出研究

-菌根菌の成分と樹木との関連について

-担子菌の子実体菌糸および菌根成分の関連

5.主な所有機5
.核磁気対烏測定装置

.高分解能質量分析装置

・液体クロマトグラフ/質量分析装置(LC-MS)

.赤外線吸収スペクトル測定装置

6.扇丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"'""5件)

(1) New Antibacteria1 Diterpenoids企omthe品roαionscabro.皿 SFWlgus.

H. Slubata， A Irie， Y. Morita : Biosci. Biot，ゆ lOLBiochem.， 62(12)， 24外 2452(1998). 

(勾Omati同 de，a Novel Phenolic Metabolite， Bol，伽 O閥解S.

H. Slubata， T. Fuku也，T. Wada， Y. Morita， T. Hashimoto， Y. Asakawa : Biosci. B似eぬlOLBiochem， 

62(η，1432・1434(1998). 

(功Asia ticusin A and B， Novel prenylated phenolics from Boletinωω批凶組dB. 

paluste.ベBoletaαae)fungi.

T.Wa也，Y.胎y岨，H.Slub翻 :Biosci. BiotechnoL Bu.腕札制1)，120-121(1蜘1).

(4)きのこの成分をめぐる二、三の話題.

柴田久夫:第40回香料・テルベンおよび精油化学に関する討論会講演要旨集， 81・4，(1996). 

0助 ploporica，句A，anovel伽 .ericsesq峨中enoidfrom the basidiomycete伯 仲 戸 間 油 開 .

Y. Morita， Y. Hay出hi， Y. Sumi， A Kodaira， H. S助制:Biosci. Bのteゆ lOLB問先em，59(10)， 2∞8・

2009 (1995). 
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1.研究機関・研究室名

信州大学医学部医学科社会医 学 系 衛 生 学 講 座

2.所在地および連絡先

住所:〒390・8621 松本市旭 3-1・1

3. 研究室構成員 (1998.12.15)

Tel (0263) Fax 
助教授 二木安之 35-4600 (ex 5206) 090-8773-3899 (携帯切り換え)

(旧姓星加)

4.現在の主な研究内容

・ケモバイタルサイン(ChemovitalSign)の社会医科学的臭気衛生学的研究一嘆感覚

情報と極超微量臭気構成化学物質の高感度計測データとの対応研究

-臭気性物質とマウス、イヌ、ヒトの嘆覚受容器の分子(原子・微量元素)生物学

的計測による相互反応性のキャラクタリゼーションと機能評価に関する研究

-化学形態計測による生体組織及び臓器の機能評価に関する研究

-地上オゾンの季節変動と反応性及び地球環境シグナルの解析研究並びに環境アセ

スメントに関する研究 など

5.主な所有機器

・イオングロマトグラフ (IC)、液体クロマトグラフ (LC)

・濃縮装置付きガスクロマトグラフ (TCD，FID， FPD， ECD， FfO) 
・低濃度環境計測用オゾン濃度計 (UV-03)

・環境計測用二酸化炭素ガス測定器 (NO・IR・CO2)

. ・・・ーーーー_....-_.... ---_.... -----_.......... -_.... ----------------------ー・---句幽・ー--・ーーーー・----・ー---・ー_..-----跡・・・・ー----------------------

6. 最近の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3-5件)

(1) A study on the determination of odor recognition threshold values of n-and iso-
amyl(pentyl)acetates using Tedlar bag static methods. 
Y. Hoshika， M. Nishikitani， K. Yokoyama， S. Araki : Anal. Sci.， 13 (Supplement)， 505・508

(1997). 

(2) Characterization of trace amounts of odorants in air of JR passenger car (Azusa) and its 
change by deodorization with ozone. 
Y. Hoshika， S. Kawate， T. Shimatani， H. Wada， T. Matsumoto S. Murakami ed. 5th 

International Conference on Air Oistribution in Room， ROOMVENT 96，191・196(1996). 

(3)X線分析による組織および臓器中微量元素の二次元イメージングと機能評価.

二木安之、二瓶好正、冨安文武乃進:特集 必須微量元素の臨床、日本臨林、 69(8)，

192・201(1996). 

(4) Analyses of environmenta1 and biological specimens by PIXE. 
Y. Hoshika， Y. Mogami， K. Taguchi : Intern J PIXE， 5(4)，265・271(1995). 
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1.研究機関・研究室名

長野県衛生公害研究所

2.所在地および連絡先

住所:干380・0944長野市大字安茂里字米村1978

TEL: 026-227-0354 (代表)
FAX: 026-224-3415 
Web site(ホームページ): http://www.nagano-eikouken.or.jp 

3.研究室構成員(1998.10.1)

所長

次長

管理部長

研究技監

研究企画幹

感染症部長

食品衛生部長

衛生化学部

水質部長

大気部長

環境化学部

職員数

藤島弘道

降旗敦海

赤 塩 富 夫

近藤文夫

丸山節子

中村 和 幸

佐 藤 守 俊

込 山 茂 久

久保田昌利

西津 宏

石川 儀

50名

4.現在の主な研究内容

-食中毒の疫学的解析法の開発

f何u吋lji臼shi泊ima凶a@na鴎ag伊an∞1旧O毛-eik恥ou味1水ke叩n.o町侃r工吋.J

a釦削llih凶lata@nag伊ano旧0-吃引eik初ou此l水ke叩n.o町r.Jかp 
akasl油hiぬo@n凶1凶ag伊ano旧o-eikouken.or.jp

kondou@nagano・eikouken.or.jp

mafllyama@nagano・eikouken.or.jp

nakamura@nagano-eikouken.or.jp 

sato@nagano・eikouken.or..jp
s.komiyama@nagano-eikouken.or.jp 

kubota@nagano・eik初ou此1此ke叩nω.0町f.J

n凶11S油hi包zawa@na凶ag伊an∞1旧0-屯引eik恥ou此1此ke叩n.or.jp
isikawa@nagano-eikouken.or.jp 

-農産物及び生体試料中の汚染物質の分析

-室内空気モニタリングと暴露評価に関する研究

-水及び底質等の有機汚染物質を微量分析する方法の開発と応用

・水中の溶存有機物、無機物の挙動と消毒(副生成物)への影響

.水の富栄養化に関連した簡易水質分析法の開発とモニタリング

-中部山岳地域におけるエアロゾル成分濃度の変動と高濃度時の解析

-廃棄物埋め立て処分場に起因する有害物質による環境影響評価に関する研究

-下水道汚泥の処理に伴う硫化物の発生メカニズムと適正処理に関する調査研究

5.主な所有機器

・ガスクロマトグラフ/質量分析計 (GC/MS)・高速液体クロマトグラフ

・蛍光X線分析装置 ・イオンクロマトグラフ

6.最近の研究活動
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l.lif際機関・研究室名

静岡大学大朝涜・理工学研究科生物地球環期半芋専攻

静岡大学理学部・生物地球化学研究室

2.所在地および連絡先

住所:〒422-8529 静岡市大谷836

3.研究室構成員(1998.10.1)

Tel(054) F出

教授 鈴木款 238-4799 238-4799 

助教授 神田穣太 238-4950 

特別研究員Alex組 draAmat

王利紅

大制民生 後期課程 4名 前期課程

学剖洋生 5名

4.現在の主な研究内容

・大気中の有機物エアロゾルの動態と気候変動

.海洋の有機物循環と炭素循環の収支

-サンコ礁における炭素循環と生態系変動

.遠隔自動計測センサーの開発研究

E-mail 

seysuzu@sci.shizuoka.acJp 
kanda@sci油危uoka.acJp

Alex(駒市防U.即 Jp

由Ilwang@sci.shizuoka.ac.jp

6名

・多孔質ガラスによる有機物分南街崩宿システム開発の基礎研究

5.主な所有機器

. F10w SolUtion 

. SU恥lIGRAPHNC-~A 

. Sm.但GRAPHTOC-~

-α)2白叫ometer，Modelα1.5012

6.鼠丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3'''，5件)

(1)黒潮混合域における粒子態有機物の動態

鈴木款、ベアトリス・カサレト:海洋科学，号外臼， 122・130(1朔:).

(2)大気中の炭素質エアロゾル濃度の特有変化と粒街怖.

鈴木款、中村昭彦、横堀尚之:大知将シンポジウム， 69-73 (1998). 

。)Separating Biologiα1 and Physica1 αlanges in Dissolved臼 ygen白 nα岡山nina白 ra1Reef. 
S. Krains， Y. Suzuki.， K Yamada， H. Komiyama : LimnoL仇 ωωFリ (1現活).

(4) Biologica1 Micro-Partcles in Rain Water. 
B. E.伽 reto，Y. S叫 i，K Okada， M. Morita : Geophys. Res. Lett.， 23， 1ち 176(1蜘，).

(4)海洋における二酸化炭素の循環一物理的・化判句過程からのアプローチ.

鈴木款味期半長会誌， 9， 519-530 (19的.
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1.1i1僚機関・研究グループ名

静岡大学・工学部・共通講座・分析化学グループ

2.所在地および連絡先

住所:干432-8561

3.研究グループ構成員

教授

教授

助教授

助教授

大学院生

学部学生

山田員吉

伊東琢史

中村基

曾津宣ー

前期課程

4.現在の主な研究内容

浜松市樹七3-5・1

Tel(053) 

478-1274 

478・1287

478・1275

478-1沼9

9名

6名

F位

47，ふ1285

478-1285 

478-1285 

478-1285 

-無機化学種の速度起士析法の開発

E-mail 

岡山⑬ng.shlzuoka.acJp

tsti刷⑩ng泊四oka.ac.jp

国nnaka@eng.shizuoka.acJp
凶 aiza⑬略.shizuoka.a吋p

・飴1[;検出FIAによる微量金属イオンの迅速分析システムの開発

.固相抽出法による農薬の分勝漸

-金属錯体の反足掛輪自明究とその分析化学への応用

5.主な所有機器

・節回対抗度計

• HPLC 

・ストップpトフロー分7f:Jt度計

6. 最近の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"'5件)

(1)反応速度法による無機化学種の酸化状態別分析.
山田員吉:分析化学:，47(10)， 689-698 (1998). 

(功。rωlarDichroism S戸ctropho的脱出.cDetennination of Metal Ions by Using句ticallyResolved S戸ringly
Soluble戸c仰-[Rh(aethJ(aet = 2-Amin倒h組巴 出olate).
S. Aizawa， Y. Sone， S. Yarnada， M. N北amura:αemLeκ，1切断8)，775・776.

(3) Inclusion Reaction of Some Auorophores with Cyclode油 inand田岡on百 eirRevers凶-Ph蹴 HPLC

Retention. 
S. Yama也，KM叫 ay副，M.N北amura:AnaL Sci.， 14(5)， 8タ7・901(1998). 

(のM回hanisticStudi回 onHalcトU抑 dSubstitution ofFive-Coordinate Trigonal-Bipyrarnidal 
Pa1ladium仰白mplex岱 of1i出(2-diphenylphosp凶∞血yl)ph叫凶e羽白Trime血ylphosphite
mαuoroforrn at Various Ternpera加re組 dPr郎町出.

S. Aizawa， T. Iida， S. Funahashi :加'rg.Chem， 35(18)， 5163-5167 (19的.

(勾仁bnditionsfor Solid-Pha田肱回ctionof Agriau佃ralαlernicalsin Waters by Using n-Octanol-Water 
Partition co巴箇CIents.
M.N誌 釦1町九M.N北amura，S. Yamada:Anaか'St(London)，121(4)，469-475 (1明治，).
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1.研究機関・研究室名

静岡大学教育学部理科教育(化学)

2.所在地および連絡先

住所:〒422-8529 静岡市大谷836

Website(ホームページ): h1句:h川明w.shlzuoka.acJp.

3.研究室構成員(1998.10.1)

Tel (054) Fax E-mail 

教授 鈴木誇亮 238-4625 237-3354 edjsuzu⑩ d油国lOka判 p

大明史生， 学部生， 教員留学生

4.現在の主な研究内容

-電気分析関係: ①化学溶出法によるキレート薄膜電極を用いる超微量分析法の開発

②簿濃度分析法を用いる超微量分析法の開発

-瑚す分析関係:酸化還元不足当量法を用いる超微量分析法の開発

5.主な所有機器

.サイクリックボルタンメトリー装置

.高感度分光分析装置

.多機能自動滴定装置

.電気量担1淀装置

6.鼠丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3""'5件)

(1) Radiometric Redox Ti仕組onofAn也nony但I)wi出Pot部SiUIllIodate. 

1.S回 uki，H. Yoshioka， T. 11批 i: 1. RadioanaL NucL C加丸，Lett.， 154 (6)，379-391 (1991). 

(勾 Relationshipbetw田 nWater Activity and M蜘 叫.vityωefficientof日制。lysesin NaQ and 

Na004 Solutions. 

H. Su伊n山na， S. yi四 hida， K Taniguchi， T.臼nori，J. S回 uki: BulL Faculty Eduω肱川劫白mka

Universi似NaturaLScience Series， 48，9・13(1卯η.

。)αlfonopotentiome句 Using血eωnv，剖on日倒rodeSystem . Part ll.勾>plicationof theαernica1 

S出ppingαlfOnopotentiome句旬血eDetermination of Antimony. 

1. Suzuki， A Sakashita : BulL Faculty Education， 劫白ωlkaUniversity， NaturaL sc問 ceSeries， in pf悶.

(4) Hydrodynarnic Vol凶nme句明白 theωnVI剖 onEl回rode.V.勾>pli叫 onof蜘 叩n印刷tion

Me血odfor Cathodic S出pping泊 Iltammetryof Lead組 dManganl田e.

J. Suzuki， T. Mizuno : 1. ELecl1加 naLChem.， in prω. 
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1.研究機関・研究室名

静岡県立大学・薬学部薬品分析学講座

2.所在地および連絡先

住所:〒422-8526 静岡市谷田52・1

Webs此i託批t低e(休ホ一ムペ一ジ分) h白即即p炉:が仰w3.p凶har凪 u凶.喝s凶却oka-ken.判 p

3.研究室構成員<1998.10.1)

教授

講師

講師

助手

大学院生

豊岡利正

宮原武恒

大江知行

石井康子

後期課程 1名、

4.現在の主な研究内容

Te1 (054) Fax 

お5・5656 265・5593

265-5655 265-5593 

265-5650 265-5593 

265-5651 265・5593

前期課程 4名;

E-mail 

tOyl∞ka@ys2.u-shizuoka-ken.a，向C吋.jp
miy川d油lara翻@y屯d机s7江7.ルu怯.必s剥M却加ok也a-此帽セ蜘k

O婚当万加1尽s灯7.u肘-喝shi却 oka司ke閲n.acJp

i血ii@ys7.u-shi却 oka-ken.ac.jp

学剖洋生 7名

-光学活性蛍光標識試薬の開発と医薬品等キラル化合物の分背筋士析への応用

-レーザー飴怯、化学発光法による生体成分等の高感度特異的分析法の開発

.液体クロマトグラフィー/マススペクトロメトリーおよびキャピラリー電気

泳動/レーザー蛍光法による高感度分析法の開発

-蛍光金属指示薬の開発研究

5.主な所有機5
・液体クロマトグラフィー/マススペクトロメトリー装置也-C/MS)

・キャピラリー電気泳動/レーザー飴t検出器 (α班.JF)

-液体クロマトグラフ/フォトダイオードアレイ検出器

・誘導結合プラズマ発光分析装置 uα細 s)

6.最近の研究活動(論文等)

(1) Indirect R，ωlutionof百世01Enantiomers by High・perfonnan田 Uq凶dαlIomatographywith a 
日uorl回centαllralTa艶jngReagent. 
D. Jin， T. Toyo'oka :Analyst， 123， 1271・1277(1998). 

(2) Total Resolution of 17 DL-Amino Acids Labelled with a F1uorescentα町a1R回gent， R-{-)-4-{3・

Iso出切anatopyrr出血e勾 1)-7-{N，N-dime'血yl祖血部u1fonyl)-2，1，3ゐenzoxadiazo1e，by回0・

performanαIiquidαlIomatography. 
D. Jin， K Nagakura， S. M町ofushi，T. Miy油ara，T. Toyo'oka : 1. Chromatogr. A， 822， 215・224

(199め.

(3) Separation of Amino Acid and Peptide Ster，ωisomers by Nonionic Micelle-mediated臼pillary
日α:trophorl回isafter αlira1 Deriva也ation.
Y. M. Uu， M. Schneider， C. M. Sticha， T. Toyo'oka， J. V. Sweedler :よαromaωF.A800，
345-354 (1998). 

(4) Di畑町inationofDιAminoAcid in Peptide Sequen回臥sedon F1uorl蹴 ntC刷 Derivatization
by Reversed-phase Uquidα1I0matography. 
T.S回 uki，T.Wa加 abe，T. Toyo'oka :AnaLαim.Acω，352，357・363(1卯η.
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1.研究機関・研究室名

静岡県立大学環噺特研究所、大学院生活健願糊冴矧ヰ環境物館特専攻、

水質・土壌環境研究室

2.所在地および連絡先

住所:〒422-8526静岡市谷田52-1

Website(ホームページ): http:/，川明w.u-shizuoka-ken.ac.jp

3.研究室構成員(1998.10.1)

相馬

谷

光之

幸則

後期課程

4.現在の主な研究内容

Tel(054) 

264-5729 

264-5728 

名

名

F砥

部4-5729

264-5729 

-水、堆積物の化学組成から見え環境条件の研究

E-mail 

soma@胞au-shizuoka・ken.ac.jp

凶 y⑬伺.u-shizuoka・ken.a吋p

前期課程 8名

研究生 名

-藻類の光合成色素を指標とした湖沼環境の変遷に関する研究

.化学形態分析法の開発

-土壌酸性化の界面化学過程に関する研究

5.主な所有櫛号

・原子吸光分析装置(AAS)

・誘導結合iプラズマ質量分析装置。α-MS)倒究所所有)

.ガスクロマトグラフ・質島断装置(Gα1S)

-イオンクロマトグラフ(研究所所有)

6.鼠丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"'5件)

(1) Nuclear magnetic resonan印刷X-rayphotωlωron甲 倒 閣 ∞picinv剖例onof lithium migration 

in montmorillonite. 

B. K G. Theng， S. Hayashi， M. Soma， H. Seyama: Clays Clay Miner.， 45， 718-723 (1仰乃.

(2)Su由民alterationof biotite也田1由沼恒acidsolution. 

H. Seyama， J. Sato， A Tanaka， M. Soma， M. Tsurumi : ECASIA 97，1. Olefjord， L Ny加思D.Bri野，

Eds.， John WIley & Sons，α蜘 ter，553・556(1997).

(3) A伺 tion田l悶 veel倒吋ebased on∞円光明 andnickel(ll) hex叫 anofe則自:d叫 respo蹴

m民h創出rns，selective uptake or adsorption of analyte田 tions.

Y. Tani， H. Eun， Y. Umezawa : Elec杭x:him.Acω，43，3431・3441(1998). 
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1.研究機関・研究室名

静岡県環境衛生科学研究所

2.所在地及び連絡先

住所:干420-8637 静岡市北安東4-27-2

Website(ホームペーカ:http://www2.shizuokanet.or.jp/eikanctr/ 

3.研究室構成員

Tel : 054-245-0201 Fax: 054-245・?の6

所長 中村信也 E-mail: e伽叫⑬hizuokanet.o吋p

副所長 磐本昭夫・永野隆夫 技監 安富俊雄

管理部長 花嶋勇 総務課 6名/企画調整課 4名)

微生物部長 宮本秀樹(環境微生物 3名/ウイルス 4名/食品微生物 4名)

医薬品生活部長永野隆夫(医薬食品 7名/生活科学 4名)

環境枠宇部長 前嶋孝明(環瀬ヰ学 4名/環境情報 3名)

大気・水質部長飯嶋章一(水質環境 6名/大気騒音環境6名/技術指導 8名)

東部支所長 浅岡龍郎新員 4名) 西部支所長 梅原鏑市(所員 4名)

4.現在の主な研究内容

・アサリの漬け水とビフリオ汚染と腸炎ビフリオ食中毒との初発時期との関係

.配置薬の品質管理に関する問題点について

・着色排水処理の研究

-環境教育プログラムの研究、開発および提供

5. 主な所有機5
・テレメーター監視装置

-液体クロマトグラフ質量分析計

.ガスクロマトグラフ質量分析計

.騒音振動データ収集装置

6. 最近の研究活動

(1) Isolation ofω，xiella bumetii from the va伊aoffeline clients ofveterinaly clinics. 

H.Na伊oka，M. Sugieda， M. Akiy佃民主Nis凶la，S， Akahane， K Fujiwara :よ陥 Med.Sci.， ω(2~ 

251・252(1998).

(勾薬事監視員向けの試験検査部門調査用テキストの作成

小和田和宏、佐藤四郎、堀池あずさ、内田恵、佐野智子、渡辺武明、永野隆夫:静岡県環

境衛生科学研究所報告、 No.40， 25-29 (1卯η.
(3)酸性雨の調査手法に関する研究.

三好康志、中山洋、小原九一、鈴木智行、安富俊雄:静岡県環境衛生科学研究所報告、 No.40，

81・86(199'乃.
(4)排ガス中の各種イオンのイオンクロマトグラフィー(IC)による分析手法の検討.

萱沼広行、竹下昭二、深谷謙一、永田嘉七、篠原英ゴR、田端孝光、飯嶋章一:静岡県環

境衛生科学研究所報告、 No.40， 119-122 (1卯η.

- 36-



1.研究機関・研究室名

静岡県蹴i工業技布巾ンター・地域産業技術部繊断素材技術スタッフ

2.所在地および連絡先

住所:T431-2103 静岡県浜松市新都田 1-3-3

Website(ホームページ): h即:/'川明w.h-iri.pref.shizuoka.jp

3.研究室構成員(1998.10.1)

Tel(053) Fax E-rnail 

研究主幹 井上伊三夫 4284153 4お41ω inoue@h-iri.pref.shi却 oka.jp

研究主幹 前嶋義夫 4284153 42841ω maeshima@h-iri.p民:f.shizuokajp

主任研究員小林正治 4沼4153 42841ω m出 aharu@h-iri.pref.shizuoka.

副主任 三浦清 4沼4153 42841ω miura@h-iri.pref.shizuoka. 
技師 木野浩成 4沼4153 4沼41ω kino@h-仕i.pref.油国JOka.

技師 針幸達也 4沼4153 4沼41ω har氷ou@h-iri.pref.shizuoka.jp

技師 坂井千恵 4沼4153 4沼41ω 回同i@h-iri.p陀f血血Joka.jp

一一一一一一一一一一一一

4.現在の主な研究内容

. F 1 A (フローインジェクション分析)法を応用しtd磁勧日工用濃度モニタの開発

. F!A/J¥O似インジェクション法による機能性物質と結縦との反民特性の解析

・綿の酵素精練、酵素漂白など酵素を利用した繊勧匹技術の開発

-糖質由来の物質を共有結合させた機能性結構制均の開発

5.主な所有機器

・マルチヂャンネル型分う白色度計

-セルラーゼ活性自動誤l淀装置佃A/鉄試薬出

.分光蛍a度計

・液流染色携

6.扇丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"'5件)

(1)染色工場におけるプロセスモニタとしてのF1 Aシステムの応用.

植田浩安、前嶋義夫、石原彰浩、大石光一:第27回7日インジェクション分析講演会要旨集、8-9(1蜘，).

(2) F!A/J¥o似インシ・ェクション法によるポリウレタン繊維と茶カテキンの反応性について.

三浦 清、前嶋義夫、坂井千恵他:第33回7ロインジェクション分析講演会要旨集、 19・20(1998).

(3)綿と茶カテキンの反応特性.

長津義之、前嶋義夫他:繊住学会予稿集、 F-ll1(1998(F)).

(4)酵素を利用した結構肋の漂白.

石原彰浩、前向島義夫、植田浩安、大石Yト:繊産学会予稿集、 F-79(1如何1).

(5)酵素精練における精練効果の評価法.

針幸達也、オ窃浩成、前向島義夫:第 12回繊在学会東海支剖浩手繊街肝究会講演要旨集、

15-16 (1998). 
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1.研究機関・研究室名

農林水産省野菜・茶業試験場茶利用加工部品質化学研究室

2.所在地および連絡先

住所:干428-8501静岡県榛原郡金谷町金谷2769

Website(ホームページ): h即:/'川明w.t低地℃伊.jp

3.研究室構成員(1998.10.1)

Telρ54ηFax 

室長 オサ番勝則 45-4982 46-2169 

主任研究官 堀江秀樹 45-4982 46-2169 

糊 l朋究員 山内 雄二 45-4982 46-2169 

農業拡術研修生 1名

4.現在の主な研究内容

E-mail 

蜘 914@tea.a面c.gojp

hori咲自畑.泊℃岳pjp

河iyam耗許ea.a並c.gojp

-茶の健全性音刊面技術の開発(クロロフィル分解物・シュウ酸・アルミニウム・農薬

-添加物など)

・茶の粋判守品質評価手法の開発(キャピラリー電気泳動法・バイオセンサーなど)

・茶中の機能性物質の検索と評価(サボニン、カテキン類、フッ素、テアニンなど)

5.主な所有機5
・LC・MS、GC-MS

・誘導結合プラズマ野t分析装置。α.組 S)、イオンクロマトグラフ

.核磁気対鰻置問偲)

・顕微FT-IR、近赤外分う'{j{;度計(NIR)

-キャピラリー電気泳動装置、高速液体クロマトグラフ

6.最近の研究活動(論文・総説・学会発表・特言午等;3 ........ 5件)

(1)Ph叫 horbideaωntent組 dαuorophyllaseActi吻血Gr悶T回.

K Kohata， K Hanada， Y yi組IaUchl，H. Horie : Biosci. Biote，ぬ10lB，政加1L， 62 (9)， 1倒)，，1663
(199め.

(2)AppH明 onofCap出 町 日 制 ゆore由旬T伺 ω叫ity耐 ima伽 .

H. Horie， K Kohata :よαromatogr.A， 802， 219-223 (1998). 

(3) F10w In，叫onAnalysis of (-)-Epiga11ocatechin Galla低血GreenT，回Infusionswi出 anImmob出捌

T但maseReador. 
H. Horie， T. M脳，K Kohata， T. Goω: Food Sci. Technol 1m助 け(1)，27-30(1997). 

(のてλ茶保存中に生じる白色紛状物質の顕微Ff-IR法による同定.
木幡勝則、堀江秀樹、向井俊1本深津修一:茶菊冴究報告，83，17・却(1996).

(勾化学センサーを用いた食品分析.
堀江秀樹:Fiα"Xi&Fi庇>dIngredi.ents J. Jp，凡， 1，“，61-67(1卯5).
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1.研究機関・研究室名

浜松医科大学・医学部 化学教室

2.所在地および連絡先

住所:干431-3192浜松市半田町 3600

3.研究室構成員(1998.10.1)

Tel(053) Fax E-mail 

助教授 藤本 忠蔵 435-2320 435-1626 fujimoto@hama-med.ac.jp 

教務員 記野 順 435-2319 435-2319 kinojun@hama-med.ac.jp 

技 官 外山 美奈 435-2319 435・1626 minasan@hama-med.ac.jp 

学部学生 1名

4.現在の主な研究内容

-キャピラリーエレクトロクロマトグラフィーカラムの開発

・ミセル動電クロマトグラフィーの新規擬似固定相に関する研究

.生体微量成分の濃縮と検出に関する研究

5.主な所有機器

・ミクロ HPLCシステム

-キャピラリー電気泳動装置

6. 最近の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"'5件)

(1) Packing Materials and Separation Efficiencies in Capillary Electrochromatography. 

C. Fujimoto : Trends Anal. Chem.， in press. 

(2) Fritless Packed Columns with Great Potential for Use in Capillary Electrochromatography. 

C.F吋imoto: Analusis， 26(5)， M49-M52(1998). 

(3) Electrokinetic Chromatography Using Nanometer-Sized Silica Particles as the Dynamic 

Stationary Phase. 

C. Fujimoto， Y. Muranaka : J. High Resol. Chromatogr.， 20(7)， 400-402(1997). 

(4) Fritless Packed Columns for Capil1ary E1ectrochromatography: Separation of Uncharged 

Compounds on Hydrophobic Hydrogels. 

C.F吋imoto，Y. Fujise， E. Matsuzawa : Anal. Chem.， 68(17)， 2753-2757(1996). 
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1.研究機関・研究室名

沼津工業高等専門学校・物質工学科

2.所在地および連絡先

住所:〒410・8501沼津市大阿武則

Website(ホームページ): http://www.b凶加.numazu-ct.ac.jp/index.h阻註

3.研究室構成員(1998.10.1)

Tel(0559) Fax E-mail 

助教授 望月明彦 28-3711 28・3711 motiz叫ci@cab.n山 nazu-ct.ac.jp

専攻科生 4名

本科生 5名

4.現在の主な研究内容

・蛍光X線分析によるトルコの黒曜石産地の判別

-関東地方・中部地方の旧石器時代遺跡出土の黒曜石製石器の産地推定

5.主な所有機器

・エネルギー分散蛍光X線分析装置

.原子吸光分析装置

・イオンクロマトグラフ

6.最近の研究活動

(1) 蛍光 X線分析によるトルコの黒曜石産地の分類(1)一中央アナトリアの黒曜石産

地の分類とカマン・カレホユック出土の黒曜石製石器の産地推定一.

望月明彦:アナトリア考古学研究，6，169・185(1卯η.

(2) 蛍光X線分析による中部・関東地方の黒曜石産地の判別.

望月明彦 :X線分析の進歩，28，157-168(199η. 

(3) 黒曜石の原産地を推定する蛍光X線分析法.

望月明彦(分担執筆):文化財を探る科学の眼(国土社)，第2巻， 15・20，(1998). 

(4) 黒曜石の産地推定による静岡県東部の旧石器時代における黒曜石利用の変化.

辺見哲也，望月明彦，池谷信之，高尾好之:日本文化財科学会第 15回大会 (1998，千

葉)・
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l.W院機関・研究室名

愛知工業大学・応用化特ヰ分析化学研究室

2.所在地および連絡先

住所:〒47'ω，392豊田市八草町八千草1247

Website(ホームページ): 

3. W隣室構成員(1998.10.1)

Tel(0565) Fax 
教授 酒井忠雄 48-8121内2206 特-0076
教授 太田洋 48-8121内2却2 48-0076 

講師 手嶋紀雄 48-8121内2218 特剖76
大学院生 修士 3名

学部洋生 20名

4.現在の主な研究内容

-イオン会合関志におけるイオン識別機構の解明:

E-mail 

U也北辺@恥.ait叫 .ac.jp

envr双95@治c.ai包ch.ac.jp

t回.hima@ac.ait民 h.acJp

CT錯体のサーモクロミズムの解析と塩基性有機イヒ合物の分別分析への応用

.フローインジェクション分析法による自動計測システムの開発:

無機材料・環境試料及と姓体関連物質中微量成分の迅速モニタリングシステムの構築

.環境情報のデータベース化

5.主な所有概5
・飴匂ガ悦度計

-可視紫外分アげt度計

-キャピヨリー電気泳観湛置

・フローインジェクション分析装置

• ESCA，町-IR，GC・MS，X線回折，超伝導NMR(共通機器)

6.最近の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"'5件)

(1) Thermos戸油叩hoωmetric Analysis of Alkylamines Utilizing Ion Association 明白

Tetrabromophenolphthalein Ethyl Ester. 
T.Sakai，S.拘凶abe，S.yi細 amoto泊叫α飢，69， 1766-1770 (1997). 

(2) New P.hase Separator for Extraction-S戸d叫恥ωme凶cDeterrnination of Anionic Surfa銅山wi血
Malachite Gr田nby Aow Injection Analysis. 
工S枕辺，H.H征a也，X.u民N.Ura， K Takey'郎副，KSugimoto : Ta伽ua，45，543・548(1998).

(3) キナアルカロイドとテトラヨードフルオレセインとの三元イオン会合体生成を利用する第
四級アンモニウム塩の抽出吸a度定量
酒井，~J也広瀬彰彦，佐々木英人:分析化学:，47， 1013-1020(1998).

(の SuccessivePotentiometric TI回 tionof白 orniumれ勺釦dIron伺 wi白白bal明 inthe pr悶 nceof
1，10-Phenan血roline.
H.K踏切nata，N. 11郎副ma，T. Kawashlma : BulL G加 11.soc. Jpn， 70， 2151-2154 (1労η.

(5) Aow-同叫on/S凶也rdS由国.ctionMethod for the Detemunation of Iron(I町B出edonItsca凶ytic
Effect and Inlubition of EDTA 
T.Wa凶批，N. Teshima， S. N幽 0，T. Kawashlma : AnaL Chim. Ac民 374，303・却7(1998). 
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1.研究機関・研究室名

愛知教育大学教育学部化学教室長沼研究室

2.所在地および連絡先

住所:〒判g-{xx)1刈谷市井ヶ谷町広沢1

恥 bsite(ホームページ): http://www.chem.aichi-edu，刈p/chem川ag組山na.h凶

3.研究室構成員<1998.12.1)

1EL & FAX E-mail 

長沼健 05“・26・お53 knaganu@aichi毛du.acJp
前期課程 2名

3名

4.現在の主な研究内容

-ザンセン色素を用いた金属イオン対分配蛍光法

.高分子膜を用いた簡易分析法の開発

-環境ホルモン物質の包接蛍光分析

-環境教育に利用できる簡便な分析法の開発

5.主な所有機器

.蛍光分地色度計

・イオンクロマトグラフ

-ボルタンメトリー分析計

6.最近の研究活動(論文・解説・学会発表・特許等)

(1)ローダミンBとのイオン会合体のポリ塩化ピニルフィルム吸着による水費者ll)の吸

7tYe度定量.

李拝東，長沼健:分析化学，傾2)，185-187 (1蜘，).

(2)PVCフィルム吸着比色法による陰イオン界面活性剤の簡易分析一生活排水調査と

環境教育への利用ー.

長沼健，花井友則，李揮東，杉山美津夫，梶山正明:化学と教育，制(5)，329-332(1996). 

(3)ローダミンBと2・テノイルトリフルオロアセトンを用いたウランの抽出/飴l促量.

長沼健，都築智，金継業:分析化学， 39(3)， 197-199 (1朔 1).

(4)ミセル中の多環芳香族炭倒く素のおt特性と分析法の開発

長沼健，伊奈紀幸，木下美紀，李揮東:愛知教育大学研究報告(自然科学)，47，17-21， (1998) . 
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1.研究機関・研究室名

大同工業大学・工学部・化学教室

2.所在地および連絡先

住所:〒457-8532 名古屋市南区白水町40

恥 bsite(ホームページ): http://川明w.daido-it..ac.jp/

3.研究室構成員(1998.12.18)

教授

教授

大下一政

酒井陽一

4.現在の主な研究内容

Tel(052) E鉱

612-5571 612-5953 

612・5571 612・5953

E-mail 

kohshita@池ido・it.ac.jp

yocs刷刷aido-it.ac.jp

-メスパウア一分光法による工業材料言排ト環境試料の状態分析

・中性子放射化分析、即発ガンマ線分析による微量元素の定量

5.主な所有機器

.メスバウア一分ア鵠号

.原子吸光分析装置

・液体クロマトグラフ

6.最近の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3'"'-'5件)

(1) Detennination of tra田∞pperin water samples by neu住onactivation祖a1ysispreceded by 

pre∞n∞n回 tionon activated回 rbonpowder. 

Y.S北ai，Kt Tomura， K Ohshita， S. Koshimizu : 1.品dωnaLNucLαem.，23O(1・2)，261・263
(1998). 

。)G蹴:hemica1study of岡田vanadiumin water by precon印 刷tiona1neutron activation ana1ysis. 

Y.S北泊， K Ohshita， S. Koshimizu， K Tomura : 1. RadioanaL Nucl. G加n.，216(2)，加3・212

(199乃.

。) line shape simulation of promptγ-rays of energetic 7'11司倒吋 from白血 boron film on sili∞n 

wafer. 

Y. Sakai， M. K Kubo :財政himActa， 79， 7-10 (199η. 

(4) 高純度化技柿工大系、第 1巻、分析技術第17章第3節メスバウア一分光法.

酒井陽一:フジテクノシステム (1仰の.

σ) Mossbauer characterization and promptγ-ray ana1ysis of the prl吋uctsof thermit reactions. 

Y. Sakai， K Ohshita， M. K Kubo， C. Yonezawa， H. Matsue， H. Sawahata， Y. 11ω， S. Iwama : J. 

RadiωnaL NucL Chem， (1卯9)inpr回s.
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l.W院機関・研究室名

名古屋工業大学・工学部応用化学年ヰ応用化学基礎講座分析化学研究室

一一一一一一一一一一一一

2.所在地および連絡先

住所 : T絹ω555 名古屋制醐区御器開I
Website(ホームペー均:http:!.川WW.nit叫 .acjp

一一一一一一一一一

3.研究室構成員 (1998.10.1)

Tel(052) Fax E-mail 
教授 和田弘子 735・5211 735・5247 wada@恥:h.凶t民h.acjp

助教授 山田碩道 735-5223 735-5223 y祖国出@ach.nitech.acjp
助教授 湯地昭夫 735-5230 735・5230 戸chi@ach.ni凶l.ac.jp

助手 土井封灘 735-5お8 735-5247 doil⑩ .ch.帥:h.acjp

助手 安井 孝志 735-5248 735・5247 yasui@泡c:h.nitech.ac.jp

技官 !j¥I宰忠夫 735-5252 735-5247 ozawa-t@胤l.nit叫 .ac.jp

大学院生 後期課程 2名 前期課程 7名

学部生 21名 研究生 2名

小島功 735-5219 735・5247 koj並m@治ch.出版:h.acjp

助教授 内田哲男 735δ222 735-5247 uchida@ach.nit吋l.aCjp

学部生 8名

〆'

助教授 津 田孝 雄 735-5220 735-5220 takaぽ互泡ch.国鉛ch.acjp

研究補助員 北 川慎 也

大学院生 後期課程 1名

学部生 5名

4.現在の主な事院内容

・金属イオンのプレカラム誘導体化試薬としてのヘテロ環アゾ化合物の評価

.金属イオンの抽出試薬としてのカルボン酸の研究

-溶媒抽出における低有害性混合溶媒の開発に関する基礎朕研究

.キレート樹脂への金属イオンの吸着

-ルイス酸を用いる陰イオンの分離・検出

・多座配位子と金属イオンとの錯形成反応

[艦 属 の抽出分開法
-ケイ酸塩、鉄鋼の主及て撒量成分の分析

.各種試料の密閉容勝士解法

はがIj用一一口マトグラフィー
-単一細胞のハンドリングや浪.tl定:対象としてヒトの赤血球

-宇宙ステーション用のライフサイエンス分離システムの構築

.ヒトの汗の観察とその成分の浪tl定システム
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5. 主な所有槻苦

[ポーがラフ
・高速液体クロマトグラフ

[誘船プラカ銑分うー…)
-分~伎計
・フレーム原子吸7fJt度計

[… -ガスおよび液体クロマトグラフ

.キャピラリー電気泳戴滋置

.CCD観察装置

6.鼠丘の研究活動

(1) Polyme血ationand Addud Fom凶 onof Some Lan由加i剣町以粗削脂血theEx:回d∞of
Lan血anid白(1町with民 canoicAcid Using 1-Octanol ar吋Benzeneas a Solvenl 
H.Yama也，M.Miy出hita，Y. Sekigudu， M. ~司ima組dH. Wada : AnaL sc:ゴ.，14，703・711(1卯8).

(2) U凶ityof組以加e/1'(泊却01Mixed Solvent for the加 enninationof F4佃凶on制 Parti伽
白凶硝ofIonAssぬa防白血eE甜叫onofCoppe判明白2-{2・町討dylazo)-1・naph血014-
s叫fo国cAcidandwi血T出ョbuty加nmoniumCation. 
H. Yamada， K Teranishi， H. N"IWa， Y. Shigematsu， T. Uchida， H. Wada:AnaL Sci.， 13， 
545・551(199η. 

(3) Adsorption M配 hanismofTrivalent Metal Ions onαlelatingR悶m臼n凶ningIminωla<四tic
AcidGrou戸 wl血ReferenαtoSelecti吋ty.
A Yuchi， T. Sato， Y. Morimoto， H. Mizuno， H. Wada :AnaLαem.， 69(15)， 2941-2944 (199'乃.

(4) Use of 2-Guinolylazo Cumpounds for the Reversed-Phase High・.Perfom盟問U明d
OlromaωgraphicSe戸rationof Metal Ions. 
H.Niwa， T. Y出凶，AYuchi，H. Yama也，H.Wada:ょαromatogr・A，789， 491-496 (1切η.

(1) Selective Ex:traction and“One-Drop" F1ame Atornic Absorption S戸ctrome凶cDetennination of 
Silver in Biological Stan也rdReference Materials. 
I.l<!司ima，M.l<!a国広樹 :AnaLSci.，日，1021-1023(1卯η.

(勾Inductively白 upledPlasrna Mass S戸ctrome位icDetennination of gold in serum:白m伊血on
wl出F1ameand Furna印AtornicAbsorption Spc:湖町，me句.

M.Hi伊shiura，H. Uchi也，T. Uchida， H. Wada :AnaLα肌 Acω，304，317・321(1995). 

(1) M吋.eling組 d仁刷世zationofFn油価抑rationby臼pillary 日制吋lfOma~喝raphy.

y. Deng， J. Zhang， T. Tsu也，P.H. Yu， A A Boulton， R M. Cassidy :AnaL Che.肌，70， 4586-4593 
(1998). 

(2) Voltage-Induced Sample Release from Anion Exchange Supports in Capill勾
日即位ochromatography.
S.l<!itagawa， T. Tsu也:AnaLSci.， 14，571・575(1998).

。)電場下のマイクロ空間における赤血E持剛包の挙動に基づく血液型判定の可能性.

~tJ ll 慎也、津田孝雄、野崎修:分析化学， 47， 355-359(1998). 

(4) Novel Ins加mentationfor Detemlination of帥 anol白悶n刷 onin HUlllan Perspiration by Gas 
αlfomatography and a GαXI Interrelationship wi出E白血01白 I悶 n回 .tion血Sweatand Bl00d. 
T.l<!amei， T. Tsuda， Y. Mibu， S.回ata伊，wa，H. Wada， K Naitoh， K Nakashima :AnaL Chun. 
Ac.ω，365，259・266(1州.
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1.研究機関・研究室名

名古屋大学大学院・理学研究科物質理学専攻分析化学研究室

2.所在地および連絡先

住所:〒必4-8602 名古屋市千種区不老町

Website (ホームページ):坤://chem4.chem.na伊，ya-u.ac.jp/lac/home.h凶

3.研究室構成員(1998.10.1)

Tel(052) Fax E-mail 

教授 舟橋重信 789-2940 789・2941 sfuna@油em4.chem.nagoya・u.ac.jp

助教授 高木秀夫 789-5473 i45289a@nuα.α.na伊ya-u.ac.]p

助手 稲田康宏 789-3659 yinada@chem4.chem.na伊ya-u.ac.jp

事務 丹羽ちづる 789-2例。 789・2941 低一la~hem4.chem.nagoya-u.ac.jp

大学院生 後期過程 4名 前期過程 4名

学部学生 6名 研究生 6名

4.現在の主な研究内容

・分析化学即芯の機構論的研究と速度論的分析

-短寿命不安定化学種の構造化学自噺究と動態分析の開拓

-電気化判句手法を用いた不安定化学種の配位構造や電子状態の分析

5.主な所有機器

ストップトフロー高速反応解析装置，高圧ストッフトフロー装置，核磁気共鳴装置(4∞MHζ

270閥均，高圧 N恥1R装置，電子スピン共鳴装置，赤外吸収測定装置，電気化学分析装置， X

線吸収測定装置， X線回折測定装置，単結晶X線構造解析装置，電位差測定装置

6.最近の研究活動(論文・総説)

(1) Solvation Structure Detennination of Nickel(II) Ion in Six Ni凶I回 UsingExtended X-Ray 

Absorption Fine Structure S戸以fOS(沿py.

Y Inada， S. Fun油部:hi:AnaL Sci.， 13，373・377(1卯η.

(2) Speciation of Trimethyltin(IV): Hy伽 'lysis，ωmplexation Eq凶ibria，組d Stru畑出 d

Trime血yltin(IV)Ion in Aqueous Solution. 

T誌油部hi，T.Na岡町le，N. Koshino， S. Fun油部hi，Y Inada， H. D. T:北agi:G飢 1.Chem.， 75， 

1侃4・1仰2(1卯η.

(3) Solvation Stn同町田 andKinetiαof Solvent Exchange Reactions of the Man伊nese(町Ionin Six 

Nitriles As Studied by X-Ray Diffraction， EXAFS， and NMR Methods. 

YIna也，T. Sugata， K Ozutsumi， S. Fun泣1ぉhi: lnorg.Chem.， 37(8)， 1邸6-1891(1998). 

(4) Fonnation and Deprotonation Kinetiαof the Sitting-AI切白mplexof白 pper(町 Ionwi出
5，10，15，20・TetraphenylporphyrinRelevant to血ePO叩h戸加 MetalationM民:har出m.Structure of 

ωp戸市町-町ridine白 mpl位 白 血A田to凶回leAs Detennined by区 AFSSpectros∞停

YIna，也，YSu担問的，Y Nakano， Y Itoh， S. Fun油ぉhi: lnorg. Chem.， 37(21)， 5519・5526(1998). 
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1.研究機関・研究室名

名古屋大学大学院・工学研究科応用化学専攻応用計測化学講座

2.所在地および連絡先

住所:干栃4・胸3 名古屋市千種区不老町

ホームページ :h句:/'川明w.a戸lem.nagoya・u.acJp/ouka抽 ldex.html

一一一一一ーーー一一一一一一一一

3.研究室構成員 (1998.10.1)

Tel(052) F砿

教授 柘植新 789-4664 789-4“6 
助教授 大谷肇 789-35ω 789-46“ 
助手 石田康行 789-4666 789-46“ 
博士研究員 佐藤浩昭 789-4498 789-46“ 
大学院生 後期課程 2名

学部学生 6名

4.現在の主な研究内容

・クロマトグラフィーの基礎と応用

-高分子の構造キャラクタリゼーション

-分子スペクトル分析の応用侃，NMR，MS)

・微生物や天然高分子の環境化学的研究

-高分子材料のリサイクルの基礎研究

5.主な所有機5
.熱分解ガスクロマトグラフ/質量分析計<p)心。MS)

E-mail 

油泊@治pchem.nagoya-u.ac.jp

h司加頃Yapchem.na伊ya-u.ac.jp

卯恒@叫x:hem.nagoya-u.ac.jp

h~回tぽ@mail.a凶lem.na伊ya-u.ac.jp

前期課程 11名

研究生 3名

・熱分解ガスクロマトグラフ/原子弟lf検出器伊3心C/AED)

-マトリックス支援レーザー脱離飛行時間型質量分析計仏仏印I・.1DFMS)

.超臨界流体クロマトグラフ/超臨界流体抽出装置 (SFC/SFE)

6. 最近の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"'-'5件)

(1) S加 cturaIαlaracterizationofPolymeric Materia1s by Pyrolysis-GCIMS. 
S. Tsuge， H. Ohtani : PO加 Degrad.S助局(1-2)，1ω-130(1997). 

(勾Determinationof the Degr，田ofA!印刷ationofOu出/α首脳血by町rolysis心部αlfOmatography
白血ePr回en田 ofOχalicAcid.
H.Sato，S.M位utani，S. Tsuge， H. Ohtani， K Aoi， A Takasu， M. Oka也，S.Kobay田hi，
T.Kiy側 da，S.Sh哨沈ωLChem.， 70(1)，7-12(1998). 

(3)反応熱分解ガスクロマトグラフィーによる合成高分子および天然有機物の

キャラクタリゼーション.

石田康行，大谷義柘植新:分析化学，47 (10)， 673-688 (1998). 

(4)プログラム昇温熱分解膚質量分析法による機能性高分子材料のキャラクタリゼーション.

佐勝告昭，大谷肇，柘植新 :J.Uω'8.俳c加 'msoc. Jpn.， 46 (4)，283・沼8(1998). 
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1.研究機関・研究室名

名古屋大学大学院・工学研究科応用化学専攻分析化学講座

2.所在地および連絡先

住所:〒必ωω3名古屋市千種区不都I
Wぬsite(ホームページ): http:h川明w.apchem.nagoya-u.ac.jp/l閃b羽nd既 h佃姐

一 一一一
3.研究室構成員(1998.10.1)

Tel(052) F蹴 E-mail 

教授 原口紘蒸 7894ω13 789-5290 har砲uch@何>ehe皿 nagoya-u.acJp

助教授 千葉光一 7894“5 7894“5 chib時担凶lem.na抑制.acJp
助手 伊藤彰英 789-3198 7894“5 副 hid頃担凶lem.na伊，ya-u.ac.jp

助手 藤森英治 789・3917 789・5420 何回lOri@郁 hem.na伊ya-u.ac.jp

技官 永田陽子 7894665 7894“5 国伊悩@恥:he瓜 nagoya-u.ac.JP

特別研究員保倉明子 789・5288 7894“5 al恥如ra@nail.a同 em.na伊，ya-u.acJp

大明混生 後期課程 6名 前期課程 10名

学剖洋生 6名 研究生 名

4.現在の主な研究内容

-原子スペクトル法を用いる超高感度分析法の開発

・クロマトグラフィーによる高選択性多機能分青肢の開発

.大気中温室効果ガスの連続モニタリング

-地球システムの全元素化学の構築

5.主な所有機器

.誘導結合プラズマお紛析装置。σ岨 S)

.誘導結合プラズマ質島士析装置。α-MS)

.蛍光X線分析装置

・イオンクロマトグラフ

6.鼠丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3--"-'5件)

(1)ωunterionic Det剖 onby l'σ-MS for Determination of Inor伊nicAnions in Water Elution lon 
αrromaωgraphy Using Zwitterionic Stationary P加盟.

T. Umemura， R. Kitaguchi， H. Haraguchi :AnaLαem.， 70(5)， 936-942 (1998). 

(勾 MultielementDetermination of Major-tかUltratra∞Elementsin Naωra1 Solar Salt by I1α-AES組 d
Iα-MS after αlela也19R悶nPr，αmαn回.tion.
Sh組 Ji，C. Kimata， E. Fujimori， A Itoh， K αuba， H. H氾湾uchi: Biomed. R，白~ on Trace E肋閥均

8(1)，3746 (1卯η.

。)S同組onof Y出 町 組dLan出血d田 inNa刷 Waterby Inductively白 upledPlasma Mass 
Spectrometry after pr伎町1白 n回tionby Ultr姐l回tionandwi血aαelatingR，倍加.
H.Hara伊.chi，A Itoh， C.阻mata，H. Miwa :AIωか'st，ロ3(5)，773-778(1998). 

(4)拡張元素普存説と生体微量元素.
原口紘蒸，稲垣和三，保倉明子，松浦博孝:微量栄養素研究， 15，11・22(1998).
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1.研究機関・研究室名

名古屋大学大学院・工学研究科物質制御工学専攻 物質計測工学講座

2.所在地および連絡先

住所:〒括判ω3名古屋市千種区不邪I
Wぬsite(ホームページ): http://mol.nagoya-u.ac.jp/seigy05/ 

3.研究室構成員(1998.10.1)

教授

助手

大朝混生
学剖洋生

平出正孝

田中智一

前期課程

4.現在の主な研究内容

Tel(052) 

789・3590

789-3591 

10名

7名

F拡

789-3241 

789-3241 

E-mail 

hiraiお@numse.nagoya-u.acJp
凶北a@num却.na伊，ya-u.ac.jp

-界面を用いる高機制生分酎媒体の創製とトレースアナリシスへの応用

.誘導結合プラズマお匂わも質量分析計の特性剤固と高感度・高精度化

・溶液中の各種微量元素およと精微粒子の化学的・物理的分離技術の開発

.天然起源有機物質の環境粋判噺究と水固有害元素の存在形劇j計測

5.主な所有機器

・誘導結合プラズマ弟紛析装置。α岨 S)

.誘導結合プラズマ質量分析装置。α-MS)

.ストリッピング・ボルタンメトリー装置

.黒鉛駒ヲレーム原子吸光分析装置

-液体クロマトグラフ

6.筋丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"""5件)

(1)白 11倒 ionof Traωof Heavy Metals on a Thennally Reversible POゆnerfor the Analysis of River 

Water and Seawater. 

M. Hiraide， A Morishima :AnaL Sci.， 13(5)，829-831 (1卯乃.

(2)ω11胡 OnofTrace Heavy Me凶 on日出zone-Impre伊 tedA!伽11∞Uesfor Water An温ysis.

M.出血de，W. Shibata : AnaL Sヒi.，14(6)， 1085-1088 (1998). 

。)分離・分取法の基礎知識"浮選"・

平出正孝:ぶんせき，19兜(3)，156-163(1998). 

(4)水冷トーチを用いる減圧ヘリウムIα質野漸法.

田中智一，小林圭平出正孝:分析化学(印刷中). 

(4) Separation of句例町Ionsfrom Humic白叩leXi田明白倒ne-Impre伊atedEm耐onαob蜘.

M. Hiraide， K Hasegawa : Fnιsenius' 1. AnaL Chem.， in pぉss.
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1.研究機関・研究室名

名古屋大学・留学生センター・短期留学部門/工学研究科材料プロセス工学専攻・

物質計測工学専攻材料分析学講座

2.所在地および連絡先

住所:干伺特ω3名古屋市千種区不老町田七 052・789-5術，3244)

Website(ホームページ): (工学研究科)htφ://mol.nagoya-u.acJp/:田 igy05/

(留学生センター)http:!.川明w.ecis.nagoya-u.ac.jp/

3.研究室構成員

(工学研究科物質制御工学専攻物質計測工学講座を兼担)

Tel(052) Fax E-mail 

教授 野水勉 (簡 789-5405 789-4:加1

(工) 789-3244 789-3244 

nomizu@numse.nagoya-u.ac.jp 

大学院生

学部学生

後期課程

4.現在の主な研究内容

O名 前期課程

2名 研究生

-プラズマ発光・質量分析法による個別粒刊漸システム開発

.磁気クロマトグラフィーによる磁性粒子の分離

-走査プローブ顎微鏡による材料表面化学防むの微視的研究

5.主な所有槻5
・原子吸光分析装置(フレーム、フレームレス)

・Iα弟巴分析装置、 Iα質野士析装置

・走査プローブ瀦蹴(走査トンネル電子顕微鏡、原子間力量席数鏡)

6.最近の研究活動(論刃

3名

O名

(1) Magneticα1fomato伊向 ofMagnetic Fine Particles Suspended in a Uq凶d明白 aSt田 l白Bead

ωl田nnunder a Peri吋ica1lyInten凶ttentMagnetic Field. 

T.Norni却，H.N北部凶na，M. Sato， T. 11阻北九H.Kawaguchi :.AlωL以，ロ(6)，892-834(1蜘，).

(2)句timizationof Operatingωnditions in Individ叫必伽meParticle Ana1戸お byInductively 

ωupled Plasma Mass S戸ctrome句.

S. Kaneco， T. Nomizu， T. 11血血N.Mizu凶，H.Kaw:棺叫lI:AnaL Sヒ'i.，日(勾，865羽 0(1995).

。)Detennination of Ca1ciumωntent in Individua1 Biologica1 Cells by Inductivelyω削edPlasma 

AtornicS戸ctrometry.

T. Nomizu， S. Kane∞， T.11組aka，D. Ito， H. Kawaguchi : AnaL Chem，“(16)，3αx)引制(1卯4).

(4) DetenninatIon of Femto-gram Amounts of Zinc and Lead in Individua1 Air加meParticles by 

Inductivelyωupled Plasma Mass Spt泊。me町wi血Dir闘Air-Sample101凶 duction.

主Nomizu，S. Kane∞，T.Tan:北九T.Yamamoto， H. Kawaguchi : AnaL Sci.， 9(1の，843-846(1993). 
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1.研究機関・研究室名

名古屋大学大気水圏粋判肝究所共同研究観測フロジェクトセンター化学系

2.所在地および連絡先

住所:干括判ω1名古屋市千種区不老町

Website(ホームページ): http:!.川明wJcwb.ihas.nagoya-u.acJp/1田 nte肉1dex剖 c.h佃姐

3.研究室構成員(1998.10.1)

助教授

技官

推進員

大朝混生

増津樹子

山本みね子

日比由利子

前期課程

4.現在の主な研究内容

Tel(052) F鉱

789-3498 789羽 49

789-3499 789・.3449

789・3498 789・.3449

1名

E-mail 

m出uzaW:ぽg)ih錨瓜agoya-u.ac.jp

y卸l3lllOto(割邸.nagoya-u.acjp

hibi@i加判抑制.acjp

-海洋生物・粒子試料の主構成成分および親生物元素の分画分析法の開発

.中性子放射化分析およびIα.組 Sによる海洋粒子試料の多元素同時定量

.海洋の生物生産一説持粒子一堆積物を通しての親生物元素動態の解明

-深海冷湧水生物群集の化学生態系の解明(間隙水、同位対比、 AMSl4C法等)

5.主な所有機器

・クリーン)v-ム(クラス 1∞、 1αX))

・多検出器磁場型誘導結合プラズマ質量分析装置仰C-S蜘r-ICP-MSX1卯93予言3
.誘導結合プラズマ弟匂わ扮析装置。α岨 S)

・高速液体クロマトグラフ(HPLC)

・イオンクロマトグラフ(IC)

6.筋丘の研究活動(論文・総説・学会発表・儲午等;3'"'"'5件)

(1) Dissolved rare e紅白 elementsin血eSou血emα泥沼1:Cerium oxi也tion組 dthe int1.uenαof 
hydrography. 
C. R. Germ叫 T.M出回awa，M. J. Greav田，H.日dedleld，J.M.Edmond刈Telαカ 肌 白mαカ肌Acta，
59(8)，1551・1558(1995). 

(2) AMSl4C m回 surementsof dissolved ino伊国C伺 rbon泊卵胞waters from a d田p-sea“∞M田句"SMIt
c1am ∞mmunity off Matsushima Island， Sa伊miBay， Japan. 
T.M出 uzawa， H. Kita伊IWa， T. Nakatsuka， N. H祖da， T. N北組問:品uJiocartゅIn，37(2)，617.fJ27 
(1995). 

。)海洋堆積物系の化学. 増津駒子:海洋化学研究，10(2)， 104-152 (1卯η.
(4)海洋における希土類元素の親生物元素としてのふるまい.

増津毎桁:月刊海洋，3町12)，751-758(1998). 

(5) Multi-element∞mpositions of marine phytoplankton回mpl出合um∞出凶 areasof Jap組 by
instrumental neutron activation ana1ysis. 
T.M出uzawa，T. Suzuki， K Seki， T. Kosugi， Y.I五bi，M. Yamamoω，J.11北ada，R.Mats凶:hita，
M. Yanada : BioL Trace Element R，低，inpress. 

- 51ー



1.研究機関・研究部名

名古屋大学高温エネルギー変換研究センター

2.所在地および連絡先

住所:干伺4・8603 名古屋市千種区不老町

Web site(ホームページ): hhtp:1.川明w.ran.nagoya-u.ac.jp

3.研究室構成員(1998.12.21)

Tel(052) F砿

教授 新井紀男 789-3913 789-3910 
助教授 北)11 邦行 789・3915 789・3910
助手 古 畑 朋 彦 789・3916 789-3910 
技官 松浪有高 789-3914 789-3910 
技術補佐員古賀聖美 789・3914 789-3910 

4.現在の主な研究内容

-高効率高効率ガスタービンシステムの開発
.低NOx新燃焼法の開発

・燃焼場(火炎)の分光学的解析

E-mail 
narai@mhlab.nuce.nagoya・u.ac.jp
kuni@apchem.nagoya・u.ac.jp
furu@nuce.nagoya-u.ac.jp 
j必ω59@nu∞.∞.nagoya・u.ac.jp

・耐熱材料の開発と高温場(燃焼火炎およびフラズマ)中での劣化の分光学的解析

.大気中の亜酸化窒素濃度の連続モニタリングと解析

5.主な所有機器

・高温高圧燃焼装置

・二次元2色素レーザー誘起蛍光測定装置
.顕微ラマン分光装置
.顕微フーリエ変換赤外分光装置

-誘導結合プラズマ発光分光分析装置

.光速紫外ビデオ

6.最近の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等)

(1) Analysis of Degradation Processes of Heat -resisting Materials in a High Temperature Chernical 
Flame by a Spectrovideo Camera. 
M. Kubota， S. Tsuge， K. Kitagawa， A. Arai， N. Ushigome， M. Kato : Carbon， 36(12)， 
1783-1790 (1998). 

(2) Spatially， Temporally and Spectrally Resolved Ernission ProfIles and Easily Ionizable 
ElementE旺ecton Various Elements in叩 ICPby a Spectrovideo Camera. 
S. Fukui， S. Tsuge， K.阻tagawa，N. Arai : 1.争ectrosc.おc.Japan， 47， 180・187(1998). 

(3)都市大気中 N20連続モニタリングデータの時系列解析.
鎌田祐一、松浪有高、北川邦行、新井紀男、古畑朋彦:資源エネルギー学会誌、 19、
365・370(1998).

(4) Excitation Characteristics and Matrix E旺'ectin a Helium Radio Frequency Atornization 
and Excitation Source for Atornic Ernission Spectrometry. 
Y. Kaga， S. Tsuge， K. Kitagawa， N. Arai :Anal. Sci.， 13，777・782(199η. 

(5)燃焼生成物の発生と抑制技術.

新井紀男他監修(北JII邦行分担)、テクノシステム (199η.
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1.研究機関・研究室名

通商産業省工業度術院名古屋工業担T術研究所化学部計測化物肝究室

2.所在地および連絡先

住所:〒462-8510名古屋市北区平手町1・1
電話:(万2引 1-2111(代均，臥X:白2-916-:諸白(絵溺部府務課:)，邸2-911・M刻化学的

一一一一一一一一一一一

3.研究室構成員(1998.10.1)

Tel(内偽 E-mail 

室 長 上 蓑義 則 2610 uw組曲10⑬白血伊.JP

主任研究官 田中一彦 2611 脳血紘a@r出血.go.jp

主任研究官 柘植 明 2610 国Igぽ砂山in.goJp
主任研究官 森川 久 2613 回 )rikaw.ぽ白血in.goJp

主任研究官 太田イ恵 2615 kazuohta⑬由泊.go.jp.

研究員 中根 清 2610 n北却時担出n.go.jp

卒業珂究生(愛知工業大学) 3名

一一一一一

4.現在の主な研究内容

・原子スペクトル法によるファインセラミック材料中微量金属成分の分析技術の開発

.ファインセラミック材料中非金属成分の分析技術の開発

-酸性雨のモニタリングシステムの開発

-無機系分自服着材の開発とクロマトグラフィーへの応用

5.主な所有機E
.誘導結合プラズマあ扮析装置。α岨 S)

.誘導結合プラズマ質量分析装置。α'-MS)

.二次イオン質量分析装置(SIMS)

・酸性雨モニター(イオンクロマトグラフ/衛星気象情報解析装置)

.イオンクロマトグラフ

6.蔵丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等:3"'5件)

(1) Detem血凶onof Trace Impuriti，白血High-PurityAlw凶niumOxide by High Resolution Inductively 

白 upled目指maMassS戸ctrometry.

KN北加e，Y.Uw，組lIno，H. Morikawa， A Tsuge， T. Is肱幽:AnaLαim.Ac風潮，79必 (1998).

(2)誘導結合フ。ラズマ弟扮析法によるファインセラミック焼結体中不純物の定量.

上蓑義則:分析化学，47(11)，783-797(1998). 

(3) Acid Rain Monitering by Ion-Exclution-Cation-Exchange Olromatography. 

K Tanaka， P. R. Haddad: Trerui.抑 AnaLαzem.，15， 2f:h-273 (1仰の.

(4) Non-Suppressed Ionαrromatography ofωonsonS出回GelM叫温吋明白Alumiruum.

K Ohta， H. Morikawa， K T組aka，P. R. Haddad : 1.αromatogr. A，制民171・177(1998). 
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1.研究機関・研究室名

通商産業省工業伎術院名古屋工業拡術研究所セラミックッス基礎部機能評価研究室

2.所在地および連絡先

住所:干462-8510名古屋市北区平手町1-1

電話:052・911・2111 FAX: 052-911Hj卯2

Website(ホームページ): http:/，川市W.ni血伊jpl血dex.h町姐

3.研究室構成員(1998.10.1.*分析化学会員)

室長

主任研究官

主任研究官

主任研究官

主任研究官

主任研究官

飯田康夫本

古川正道*

榊原俊作

山田豊章

阪口修司

大橋優喜

津越敬寿*

4.現在の主な研究内容

E-mail 

yu也⑩凶.go.jp

furukawa@r血.go.jp

回kakiba⑩ 凶1.gOjp

ty翻 ada@nirin.gojp
ssaka伊@出n.go.jp

ohashi@nirin.go.jp 
回 .goshi⑩凶例p

-新材料、特にセラミックス関連物質、プロセスにおける計測法の開発・高度化

・超高温における物質挙動の把握、温度計測

・セラミックス評価手法の標準化、国際刻応

5.主な所有機器

・ラマン州議置(顕微、時間分解)

・完封刊寺間型質量分析装置、熱分解質奇士析装置

.太陽炉

・各種機械的特性評価装置

6.最丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"""'5件)

(1) In Si加Anti-Sto~回Ram組 Moni'ω由19of Gel-to-Anatase Pha民 TransforrnationofTi回世a.

Y. Iida， M. FI叫 awa，K Kato， H. Mo此awa:AppL争ec附 'c.，51(5)， 6力司677(1997). 

(2)白 mparisonof Det矧 onSchem回 for回gh-TemperatureRam組S抑制∞停

Y.Ii也，M.Fun脳IWa，H. Morikawa :や'PL取 ctrosc.， 51(9)， 1426-1429 (1997). 

(3)Pre伊rationof B4C・百B2∞mpositionby Uni-Dir氏支ionalSolidi呂田tion.

S. Sakakibara， T. Yarna也， S. Ka~， H.Tooaffi: 丹vceedings of r;t Japan・KoreaSeminar on 

Cer，仰にs，435-439 (1995). 

(4) Nucleationωntrol for Hot -working of Sili∞nO巧祖国deCeramics. 

M. Ohashi， Y. Iida， S. Hampshire : 1. Mater. R，回.，附1)，1(1朔 1).
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1.研究榔司・研究室名

名古屋市工業研知者 金属・無機材料部分析技術課

2.所在地および連絡先

住所:干456羽 58名古屋市熱田区六番三丁目4-41
Wめ site(ホームページ): lr句:1.川市w.ru出.ci早na伊，yajp/

3.研究室構成員(1998.10.1)

課長

主任研究員

研究員

研究員

研究員

研究員

桜井定人

酒井光生

青山陽

大橋 芳明

野々剖癒美子

木下武彦

4.現在の主な研究内容

Tel(052) 
654-'明沼4

654-'卯20

654-'9919 

654-労21

654-9918 

654【卯2

-鉄ベース合金中のコバルトの定野士析

F位

652.fJ776 

652.fJ776 

652.fJ776 

652.fJ776 

652司6776
652-6ア76

E-mail 

回kurai@uniri.city.na伊yajp

m組担i⑫m也icity.na伊'yajp

ωy血l3@nmiri.city.na伊y吋p

ohhaslri@泊miri.city.n句~y吋p

nonol珂砂田町icity.nagoya.jp
防防hita@nmiri.nagoy吋p

-メディエーターを用いたペルオキシダーセ百定仕瀞素電極に関する研究

.純水中の微量ケイ素定量法に関する研究究

-固体電解質を用いたバイオセンサーに関する研究

.電量滴定法による∞D計の精度向上に関する研究

5.主な所有機器

.高周波プラズマ浴日封切断装置

-フレームレス原子吸光分光分析装置

.回転ます陰極型X線回折装置

-飴'tx線分析装置

-粒度分布測定装置

6.鼠丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"""5件)

(1)ペルオキシターゼおよびメディエーター複合固定化電極による過酸化水素センシング.

青山陽，桜井定人:日本化学会誌479-483(1卯乃.

(2)電祈凋幅型酵素センサー.

青山陽:特許出願，出願番号第お7“9.

。)黒鉛炉原子吸光法による鉛の定量における干渉抑制剤の効果

大橋芳明:第28回中化連秋季大会静岡大学，1卯7.

(の固体電解質を用いたバイオセンサー.
野々部恵美子，青山隊第 29 回中化勘k季大会豊橋技術半扶学~1朔 .

(勾数種の試料の共同分析結果第23報).
大橋芳明，酒井光生:名古屋市工業研究所報告， No.83 (1998). 
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1.研究機関名・研究室名

(財団法人)ファインセラミックスセンター試験研究所

2.所在地および連絡先

住所:〒456-8587 名古屋市熱田区六野二丁目4番1号

Website (ホームページ):httP:h川明w.jfi∞.0吋p

3.分析関連研究リーダーと構成員(1998.10.1)

化学分析 (主席研究員

微構造解析(主管主任研究員

表面分析 (主管主席研究員

熱分析 (主管主任研究員

X線分析 (主席研究員

4. 現在の主な研究内容

Te1(052) E蹴

柳津雅明他 1名) 871-3393 3599 

平山司他12名) 871-3401 3599 

柴田典義他11名) 871・Mω 3599 

福井武久他6名) 871・3437 3599 

原田慎太郎他1名)871-3379 3599 

E-mail 

y組 a傍awa@jfiα.0吋p
hlrayama@jfcc瓜 jp

shibata@jfiα.or.jp 
fukui@jfiα.or.jp 
ham也⑩f∞.oqp

. 1αおlι/質量スペクトル分析法等によるセラミックス分析法の確立と標準化

・遺品電子顕微鏡による材料の構造解析、組成分析、量子位相計測

-応力印加ラマン分光測定等その場分析評価技術の開発

• TMA，レーザヲラッシュ熱拡散率測定/熱特性測定技術の確立と標準物質の開発

. x線等による残留応力測定法の開発と確立(SinZψ法、低入射角法、中性子散乱法等)

5.主な所有機器

・誘導結合プラズマ弟扮析装置。α岨司、誘導結合プラズマ質量分析装置。α-MS)、
原子吸光分析装置(AAS)、窒素・酸素分析装置、炭素分析装置、蛍治巴度計、自記分

治巴度計、イオンクロマトグラフ(IC)、島I(;X線分析装置。岳町、 X線回折装置(沼D)

・電子線プローブマイクロアナライザ日MA)、分析電子顕微鎖姐S-EDめ
・示差熱天秤σG明DTA)、剰拐長計σMA)、レーザヴラッシュ熱拡散率測定装置、ラマン分光

光度計、赤外分制捜計町長)、高分解船巴電初訪日主置(ESCA)

6.最近の研究活動(論文・総説・学会発表・特許当事う

(1) Disco10ration of Alumina Cerru:凶回withUltravio1et Radiation組 d日ucidationof its Mechanism. 
M.Yan唱団wa，1. Sugiura， T. Hotta， J. Tsubaki， H. Hωno:よCen飢批机，101(1町， 1189叩 1
(1993). 

(2) Interference of thr田 e1ectronwav回 bytwo biprisms and i岱appli伺 tionto dir，回visua1ization
of electrornagnetic fields in small regions. 
τ: Hiray組1ll，G. Lai， T. T:判i，N.Tan血，ATonomura: 1. AppL Phys.制2)，522-527(1卯η.

(3) Determining Qys凶 0伊 phic白ien凶 onof Alurnina Using a R細血・MicropI1批Polarization.
Y Takeda， N. Shibata， Y S誌ai也，AOkada治氏。ifl幼 IntSymp. Ceramic Materials & 
ζ'.omponents for Engines， 842・846(1卯乃.

(4)特集分析データの質の管理と保証セラミックス.

柳津雅明:ぶんせき， 1997(10)，848-851. 
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1.研究機関・研究室名

愛知県警察本部・粋鞭査研究所化学科

2.所在地および連絡先

住所:干4品部位名古屋市中区三の丸2・1・1

電話:052・951・1611

3.研究室構成員(1998.10.1)

Tel(内偽
三井利幸 3552 

松岡 俊恵 3781 

肥田 宗政 3781 

佐野敏幸 3783 

大山信行 3783 

水野美穂 3783 

奥山修司 3781 

佐藤元泰 3783 

4.現在の主な研究内容

・多変量解析法による定量法の開発

-非分青紛析法による混合脳士分析法の開発

.微量成分分析法の開発

5.主な所有機器

'X線回折装置

・蛍光X線分析装置

. GC事MS

• LC-MS 
-顕微分光分析装置

E-mail 

回 iゆna3J凶佃et.neJp

DZXIωα)3@ni食y民間.orJp

GH即 71ヌゆ的ISelVe.o吋p

6.最近の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3""5件)

(1)法粋諸式料への多変量解析法の適応.

肥田宗玖三井利幸:分析化学，47，645(1998). 

(勾多変量解析法による軽油及びA重油中のクマリンの定量.

三井手IJ幸，肥田宗氏奥山修司:分析化学，47，55(1998). 

。)Determination of Ammonium Nitrate in町咽凶tewi血outSeparation by Multivariate Ana1ysis Using 

X-ray Di盤actometer.

T.Mits凶:J.Chem So;舟ωre，4， 33 (1998). 
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1.研究機関・研究室名

愛知県工業技術センター材料部(材料分析)

2. 所在地・および連絡先

住所:〒判g'{xx)3 愛知県刈谷市ーツ木町西新割

Web site(ホームペー吟:http:，川ww.airi.aichi-uc.or.jp/

3. 研究室構成員(1998.10.1)

主任研究員 横田文昭

技師 清水彰子

4. 現在の主な研究内容

Tel(0566) 

24-1841 

24-1841 

F砥

22-8033 

22-1:泊33

-原子スペクトル分析法による非酸化物系ファインセラミックス中の微量不純物定量法

の開発

・微量試料の分析化判サ評価に関する研究

-・・・・・・・・ー・，ー--------------------------------------------------------------------------------------、ー・・・・・・・・・・・・・・・・・
5. 主な所有機号

・誘導結合プラズマ弟粉析装置。α岨 S)

.原子吸光分析装置:(AAS)

・蛍光X線分析装置(エネルギー分散型及び波長分散型)

6. 最近の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等 ;3----5件)

(1)加圧酸分解/誘導結合プラズマあ扮析法による窒イtJ'¥ナジウム中の不純物の定量

横田文昭、中野達夫、石塚紀夫、森川久:分析化学， 47(1町， 721-726 (1998). 

(2)力旺酸分解/誘導結合プラズマ弟扮析法による炭イtJ'¥ナジウム中の不純物の定量

横田文昭、石塚紀夫、森川久:分析化学，倒5弘395-4∞(1卯η.

。)Detennination of Impurities in Titanium Disilicide by Inductivelyωupled Plasma Atomic Emission 

Spec紅ometryafter Acid De∞mposition. 

F. Yokota， T. Ishizuka， H. Morikawa :Analys~ 120， 2B23-2827 (1995). 

(4)加圧酸分解/誘導結合プラズマ弟巴分析法による炭化タンタル及び窒化タンタル中の不純

物の定量

横田文昭、森川久、石塚紀夫:分析化学，制(2)，1ぉ・1沼 (1995).

(勾Detenninationof Impuriti白血泊∞凶mnDisilicide組 dZir∞isiumDiboride by Inductively白 upl吋

Plasma Atomic Emission SJX油 ome句.

F. Yokota， H. Morikawa， T. Ishizuka :Analyst， 119， 1但3・1027(1994). 
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1.研究機関・研究室名

財団法人東海技術センター

2.所在地および連絡先

住所:〒465-0021名古屋市名東区猪子石2丁目 710番地

TEL052(771)5161 FAX問 771戸1ω

3.研究室構成員(1998.12.1)

業務部長

業務次長

調査1課長

調査2課長

技術1課長

技術2課長

技術3課長

自然環境室長

阪野二郎

武吉研治

高橋孝康

松永幹生

河野達郎

杉浦世記子

山盛健司

清水政美

4.現在の主な研究内容

E-mail 

b但u剛&泊.mbn.orjp

takey'部 i@は.mbn.orjp

伽kaha@:b.mbn.o吋p
matuna伊⑩l.mbn.or.jp

ko削伽l.mbn.吋p
ssugiura@胤mbn.orjp
yam組問@凶.mbn.orjp
msimizu@凶.mbn.or.jp

・河川水、底質中における環境ホルモン分析方法の検討

.ウンヌケの保護と増殖に関する調査

5.主な所有機器

・高速液体クロマトグラフ

.イオンクロマトグラフ

・誘導結合プラズマお扮析装置。α岨 S)

.フレーム原子勝扮析装置

-電気力開原子吸う扮析装置

.蛍光X線分析装置

.x線回折装置

-ガスクロマトグラフ質量分析計

-フローインゼェクション分析装置

6.鼠丘の研究活動(学会等発お

(1)αJality白 n加，lof回ghEmbankmen白白血加ctedof 50ft Sedimen凶yR!∞:kMa蜘 15.

Y.N北畑町a，J.Kt吋ima，K Narita， Y. Ohne : IS・.1DHO阻 1・'98.

(勾埋立て模擬処分場における浸出水量と水質計測.

佐藤健(岐阜大)、小島淳一:第6団地下水・土壌汚染とその防止対策に関する研失業創1朔).

(3)環境大気・水質自動測定器の廃吸収液処理について.

制 11真吾:社団法人日本環境技制桧維持管理蹴5交流旬開.
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1.研究機関・研究室名

豊橋技術科学大学・工学部・物質工学系 分離定量分析化学研究室

2.所在地および連絡先

〒441・8580 豊橋市天伯町雲雀ヶ丘 1・1 (Tel: 0532-47・0111代表、内線5503)

Web Site: http://chrom.tutms.tut.ac.jp 

3.研究室構成員(1998.11.30)

教授

助教授

教務職員

技術専門職員

大学院生

学部学生

神 野 清 勝

平 田 幸 夫

膏 戸 美 弘

太田初一

博士後期課程

11名

Tel(0532) 

44-6805 

44-6804 

44-6801 

44・6801

4名

Fax E-mail 

48-5833 jinno@Chrom.tutms.tut.ac.jp 
48-5833 hirata@chrom.tutms.tut.ac.j 

48-5833 saito@chrom.tutms.tut.ac.j 

48-5833 ohta@Chrom.tutms.tut.ac.jp 
修士課程 4名

4.現在の主な研究内容

-キャピラリー電気泳動およびキャピラリー電気クロマトグラフィに関する研究

.分析化学における超臨界流体の利用に関する研究

-固相マイクロ抽出/マイクロカラム液体クロマトグラフィによる微量分離分析

.液体クロマトグラフィにおける分子形状認識機構に関する研究

-分離化学におけるコンビュータの利用

5.主な所有機器

.液体クロマトグラフ/質量分析計・ガスクロマトグラフ/質量分析計

・超臨界流体クロマトグラフ・超臨界流体抽出装置

-液体クロマトグラフ・マイクロカラム液体クロマトグラフ

-キャピラリー電気泳動分析装置・キャピラリー電気クロマトグラフ

.フーリエ変換赤外分光計

6.最近の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等)

(1) Capillary Electrophoresis with Linear Polymers Containing Hydrophobic Groups for the 

Separation of Small Molecules. 

K. Jinno， H. Sawada : Anaかst，123， 1471・1476(1998). 

(2) Analysis of Plants Oils by Subcritical Fluid Chromatography Using Pattern Fitting. 
Y. Funada， Y. Hirara : J. Chromatogr. A， 800， 317-325 (1998). 

(3勾)
K.J目inno，Edι.， WILEY-VCH， New York， NY， 1998. 

(4)“Separation of Fullerenes by Liquid Chromatography". 
K. Jinno， Ed.， The Royal Society of Chemistry， Letchworth， UK， 1999 (in press). 
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1. 研究機関・研究室名

豊橋技術ヰ学大学・分析計測センター

2.所在地および連絡先

住所:干441・8580 豊橋市天伯町字雲雀ヶ丘1-1

3.研究室構成員

助教授

助手

大学院生

学剖洋生

加藤正直

服部敏明

前期課程

4.現在の主な研究内容

-ゼオライトの構造解析

.ゼオライトの合成

・コロイド滴定

Tel(0532) F砥

44イ訓512 44-6610 

44-6613 44-6610 

2名

2名

-両親媒性イオンを利用する電気化学分析

5.主な所有機E
.x線回折計

-原子吸光分夕日主置
. . 

E-mail 

mkato@佃t3c.知t.ac.jp

h胡ori⑩ lt3c.制t.ac.jp

一 一一一一一一一一一一一一
6. 最近の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等)

(1) Detennination of the ordered distribution of a1minum atoms in zeolitic frameworks. P制1.

T. Takaishi， M. Kato : Zeolites， 15， 689・7∞(1995).

(2) Synthetic clinopti1olite and distribution of a1urninum atoms in the合ameworkof HEU type zeolit回.

M. Kato， S. Satokawa， K ltabashi :品Id.Microporous Materials. 229・235(1卯6).

。)lonM抑 制1of Protonated Poly(加 yl組曲e)and Poly(仙 ylenimine)wi血Poly(vinylsulfate) 

and Dodecylbenzen回叫fonate出Specia1Refference forωUoida1百回.tion.

T. Hattori， K Ka凶，S. Hattori， M. Kato : BulL Chem批• Jpn.， 7町2)，359-3併 (1997).

(4) AI也0中tiveS出pping功l凶 nme町 ofAnionic Surfal仰山 ona白伽nP部te日帥odeUsing 

Ferrocenyl Cationic Surfactant出血Ana1ytica1日倒r∞hernica1Probe. 

T. Hattori， M. Kato， S. Tanaka， M. Hara : Elec胸 m同 9(9)，722・725(1997). 

(5) Ordered Distribution of Alurninurn Atoms in Ana1佃le.

M. Kato， T. Hattori : Phys. Chem Miner.，お(8)，556・565(1998). 

- 61-



1.研究梯司・研究室名

三重大学工学部・分子素材工学科分析環境化学講座

2.所在地および連絡先

住所:干51特 5fJ7三重県津市上浜町1515(IEL:邸9・お1-9425，9426， 942η 
Wぬsite(ホームページ): http://materiaI.chem.mie-u.acjp/mizunかkenルel∞me.h!回

一一一一一一一一
3.研究室構成員(1998.10.1)

Tel(059) F出 E-mail 

教授 水野孝之 231-9425 幻1-9427 mizuno(匙:hem.mie-u.ac.jp

助教授 太田清久 231-9426 231-9427 ohta@油em.mie-u.acjp

助手 金子聡 231-9427 231-9427 kaneα垣!;Chem.mie-u.ac.jp

大朝英生 後期課程 3名 前期課程

学剖洋生 10名 研究生

4.現在の主な研究内容

-原子スベクトル法を用いる環境汚染金属元素の超高感度分析法の開発

. SequentiaI Me凶 Vapor日utionAnaIysisに関する分析

-超高温金属ガスの物性及び化学性に関する研究

-高温高圧水を用いる有害物質の分解及E牒害化

-炭酸ガスの燃料・原料への変換技術に関する研究

・原子力発電プラントの安全性カ瀧保できる炉ilL;概念の開発研究

5.主な所有機E
.原子吸光分析装置伺J¥AS)

・金属蒸気分自断士析装置(SMVFA)

・ガスクロマトグラフ(FID，TI∞，E∞)  

.液体クロマトグラフ

6.鼠丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3""5件)

(1) Novel Preco悶 n回 tionMe出吋ofTrn回目ementsby Mg-W Cell. 
KOhta，J.O伊wa，T. Mizuno :Anall凶is，25，1・2(1卯η.

4名

1名

(2) D的 rminationof Nickel血 Wa町 by日倒削hermaIA白血.cAb叫ltionSpe伽 metry明白

Pre<沿nαn回 tionon Tungsten Foil. 
KOhta， K 刷也， S.Iωh， S.~eco， T. Mizuno: Af~佐伯凡Acω， 129， 127-132 (1郷).

。)SequentiaI MetaI Vapor日凶onAnalysis for Determination ofαpper and Man伊nesein Biological 
Materials and Water. 
K Ohta， H. Uegomori， S. ~α玖T.M位凹0: Talanω，mpress. 

(4) Determination of Rhodium in Waters by Mg-W ω 日倒rodepositionand日甜othermalAtomic 
Abso市ionSp<沼田Ime町・
S.Kar猷:0，J. Ogawa， S.ltoh， K Ohta， T. Mizuno : Talanta， 46， 139-143 (1卯8).
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1.研究機関・研究室名

岐阜大学工学部応用精密化学科精密機能化学講座(3)

2.所在地および連絡先

住所:〒501・1193岐車市柳戸 1・1

Web Site(ホームページ): http://apchem.gifu-u.ac担/kinou/miwa.html

3. 研究室構成 (1998.12.1)

Tel(058) Fax E-mail 

教授 一輪 智夫 293-2799 293・2799 tmiwa@apchem.gifu-u.ac.jp 

助教授 竹内 豊英 293-2806 293-2806 takeuchi@apchem.gifu-u.ac.jp 

助 手 金 継業 293-2812 j in@apchem.gifu-u.ac.j 

大学院生 後期課程 3名

学部学生 7名

4.現在の主な研究内容

-超微小電極および電気化学センサーの開発

.超音波照射下における電気化学反応の解析

.クロマトグラフィーの高性能化

5.主な所有機器

.電気化学ワークステーション

.液体クロマトグラフ

.ガスク回マトグラフ

前期課程

6. 最近の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"'5件)

5名

(1) Observation of noise generation induced in ultrasonic cavitation with ultramicroelectrode. 

J-Y. Jin， T. Hayashi， T. Miwa : Chem. Lett.， 1998，539・540.

(2) Bile acids as stationary phase in liquid chromatography. 

T. Takeuchi， J. Chu， T. Miwa : Chromatographia， 47，183-188 (1998). 

(3) Ion chromatography using anion exchangers modified with heparin. 

主 Takeuchi，Safl瓜T.Miwa，Y. Hashimoto， Y. Moriyama : Anal凶 is，26， 61・64(1998). 

(4) Ion chromatography of anions on stationary phases modified with chondroitin sulfate. 

T. Takeuchi， Saf瓜工 Miwa: J. Chromatogr.. A， 789， 201・206(1997). 

(5) Selective and sensetive measurement of nitric oxide using chemically modified ultra-

microelectrodes with electropolymerized films of metal tetraaminophthalocyanines. 

J-Y. Jin， T. Miwa， L. Mao， H. Tu， L. Jin : Talanta， 47， (1998) in press. 

- 63-



1.研究榔司・研究室名

岐車大学・教育学部理科教育(化学)

2.所在地および連絡先

住所:〒501・1193岐阜市柳戸1番地の1

Wぬsite(ホームページ): http:h川柳W・平he瓜 nagoya-u.acJp/o池山indは .html

3.研究室構成員

Tel(058) 

教授 石野二三枝 293-2252 

学部学生 4名

4.現在の主な研究内容

-環境水中の微量物質の濃縮分離

.学校教育に用いる化学教材の開発

5.主な所有機5
・原子吸光分剤使計

.液体クロマトグラフ

研究生

6.最丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"'5件)

(1)陰イオン界面活性剤の簡易分析とその教材への応用.

石野二三枝、篠田憲明:化学と教育， 4仰1)，5邸-591(1998). 

名

(勾鉄 (ill)ーマグネシウム混合水酸化物によるペンタクロロフェノールの共協繍.

石野二三枝:日本化学会誌， 35-38 (1995). 

(め無機塩の水溶液を展開溶媒に用いる合成着倒ヰの簡易ろ紙クロマトグラフィー.

石野二三枝、小林ー憧:化学と教育， 42(5)，356-359 (1994). 
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1.研究機関・研究室名

岐車耕大学鎚薬学年ヰ薬品分析化学講座

2.所在地および連絡先

住所:干502-8585岐車市三田洞東5*1

Website(ホームページ): h即:IJ川ww.gi白-pu.ac.jp

一一一一一一一一一一一一ーー
3.研究室構成員(1998.10.1)

Tel(058) Fax 

教授 後藤 Iι志 237-3931 237-5979 

助教授 宇野文二 237-3931 237・5979

助手 江坂幸宏 237・3931 237・5979

助手 奥村典子 237-3931 お7・5979

大朝完生 後期課程 名

学剖洋生 8名

4.現在の主な研究内容

-生体関連物質の機岩野士析法の開発

.キャピラリー電気泳動の理論と応用

-分子化学的アプローチによる有機電気化学

5.主な所有機E
.電気化学分析装置

・キャピラリー電気泳聾湛置

.高速液体クロマトグラフ

E-mail 

got併説負l-PU.acJp

即時抱泊l-PU.ac.jp

郎北a@崩負l-PU.ac.jp

norik例弘前叩u.acJp

前期課程 5名

研究生 名

6.高丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"'5件)

(1) Non-Aqueous Capillary Zone目配甑>phor，回:isUsing Polyethylene Gly∞lasaMa凶xAgent.

Y.EsねKYoshimura， M. Goto， K Kano : 1. Chrorr叫 'ogr.A， 822，107-115 (1998). 

(2) Molecular Scienti:fic Aproach in B倒∞rg組 icαlemIS句・

B. Uno， N. Okumura : Recent Res. DeveL in Pure &AppLαem， 2， 83-99 (1998). 

。)SodiumDod町 lS叫fate.抗 F捌却MixedMicellar日帥ok:ineticαlfomaω伊 phyfor S叩arationof 
Hy企ophobic仁出ons:勾pli伺 tionωAdrenaline組 dltsPrea江田rs.
y. Esaka， K 11叩試みB.Uno，M. Goto，K Kano :AnaL Chem.， 69，1332-1338(1労η.

(のOn-line目配紅∞hemicalDet叫 onof Carbohydrat白白upl吋 wl血血ePeri吋ate臼 i也tion.
M. TorInlura， K Kano， T. Ikeda， M. Goto， T. U油 :J.αr抑制:ogr.A， 790， 1-8 (1997). 

(勾銅電極を用いる電気化学検出キャピラリー電気泳動による糖類及びその関連物質の迅速高
感度分析法の開発.
後藤E志、田中一哉、江坂幸宏、宇野文二:分析化学，46，95-1∞(1卯乃.
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1.研究機関・研究室名

朝日大学・歯学部・化学教室

朝日大学・経営学部・化学教室

2.所在地および連絡先

住所:〒501心296岐車県本巣郡稿欄]穂積1851

3.研究室構成員(1998.12.1)

Tel(058) F砿

歯学部 助教授鶴房新日 329-1268 329-1268 

講師中島清人 329-1267 329-1267 

経営学部 教授大野典子 329-1324 329・1324

一一一一一一一一一一一一

4.現在の主な研究内容

E-mail 

回l!Ubou@de凶.出油i-u.ac.jp

n北akiyo@Xlent.出油i-u.ac.jp

no加o@aliα.部油i-u.acJp

-大環状化合物のマスキング効果を用いる金属イオンの選択民抽出分脅般の研究

.化学感覚の受容機構に関する事院

-生体関連物質，医薬品の高感度定量法の開発

-フローインジェクション分析法による高感商丑速定量法の開発

5.主な所有機器

・原子吸光/フレーム分グ白色度計

.分光蛍治巴度計

・可視紫外分治巴度計

・フローインジェクション分布?装置

.イオンクロマトグラフ

6.最近の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3 ....... 5件)

(1)αJal1titative Separation of Alkaline Earths Using Diazapolyoxabicyclic Ii.伊 1也 asIon-size Selective 
MaskingR回gents.
S. Tsuru加U，T.臼saki，S. Umetani， M. Matsui :AnaL Sci.， 13， 127・130(1労乃.

(2)白押lほ Fonnationof Lanthanide Ions with Sulfonated Ouwn幽 ersinAqu白山田，lution.
T.Sぉaki，S.U印刷，M.Ma阻止S.Ts町ubou，T. Kimura， Z Y<田hida: BulLαem.S<.氾収1.， 71，373・
377(199め.

。)Inα回民泊Inositol1，4，5・T出phosphateLevels of the Fungifonn Papilla in RI田ponseto Saccharin and 
Bitter Substanc白血Miα.
KN球部hima，Y. Ninoouya :αι助 'sioLBux，加 n，8，224-230 (1998). 

(4)医薬品及と姓体関連物質の選択的フローインジエクション分析システムの開発.
大野典子，酒井忠雄 :分析化学， 47 (11)， 795-806 (1998). 

(5) 2・(5・ニトロ・2・ピリジルアゾ)-5-(lふフロピル.-N-スルホフロピルアミノ)フエノールを用いる血
清中の鉄，銅，亜鉛の分別吸yfjt度定量.
大野典子，酒井宏雄 :分析化学， 46 (12)， 937・942(1卯η.
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1. 研究機調・研究室名

岐車県保健環境研究所・健廟宇閣当、保健訴学学部生活粋鞘~環境科学部

2.所在地および連絡先

住折:干5∞-8226 岐阜市野一色14-6-3

Wぬ si低 :h即:/'川明W.∞m瓜 pref.掛 lJpth回lth/

3.研究室構成員(1998.10.1)

所長

健闘牛判担当

保健評ヰ学部長

生活粋学部長

環境科学部長

部長研究員

専門研究員

技師

Tel(058) Fax 

飯沼宗和 ~1101 ~1104 

今井準三

所~男
中屋謙一

加藤 邦夫

2名 主任専門研究員

4名 主任技師

2名

4.現在の主な研究内容

E-mail 

iinuma@heal血.rd.pref.gi釦Jp

imai@heal血.rd.pref.掛I.jp
ωkorc唯現leal位l.rd.pref.gifu.jp

nakay.ぽQ?health.I札戸f.gi血~p

b似Q?health.rd.pref.gifu.jp
18名

3名

-堆積発酵時の悪臭発生状況の托握と脱臭防止技術の開発研究

.イチゴの工場的生産システムの開発研院

-多子{贋リサイクルセラミックスの開発

-農産物中の残留農薬の迅速分析方法の開発

5.主な所有機5
.誘導結合プラズマ野扮析装置。α岨 S)

.誘導結合プラズマ質野士析装置。α-MS)

.ガスクロマトグラフ質量分析装貰GC-MS)

-高速液体クロマトグラフ(カーパメイト農薬用)

.ガスクロマトグラフ

.イオンクロマトグラフ

6.筋丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等)

(1) Detennination of the 8・MethylEther of Xanthurenic Acid in Human Serum by High予:rforrn組 問

Iiquid Ouomatography wi白日uorl自民neDe阪対on.

1. hnai， 1. Yosida， Y. S制:1. Chromatogr. B，679， 204-加7(19的.

(2)雨水中アルデヒド類の飴l綴導体化フローインジエクション分析.

西川治光，長津秀紀酒井忠雄:分析化学~ 47， 2ぉ-231(1朔:).

。)大気暴露した青銅板の腐食

形見武男，西川治光高原勝巴:大気環境学会話、 31(4)，1相・157(19均.

(4)トリクロロエチレンガス又はテトラエチレンガスの分解除去方法.特公平6-59386.

- 67-



1.研究機関・研究室名

福井大学工学部・生物化学工学制環勝士析化斜計究室

2.所在地および連絡先

住所:〒910-8507 福井市文京3丁目 9・1

Website(ホームページ): http://133.7.38.151Jb凶ISeki/index.h町並

3.研究室構成員(1998.10.1)

教授

助教授

技官

大学院生

学部洋生

永長幸雄

三浦潤一部

瀬戸六左衛門

後期課程

4.現在の主な研院内容

Tel(1仰の
27-8642 

27-8668 

27~9ω 

名

7名

F邸

27伺8747

27~747 

27~747 

E-mail 

na伊銅@幼，io.acbio.fi削・u.ac.jp

miura@帥，io.acbio.fi血ri-u.ac.jp

剥咲愈幼io.袖，io.fi氷山-u.acJp

前期課程 3名

-高速液体クロマトグラフィーによる金属イオンの高感度定量

.金属錯体の二相間分配と分離

-微少量固体物質の電気化勃情鋤

.界面活性剤の分析化判明IJ用

-有害有機塩素化合物の除去と化学出斑鯉

5.主な所有機E
.高速液体クロマトグラフ

-ガルパノ/ポテンショスタット

.イオンクロマトグラフ

-偏向ゼーマン原子吸a度計

6.蔵丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等:3"""5件)

(1) sal出g-outEx回ctionTechnique for Pr，自国国.entin the uquidαromato伊 phicDetennination of 

ω(ll)， Al冊，FI補助nadMn(町inBiological品目1ples.

Y. Nagaosa， K Sakata : Talanta， 46， 647~54 (1998). 

(2) Solvent Extraction of Rare Me凶 wl血Bis(2仙 ylhexyl)phosp刷 cAcid.
Y Nagaosa， Y Binghua : Presenius J AI叫 Chem.，357， 635-641 (1卯η.

。)Detennination of vi組 adiwn， Coba1t， Nickel and Iron in Bromo阿 oxidasesfrom Ps，仰の附附put幼
組 d白 rallIlUlpilulifera by High Penormance liquidαuoma伯graphywi出 S戸ctrophotome出c
Det伺 ion.
J.Miura， N.ltoh:Jμq.αrom &ReL Tecluω，1.，却，2367・2376(1卯η.

(のぬl凶町田町，日制。nMiαmαlPY釦 dX刊 y日倒ronPr批Microana1ysisat the Elα::trl叫e-Aqu∞ 凶

日岡rolyteInte由民 ofSolid Miαoαys匂血ne臼 ifl1plex回Mはカ泊伺llyA出.ched旬。出00

日α:trod田.

AM.Bo叫YNagao泊 :JAmG初見批.， 115，9556-9562 (1993). 
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1.研究機関・研究室名

福井大学・工学部材料化特ヰ環境化学講座

2.所在地および連絡先

住所:〒910-8507福井市文京3-9-1

3.研究室構成員(1998.10.1)

呉行正

橋谷茂男

前期課程

4.現在の主な研究内容

TelC肝 7的

27-8610 

27-8487 

3名

F阻

27-8767 

27-8767 

E-m泊1

d鮒脱7@iqx:OO.iq>e.Il血ri-u.ac.jp

hashiya@iqx:OO.iq>e.fukui-u.acJp 

学部洋生 5名

・畳気楼現象(ビーム偏向おを利用する新規化学計測法の開発と応用

.キャピラリー電鋤く動分析法とクロマトグラフィーによる分勝漸

-化学発7fj士析

-光、放射線による有機物の分解

5.主な所有機号

・光偏向測定装置

-各種クロマトグラフ

-キャピラリー電気泳動装置

. Xe. Hgランプ、小型レーザー

6.鼠丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特前等;3'"'"'5件)

(1) Non∞ntact and Noninvsive Mo凶to血gofG出Diffi回onfromAqu回 国ωAproticSolvent Using 

句回IB伺 mDeflection Me血od.

x -Z. Wu， T. Mo出awa，K Utiyama， T. Hobo :よPhys.G加凡B，101，152か1523(1卯乃.

(勾光開始化学発光系の時間分解化学発光測定.

呉行正中山敬内山一美保母樹子:日本化学会話変化学と工業化笥，12，899・切1(1卯乃.

(3) 加On-line日叫ophoretic白 nαn刷∞Me血odforCap出町四回rophores芯ofProteins. 

χ-z Wu， A Hosaka， T. Hobo :AnaL Chem.， 70， 2081・却84(1明栂:).

(4)微小電極近傍で=の濃度勾配によるビーム偏向信号の測定.

呉行正，山口守，永長幸雄:分析化学， 47，381・385(1朔).
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1.研究機関・研究室名

福井大学教育学部理科教育化学教室分析化学研究室

2.所在地および連絡先

住所:〒910-8507 福井市文京3-9・1

3.研究室構成員(1998.12.18)

Tel(0776) Fax E-mail 

助教授 中田隆二 27-8689 27-8524 n北ata@edu01.f~u.fi血ù-u.acJp

学部学生 2名

4.現在の主な研究内容

-前処理や検出に電気化学反応を利用したフロー分析法の開発

.金属アミノ酸錯体の溶液化学における立体選択性

-金属アミノ酸錯体の分析化学的応用

5.主な所有機器

・原子吸う匂ナ析装置

.液体クロマトグラフ

.船巴度計

・ボルタンメトリー測定用装置

6.最近の研究活動

(1)回neticsand Thennodyn組問oftheRa田mizationof Tris(lrvalinato )chronuum伺 ω岬，lex回

in N，N-DimethylfonnallUde. 

R. Nakata， M. Y:釦0，y.仁>Chi，N. Ha'加山， H. Oki : Bull. Chem.批'.Jpn.， 69(5)， 1261・1加

(1996). 

(勾 HomogeneousSolvent Extraction/Solid・liquidse戸rationMethod of Some Metal-chelate 

白 mpousi也usingCaffeine. 

Y.11北agi，M.O比四，R.N北ata:AnaL Sci.， 12(5)， 789-792 (199の.

。)Extensive白 mbinationofα剛山gSeωofSulfuric Acid組 dVarious Solven低

K Isa， K Wa凶めe，H. Kataoka， K四国，R N御悩:よ Mω's取 'ctrol凡批:.Jpn.，判。， 197・

209(1蜘).
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1.研究機関・研究室名

福井県立大学・生物資源学部・生物資源学科

同大学院・生物資源学研究科・生物資源学専攻(応用生化学研究室)

2.所在地および連絡先

住所:〒910・1195福井県吉田郡松岡町兼定島4-1-1

Tel: 0776-61-6∞o Fax:0776・61・6015

Web Site(ホームページ):http://www .bio.fpu.ac.jp/bio/sendalabo.html 

3. 研究室構成員(1998.10.1)

内線 E-mail 

教授 千田貢 3308 senda@fpu.ac.jp 

教授 小田順一 3320 oda@fpu.ac.jp 

教授 山口整穀 3318 yamaguchi@fpu.ac.jp 

講師 日比隆雄 3314 hibi@fpu.ac.jp 
講師 片野肇 3304 h司ime@fpu.ac.jp

大学院生 後期課程 1名 前期課程 4名

学部学生 10名

4.現在の主な研究内容

・液液および液膜界面におけるイオン・電子移動反応の研究.基礎と応用.

・液液界面分配反応の電気化学的研究.基礎と応用.

・酵素分析法の基礎と応用.バイオセンサー.

・酵素蛋白質の構造と機能.

5.主な所有機器

.界面分光用第二次高調波(SHG)測定装置

.電子スピン共鳴装置(ESR)

6.最近の研究活動

(1) Voltammetric study of the partition of amines between water and組 organicsolvent. 
Y. Kubota， H. Katano， K. Maeda， M. Senda: Electrochim. Acta， 44(1)，109・116(1998). 

(2) Potential sweep voltammetry of ion-transfer liquid/liquid interface with preceding 

chemical reaction. 

H. Katano， M. Senda : Bull. Chem. Soc. Jpn.， 71(10)， 2359・2363(1998). 

(3) Stripping voltammetry of mercury(II) and lead(II) ions at liquid/liquid interface. 

H. Katano， M. Senda : Anal. Sci.， 14(1)， 63-65 (1998). 

(4) Crystal structure of asparagine synthetase revaels a close evolutionary relationship to class 11 
aminoacyl-tRNA synthetase. 

T. Nakatsu， H. Kato， J. Oda : Nature Structural Biology， 5(1)， 15・19(1998). 

(5) アンベロメトリー型 Na+および K+イオン選択性電極の電流一電位特性とその高濃

度領域定量分析への応用.

山田正之，片野肇，千田貢:分析化学， 47(12)， 919・927(1998). 
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1.研究機関・研究室名

福井工業大学・応用理化学科分析化斜冴究室

2.所在地および連絡先

住所:〒901.0028福井市学園3-&1
Website(ホームページ): http://川明w.fukui-ut.acJp

3.研究室構成員(1998.12.1)

教授 河合逸朗

大朝混生 前期課程 1名

学剖洋生 4名

4.現在の主な研究内容

-硫化熱分解ガスクロマトグラフィーに関する研究

-飴巴ラベルイヒ剤を用いるキャピラリー電気泳動分析に関する研究

5.主な所有機器

・原子吸光分7t7t度斗

.分治巴度計(uv)

・勝士析装置。G・DTA・DSq
.ガスクロマトグラフ

6.最丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"'5件)

(1)α 用蛍光ラベル化剤 5'-(4-ピリジル)-2-(5，2'-ビチエニjレ)カlνVレデヒドとその 4級塩を用

いるアミンのラベル化について.

中島理一部、中川雅仁、塚越一彦、河合逸朗:日本分析化学会第47年会， (1甥).

(2)蛍光ラベル化剤 5'ー{4-(1-メチjレ)ピリジニオ-2-(5，2'-ビチエコレ)カjレパルデヒド=ヨージド

を用いる第一アミンのα分析.

中島理一郎、中川雅仁、塚越一彦、河合逸朗:第59回分析化特揃会， (1朔).

(功蛍光ラベル化斉U5'-(4-ピリジル)-2-(5，2'-ビチエニル)カルパルデヒドを用いる第一ジアミンの

α分析.

河合逸朗、川合靖幸、中島理一部、市川宏明、中川雅仁、塚越一彦、:日本化学会第 74春

期年会， (1998). 

(伶の蛍光ラベjルMレ凶イ化ヒ倒宵剤j同5'ι，乙.件(

CE分析.

中島理一郎、中川雅仁、塚越一彦、河合逸朗:1労7槻紛析東京討論会， (1997). 

(勾反応ガスクロマトグラフィーの研究N (有機窒素化合物分析). 

河合逸朗:福井工業大学研実現巴要， 1朔 (23)，209引 4.
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1.研究機関・研究室

福井工業高等専門学校・物質工学科 化学情報工学研究室

2.所在地および連絡先

住所:〒916・8507鯖江市下司町

Web site(ホームページ): http://bigjohn.ce.fukui-nct.ac.jp/ 

3. 研究室構成員(1998.10.1)

Tel (0778) Fax E-mail 

教授

専攻科生

吉村忠与志 62-8292 62・3415 tadayosi@fukui-nct.ac.jp 

本科学生 4年 3名 5年 4名

4.現在の主な研究内容

-嘆覚と味覚のメカニカルセンシング技術の開発

.ダイオキシン類等の検出法の開発

-化学ソフトウェアの開発と流通

5.主な所有機器

・ガスクロマトグラフ質量分析装置(GC/MS)

.大気環境モニタリングシステム

-複合イオン電極によるマルチチャンネル計測システム

6.最近の研究活動 (論文・著書・学会発表・特許等;3'"5件)

(1) Malodorous Air Measurement in the Atmosphere by Using the Air Monitoring System. 

Y. Aoyama， T. Yoshimura， A. Yamada: Denki Kagaku， 66(6)， 641・647(1998). 

(2) Development of Plural Ion-selective Electrodes System for a Taste Recognition of Tasty 

Condiments. 

T. Yoshimura， A. Yoshida， Y. Aoyama : Denki Kagaku， 64(12)，1244-1253 (1996). 

(3) Development and the Use of Chemistry Teaching Video Materials by Intemet Browser. 

N. Ashida， Y. Aoyama， T. Yoshimura， B. T. Newbold : J. Chem. Software， 4(2)， 51-56 

(1998). 

(4)初・中等教育を踏まえた化学系における情報教育のあり方と実践.

吉村忠与志、青山義弘:高専教育，21，167・174(1998). 

(5)化学のための計測制御入門.

吉村忠与志、青山義弘:日本フィルコン (1997).
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1.研究機関・研究室名

福井工業高等専門学校・物質工学科分析化学研究室

2.所在地および連絡先

住新:〒916-8507福井県鯖江市下司町

Wぬsite(ホームページ): http://川明w.fuk:ui-nd.acJp/

3.研究室構成員(1998.10.1)
TelC切78) Fax E-mail 

助教授 小泉貞之 62-8285 62・3415 ko包山国@治水ui引d.acJp

専攻科学生 1名

卒業研究生 4名

4.現在の主な研究内容

-吸着平衡を利用した自然浄化に対する新しい評価法の開発

.生体試料中の微量栄養元素の簡易測定法

-配位不飽和有機金属化合物を用いたイオンの選択的分析法

5.主な所有機器

.誘導結合プラズマあ扮析装置

.ゼーマン原子吸光分析装置

-元素分析装置

・イオンクロマトグラフ

・マイクロウェーブ湿式分解装置

-ガスクロマトグラフ

-全有機性炭素測定装置

.凍結融蟻置

・超高速遠心分離機

6.筋丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"'5件)

(1) 1主 回ofthe白 n白 ntrationsof Triphenyltin Ouoride and Anion Exchanger on the Anion Selec対vityof 

a Plasticized PVC Membrane日ぽ泡ooe.

S.Ko包山由，T. Imato， N. Ishibashi : Fresenius' 1. AnaL C加11.，357，37-43(1卯η.

(み Bi-IonicMernbrane Potential a，α側 ali中idAnion-Exchange Membrane∞n凶ningTriphenyltin 

。lOride.
S.Ko回.uni，T. Imato， N. Ishibashi : 1. MenめIraneSci.，日2，149-158(1997).

(3) Separatiaon Behavior of Anions on ODS M吋耐wi血Phthal，切組問ωalt伺 ω叫<lex.

EvaMecsl<!ω久S.Koizumi， T. S北加e，K11法制hi，T.lmato泊 以S礼 13，195・198(1卯乃.

(のヒ卜血清中のセレンとモリブデンの簡易担l淀とその応用.

東畑宏，今村満，小泉貞之斎藤正一，日下幸則，長沢澄雄，清水瑠美子，糸川嘉貝IJ:

第9回福井高専共同研究発表会予稿集，13・18(1998). 
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1.研究榔司・研究室名

財団法人北陸公衆衛生研究所

2.所在地および連絡先

住所:〒91~ 福井市光陽4丁目 11-22 σel : fJ776-22"{尚99)

E-mail ; hk06卯@lilac.悶 LneJp

3.組織図C1998.4.1)

監事
総務音s ~鱗企画課
業務部 E 業務第一課

」業務第二課

理事会 | 所長 日新長一一十一試験研郷

(理事長:山本清澄 I (角昭菊 (塩谷勝却

評議委員会

4.現在の主な業務内容

-環弘司量証明事業(水質・大気・廃棄物・底質・土壌・植物等)

・環境アセスメント(アセスメント、生態・生物調査等)

-作業環境測定事業

.水道・井戸水等検査事業

.食品・医薬品検査事業

.臨床検査事業

・簡易専用水道・浄化槽水質検査事業

5.主な所有機器

.誘導結合プラズマ弟扮析装置。α岨 S)

.誘導結合プラスマ質量分析装置。α-MS)

.野Itx線分析装置・ X線回折装置

-高速液体クロマトグラフ質量分析計

.x線マイクロアナライザー付走査型電子顕微鏡

-ガスクロマトグラフ質量分析装置(パージトラップ・ヘッドスペース付)

6. 筋丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特討等 ;3~5 件)

(1) ICP-AESおよび原子吸光法による環境試料中の各種金属元素の定量法に関する検討.
佐々オ祥子、石田真弓、末日忠義、角昭美:日本分析化学会平成7年度講演要旨集 (1妨)• 

(2) マイクロウェーブ加熱分納α弟巴分析法による環境試料中の各種金属元素の定量法に
関する検討.

末口忠義、佐々オ祥子、石田真弓、角昭美:日本分析化学会平成8年度講演要旨集(1996).

(3) 1σ-MSによる水猷く中の金属分析の実際.
安栗由嘉里、角昭美:日本薬剤師五学術大会平成8年度講演要旨集c1蝋). 
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1.研究機関・研究室名

金沢大学・理学部化学科物質分析講座

2.所在地および連絡先

住新:〒見か1192 金沢市角間町

Webs託e(ホームページ): http://nature.s.kanazawa-u.ac.jp/chemistry!bunseki.h田温

3.研究室構成員(1998.10.1)

Tel(07の F也 E-mail 

教授 本浄高治 お4-5694 264-6(削 ho吋喝kenrok:u.kanazawa-u.acJp

助教授 松本 健 お4-5693 264-5742 matumoto@同cheibmふkanazawa-u.ac.jp

助手 平山直紀 お4-5692 264-5742 hirayama@回cheibm.s.k加azawa-u.ac.jp

大朝混生 後期課程 2名 前期課程 6名

学割洋生 6名

4.現在の主な研究内容

・溶媒抽出法による水中の微量元素の魁行錯体としての分自紛析

.指標植物による環境における重金属汚染と浄化の状態分析

-難溶性試料の泊野士解法

5.主な所有機5
.誘導結合プラズマ弟扮析装置。α岨 S)

.原子吸光分析装置(AAS)

・イオンクロマトグラフ(1C)

6.最近の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"'5件)

(1)Pream印 刷tionand De低nnm油onofTra白血nountsof Lead(町出Thenoyl位ifluoroaαωneωmplex

wl血目benzo-18・Crown-6by Synergistic盈回ctionand Atomic Absorption Spectrome句.

KZ.H鰯血1，T.Ho吋o:Fresen凶 'J.AnaLG加凡，361(1)，451454 (1998). 

(2) Ion-Pair Ex位制onSystem for血eMutua1 se戸rationof Lanth組制 UsingDiva1ent QuadrideD1凶

schiff Bases. 

N.回rayama， 1. Takeuchi， T. Ho吋0，K Ku加no，H. Kok:usen : AnaL G加凡， 69(お，)， 481糾 818

(1卯η.

。)溶媒抽出ークラウンエーテル

本浄高治:ぶんせき，1997(2)， 127・136.

(の重金属と指標植物一自然の回復一.

本浄高治:環境保全，1997(1勾，25-35.

(勾研敵水素アンモニウム融解による難溶性酸化セリウム小うの出野士解と分析への応用.

松本能~tJlI真由美分析化学，47(8)， 491495 (1998). 
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1.研究機関・研究室名

金沢大学工学部物質化学工学桝分析・環境化学研究室

2.所在地および連絡先

住所:干見0-8“7 金沢市小立野2-40-20

Website(ホームページ): http://araim.ch.t.k:anazawa-u.ac.jp/ 

一一一一一一一一一一一

3.研究室構成員(1998.10. 1) 

Tel(076) Fax 

教 授 上田 一正 234-4791 234-48∞ 
助教授 宗林 由樹 234-4792 234-4800 

技 P邑~ 新井 美和子 234-4793 幻4-4800

大学平完生 後期課程 1名

前期課程 9名

学部学生 8名

4.現在の主な研究内容

-環境並びに生体関連成分の分離分析に関する研究

.微量元素の水圏地球化学の研究

-特異な立体構造をもっ有機配位子の研究

-精密分離用吸着剤、生分解性材料などの開発

5.主な所有機器

-誘導結合フ。ラズ、マ発光分析装置(1'σ.組 s)
.偏光ゼ、ーマン原子吸光光度計

・キャヒ。ラリー電気泳動装置

-イオンクロマトグ、ラフ

-紫外可視分光光度計

6.最近の研究活動

E-m泊l

kueda@.kanazawa-u.ac.jp 

sohrin@kenroku.kanazawa-u.acJp 

arai@ t.kanazawa-u.ac.jp 

(1) Simultaneous Detennination of Cyanide and Th恥:yanatein Bl叫 bylonαlfomato伊 phywith 

F1uoresαn∞and Ultraviolet Detection. 

K Ueda，S.α出1北a，N.T北ayama，Y. Michl伊凶 :J.Chromaωtgr.B， 713，353・359(1998). 

(2) Detennination of岡田 elementsin seawatぽ byf1uorinated metal alkoxide gl出 5・imn帥副zed8・

hydroxyquinoline∞ncentration and hlgh-resolution inductively∞upled pl出 mam邸 S戸ctrome句

detection. 

Y.So加担，S. Iwamoto， S. Akiy加la，T. Fujita， et aL泊 zaLChim. Acω，3ω，11・19(1卯8).

(3) Dissolved niobium and tantalum in the North Pacific. 

Y.So面白，Y. Fujishlma， K Ueda， S. Akiyama， et aL : 白op付~.R，ι~Lett.， 25， 999-1∞2(19兜).
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1.研究機関・研究室名

金沢大学薬学部・薬学科衛生分析化学講座衛生化学研究室

2.所在地および連絡先

住所:〒920-0934 石川県金沢市宝町 13・1

Web site (ホームページ): http://dbs.p.kanazawa-u.ac.jp/indexY.htnu 

3.研究室構成員C1998.1O.1)

Tel (076) F位 E-mail 

教授 早川和一 234-4413 234-4456 hayakawa@dbs.p.kanazawa-u.ac.jp 

助教授 木津良一 234-4457 234-4456 kizu@dbs.p.kan砥 awa-u.ac.jp

助手 安藤京子 234-4458 234-4456 組 d噌 dbsμanazawa-u.ac.jp

大学院生前期課程 4名

学部学生 4名

4.現在の主な研究内容

-多環芳香族炭化水素およびニトロ多環芳香族炭化水素の排出・大気内動態・分解・

遺伝子毒性に関する研究

-環境低負荷型ディーゼルエンジンの開発研究

.内分泌撹乱物質に関する研究

-乱用薬物の超高感度分析法に関する研究

5.主な所有機器

・高速液体クロマトグラフ/質量分析計 (LC/MS/MS)

・ガスクロマトグラフ/質量分析計(GC/MS)

.イオンクロマトグラフ

-高速液体クロマトグラフ

.原子吸光光度計

6.最近の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3""'5件)

(1) Nitroareneωncentrations and Direct-Acting Mutagenicity of Diesel Exhaust Particulates 

Fractionated by S出ca-GelColumnαlfomatography. 

K. Hayakawa， A. Nak創nura，N. Terai， R. Kizu， K. Ando: Che肌 Pharm.Bull.， 45(11)， 1820・

1822 (1997). 

(勾旧民/Cherniluminescenece Detection of Methamphetamine and Amphetamine in Black and 

White Hair Samples. 

N. Takayama， S. Tanaka， R.阻zu，K. Hayakawa :机よ Toxicol.Environ. Health， 44(2)，116-

121 (1998). 

(3)日owInjection Analysis of C-Fuel Oil-Contarninated Samples Based on Fluores印附

Detection of Polycyclic Aromatic Hydr∞arbons. 

K.Hayakawa， A. Uωurni， R.阻zu，K. Ando : Anal. Sci.，仰)，845-847 (1998). 

(4)日本海重油流出事故.

木津良一， 安藤京子， 早川和一:衛生化学，44(5)，321司333(1998). 
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1.研究機関・研究室名

金沢大学・薬学部衛生分析化学講座薬品分析学研究室

2.所在地および連絡先

住所:干句。羽34金沢市宝町13・1

Website(ホームページ): http://dbs.p.kanazawa-u.ac.jpfもunse凶 ndex.html

3.研究室構成員(1998.10.1)

教授

助手

助手

大学院生

学部洋生

島田和武

三田村邦子

東達也

後期課程

4.現在の主な研究内容

Tel(1σ76) E鉱

お44459 234-4459 

お4-4461 234-4459 

23444ω 234-4459 

1名

5名

・ビタミンD代謝物分析法の開発

-脳内ステロイドホルモン分析法の開発

5.主な所有機器

. GC/MS 
• HPLC 
• GC 

-齢匂対抗度計

-紫外可視分w;7t度計

E-mail 

shima血@Jbs.p.k組問.wa~江acJp

mi凶 nura刷 bs.p.kanazawa-u.ac.jp

M伊shl@湖沼.p担nazawa-u.ac.jp

前期課程 3名

研究生 名

6.晶丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"'5件)

(1) Studi，回 onneurosteroids VIII. Detennination of pregnenolone叩 dits 3・st回rate泊 ratbrains using 
high-perfonnance liq凶dchromatogr叩hy-a匝losphericpr郎町echemical ionization massヰ期加me町.
K Shimada， Y M時ai:ょαromatogr.B， 714(2)， 153・1ω(1998).

(均面町me品lked出mlUnosorbent悩 ayfor plasma 24，25-dihydro可vl凶ninD3・
工Hi伊shi， N. Kobay出hi，H. Oln凶， Y Hayashi， K Shimada : AnaLαimAc叫365(1・3)，151・158
(1998). 

。)回gh・performan印刷凶dchromato伊 phicse戸rationofvi凶ninD3 3・fa町制d回 .ersand their li中id
chrornatography/massヰ胤泡ome句・
K Mitamura， Y. Nambu， M. Tanaka， A Kawanishi，1. Kitahori， K Shirnada : 1. L匂.αromatogr.Relat 
TechnoL， in pr'回s.

(4) Levels of 24，25-dihyroxyvitamin D3， 25・hydro可vi凶国nD3 and 25・hydro可vi凶凶nD33・sulphate泊

human plasma. 
T. Higashi， K Mitamura， H. Oln凶， N. Yarnada， K Shirnada， K Tanaka， H. Honjo : Ann. Clin. 
Biochem， in press. 

(5) S旬di回 on ne町出teroi也 vn. Olaracterization of pregnenolone，包 sulfate 組 d
dehydroepiandrosterone in rat brains using liquid chrornato伊 phy/mass可制rome句・
K Shirnada， Y， Mukai， K， Y静:よ均.αromaω<gr.R似 E吻 oL，21(6)， 765押 5(1998).
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1.研究機関 .lif院室名

金沢大学教育学部・理科教育講座上田研究室

2.所在地および連絡先

住所:〒見か1192金沢市角間町

3.研究室構成員(1998.10.1)

Tel(076) Fax E-mail 

上田穣一 264-5507 2.344112 jueda(争d.k佃azawa-u.a吋p

自然梓研矧ヰ

教育学研究科

4.現在の主な研究内容

後期課程 1名

修士課程 3名

3名

-共沈法を併用した水中微量金属の濃縮定量法の開発

.微量成分分析のための発色五擦の開発

-身近な環境主桝の簡易分析法の開発

5.主な所有機器

.原子吸治巴度計

・飴悦度計

-紫外可勝対抗度計

.約ナ析装置

・イオンクロマトグラフ

6.鼠丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3""5件)

(1) Detennination of αromiwn側担dα1TO凶聞か'l)by Graphite-Furna田AtomicAbso刺on

S戸drome句 a食er仁bprl悶pitationwi血HafniwnHy命oxide.

1. Ueda， H. Sato， S. Ka.伊ya:A1ωLSci.， l3(め，613'{)17(1労乃.

(2)白 precipitationof 羽 田 MetalIons wi血ScandiwnHydroxide for白aphiteFwnace Atomic 

Absorption S戸羽rome町.

1. Ueda， T. Min阻止Chem.Leム1997(η，681.Q82.

(3) Detennination of Lead(町 by日岡田由ermalAtomization Atomic Abso刷onS戸伽me句 after

白 precipi凶 on明白Galliwn向 Phosphate.

S.Ka伊ya，1. Ueda : Buιαem. Soc.Jp凡，70(6)，1379-1383(1卯η.
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1.研究機関・研究室名

金沢工業大学・工学部・物質応用工学等ヰ環境有機材料研究室

2.所在地および連絡先

住所:干921-8501石川県石川郡野々市町扇が丘7・1

TelC仰の，294る703 F:邸(仰の，294-6704

Website(ホームページ): http://川ww2.蜘個別・it.ac.jplkoubW1Shi

3.研究室構成員(1998.10.1)

教授 小川俊夫

助教授 大津敏

講師(高専)原 孝美

一

岬

邸

邸

側

E-mail 

O伊wat⑫le卯me.kanazawa.弘ac.jp

osawa@n叩Itune.kanazawa-it.acJp

hara@r剛lIDe.k組azawa-it.ac.jp

大制民生

学部学生

後期課程 1名

15名

前期課程 12名

4.現在の主な研究内容

・超高分子量ポリエチレン鰍佐の表面処理

-ポリオレフィンフィルムの表面史鯉と接着性改良

-漆膜の保存安定性および各種プラスチックの耐久性に関する研究

.生分解性フ。ラスチックの微生物による分解性評価と用途開発

5.主な所有機器

.x線光電刊士析装置侭SCA)

.走査型電子顕微鎖SEM)

・ガスクロマト/質量分析装置(GClMS)

.熱分析装置ρSC，1MA，TGA)

-粘弾性測定装置

・赤外分7f:jt度前顕微鏡付き)

.α】Dカメラ(制偽

・射出成形機

6.鼠丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3 ........ 5件)

(1)団側Sof Flmctional Groups組 dSurf蹴 Roughn郎 onInterracial Sh阻 S蜘 併1in ul回 high
Mol配叫arWeight Polyethylene Fiber/Polyethylene System. 
T. Ogawa， H. M叫cai，S. Osawa : 1. AppL Polym Sci.， in press. 

(2)コロナ放電処理したポリエチレンシートと各種フィルムとの付朝生.
小)11俊夫、小林正登、大津敏、大薮又茂:日本接着学会誌，34，298 (1998). 

(3) ught Stab出tyof Oriental La句uerFilms Irradiated by a Fluor，由民ntLamp.
T. Ogawa， K Arai， S. Osawa : J. EnvironmentaL PO抑 Degr，仰伽，6， 59 (1998). 

(4) The A卯licati∞ofM耐 p1eRegression AI凶y血 ω血eI切戸町-s凶伽e・Relationshipon Forgoing 
of Isotactic Polypropylene. 
S.仇 awa，H.M由 LT. Ogawa， R. S. Porter : 1.物，LPo，抑止i.耐，1297(1朔).

(勾ポリイミド製プリント基板の高温高湿度下における耐久性.
小川俊夫、倉谷篤、対宰敏、井上浩:マテリアルライフ，10，邸(1998).
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1.研究機関・研究室名

北陸先端科学校術大朝涜大学・材料科学研究科機能化学専攻生体機古田オ料講座

2.所在地および連絡先

住所:干犯3-1292石川県能鶏F辰口町旭台1・1

Website(ホームページ): h句:h川柳川aist.ac.jp/ms/lめ百/凶凶ya/

一一一一一一

3.研究室構成員(1998.12.1)

τel(0761) F拡 E-mail 

教授 民谷栄一 51・16ω 51-1665 凶世ya@jaist.ac.jp

助教授 横山憲二 51-1661 51-1665 yokoy組 m@j邸t.ac.jp

助手 阪口利文 51-1“2 51-1665 回kaguti@jaist.ac.jp

助手 村上裕二 51-1“3 51-1665 河i@jaist.ac.jp

助手 森田資隆 51-1“7 51・1“5 tamori@jaist.ac.jp 

大学院生 後期課程 7名 前期課程 17名

共同研究員など 9名

一一一一一一一一ー一一一ー

4.現在の主な研究内容

-新規バイオセンサーおよびバイオセンシングシステムの開発と特性評価

.極限環境微生物と由来酵素の単離と特性

-酵素の人工的改変

.物理/化学/生物ストレスか事組物に与える影響の評価

5.主な所有機器

・各種生物用顕微鎖倒OAM，AFM，紫外正立・倒立、実体など)

・高感度画像取得装置(共焦点， iαコD，冷却αD，~伊s など)
・各種合成器などρNNpeptidesyn血，Pα，90L fennent町蒸着)

・各種分析装置(GC，HPLC，イオンクロマト，自動EC，MS， SPR， DNNprotein田q.)

6. 筋丘の研究活動 G論文・総説・学会発表・特許等 ;3~5 件)

(1) Genetic回 nsfonnationof Trich部poronα1凶leumIFD 104“， wi血 aplasmid， pAN 7・1勧 m
団組側O凶白ngi.T.S北aguchiet a1. : B必'te，ぬ10LLe弘，(1998) in pr'郎.

(2) purifi伺 .tionand characterlzation of a ∞，ld-active protea民金om戸yc恥凶ophicSerratia m沼田scens

AP3801. Y. Morita et a1. : 1. AmαlChem.批 .74(11)，1377・1383(1卯η.

(3) Sim叫凶切凶 Topographic組 dFluorescen回 hnagingof Recombinant Bacteria1 Ce11sωntaining a 

Gr回nFl∞r目白ntProtein Gene以北.ectedbyaS伺 rmingN回 r-Field(刷叫/AωmicForceMiαm∞'pe，

E. Tamiya et a1. : AnaL G加 n.，69，36タ7-3701(1卯乃&白，verphoto.

(のCyclicVol凶 nme凶cSim叫ationfor四回限:he出回llyMediated En勾meR，回ction釦 dDeterrnination 
ofEn勾me.K Yokoyama et a1.泊叫 C加 n.，70， 3368・3376(1998). 

(5) An organic pollution担問rb鋭 donsurfaαphotovoltage.

Y.Mur北加山ta1. : Sensors andActua加'rsB， (1998)血pr郎，
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1.研究機関・研究室名

北陸大学・薬学部薬学科薬品分析学教室

2.所在地および連絡先

住所:〒児0・1181 金沢市金川町ホ3

Website(ホームページ): http://川明w.hokuriku-u.ac.jp/y出 Jg:止l.IIb凶1Sekilbun民 ki.htm

一一一一一一一一一一
3.研究室構成員(1998.12.1)

教授 藤井洋一

講師 ーノ木進

助手 池田ゆかり

助手 堂野真由美

大学院生 後期課程

学部洋生

一一ーーーーーー一一一一一一一一一一一
4.現在の主な研究内容

Tel(1仰6)

229-o191 
229-o192 
229-1165 

229-1165 

名

19名

Fax 

2781 

2781 

2781 

2781 

E-mail 

y品du(掛okuriku・u.ac.jp

s-ich血oki@hokuriku-u.ac.jp
y-ikeda@hokuriku-u.acJp 

m-morita@hokuriku・u.ac.jp

前期課程 3名

研究生 名

-高速液体クロマトグラフィーによる微量金属の同時定量法の開発

・ジギタリス葉中のジゴキシンの高速液体クロマトグラフィーによる定量

.ジギトキシンのケイ光検出一高速液体クロマトグラフ法の開発

・強心配糖体のエンザイムイムノアッセイ

5.主な所有機5
・誘導結合プラズマ発地士析装置。α岨 S)

.蛍光分7t7e度計

・高速液体クロマトグラフ

.ガスクロマトグラフ

6.最近の研究活動(論文)

(1)逆相高速液体クロマトグラフィーの溶荷織成分としての脂肪族アルコール類.

ーノ木進，小)11恵美，樫原まゆみ，石崎淳子，山崎満:分析化学，47(勾， 591・598(1朔)・

(2)プレカラムキレート化/オンラインカラム濃縮/自動高速液体クロマトグラフィーによる

ウシ肝臓中のppmレベルの重金属の同時定量.

ーノ木進，山崎満，大村美由紀，永井里佳:分析化学:，45(9)， 837制 4(1鍬9・
(3) Quantitative Detern血ationof Cardiac Glycosid白血DigitalislanaωLeaves by Reversed刊紙百由1・

Layerαlfomatography. 

Y. lkeda， Y. F可u，M. Umemura， T. Hatakeyama， M. Morita， M. Yamazak:i : J. Chromatogr. A， 746， 

255-2ω(1996). 

(4)団側YSpecific Anti-Digoxin Antiserum from Imrnunization with Digoxin 3'-Hemisu伺 nate-Bo由e

Serum Albumin白 nju伊te.

Y.F可U，Y.lke也，M.Y:組協aki:G恥 αem.， 40， 172-173 (1994). 
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1.研究機関・研究室名

富山大学工学部・物質生命システム工特ヰ応用化学環境分子化学講座

2.所在地および連絡先

住新 :T9却-8555 富山市五福31兜

一 一 一 一 一 一一一

3.研究室構成員(1998.10.1)

Tel(1σ764) F阻

教授 長谷川淳 45-o邸4 45-o703 
助教授 神原貴樹 45.{i965 45.{i703 

助手 加賀谷重浩 45司6969 45.{i703 

教務職員 篠田 操 45-6決話 45る703

大学院生 後期課程 2名

学剖洋生 7名

4.現在の主な研究内容

-大気粒子表面の環境汚染物質の複合即忘

-無機・有機半導体を用いる環境汚染物質の光触媒分解

.新規機能性高分子の合成とその機能性評価

E-mail 

h蹴伊.wa@eng.toy佃 lll-u.ac.jp

kanbara⑩:ng.toy叩 lll-U.acJp

b伊Yぽgeng.toy加国-u.ac.jp

前期課程 7名

研究生 1名

-凝集沈殿ー原子吸光分析法を用いる無機元素の微量分析

5.主な所有機5
.ガスクロマトグラフー質量分析計

.高速液体クロマトグラフ

. Ff-赤外分う悦度計と齢扮う悦度計

-ガスクロマトグラフ

-イオンクロマトグラフ

6.筋丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"'5件)

(1)Pho回コatalyzedDe伊dationof Agr吋lemi伺1sin Ti02 Aquω凶 Su恥 nsions.

K Hasegawa， T. K叩 bara，S. Ka伊ya: Denki Ksglぬん6貨の，625.{i34 (1998). 

(2)蜘判onofAJ岡田phericPhenol by v組0凶 TreeSpeci回 andTheir Tolerance to Phenol. 

T. Kondo， K Hasegawa : ToxicoL Enviro凡 αenz.，血p民SS.

。)Preparation of Photlω凶戸ica1lyActive Polyamine and Polyamideωn凶ningAai也1II1eGroup白血e

M血1cltain by Pa1ladium-ca凶戸edPoly∞ndensation.

T. Kanbara， T. hnayasu， K Ha毘伊lwa:αemLett.， 1998， 7'ゆ 710.

(の Photω凶yzedDegra釧 onof Metal-EDTAωmp1exes血百O2 A，中旬凶 S凶 pensions組 d

Simultaneous Metal Remova1. 

S. Kagaya， K Hasegawa :αeml瓜 ，1m，155-156. 
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1.研究機関・研究室名

富山大学・理学部・生物圏環期中学科・環境化学計測講座

2.所在地および連絡先

住所:干9却-8555 富山市五幅3190

Website(ホームペー玲:http:!.川ww.toyama-u.ac.jp/indexJP.h凶

一一一一一一一一一一一ーー

3.研究室構成員(1998.12.1)
Tel(1仰64) F位

教授 田口 茂 45~話“ 45~9 

助教授 笠原一世 45-6669 45幽6549
助手 波多宣子 45-o670 45~9 

大学院生 後期課程 1名
学部洋生 8名

4.現在の主な研究内容

-環境水中の微量成分の濃縮/定量に関する研究

E-mail 

taguchl⑬Cl.ωyama-u判 p

M泊 hara⑬ ci.旬y組 制.acJp

norik叫砂羽.旬'yama-u.ac.jp
前期課程 2名

研究生 1名

-高選択性分離・濃縮のための異相関(液/液，固/液)分配挙動に関する研究

.排水の処理法の開発

5.主な所有槻5
・誘導結合プラズマ弟防析装置。α岨 S)

・偏光ゼーマン原子吸う'fJt度計(Zeem卸F1ameAAS and Zeeman GFAAS) 

.マルチチャンネル検出器付高速液体クロマトグラフ

6.最近の研究活動(論文・総説・学会発表・特許など)

(1)溶媒不溶性及び可溶性膜を用いる陰イオン界面活性剤共存下での水中の陽イオン界面

活性剤の分離と吸7tYt度定量.

田口 茂，安田裕恵，和田千賀子，孫恵峰，笠原一世:分析化学， 47(12)， 1035-1例0(1998).

(2)キサンツレン酸結合型シリカゲルの合成とその環境水中の微量金属の前濃縮f定量への応用.

笠原一世，寺島元基，向山智子，田口 茂:分析化学， 47(12)， l(Xj1-1067 (1朔).

(3) 田 岡ofaromatic solvents dissolved in祖 aqu印国ph出eonion-p泊rsolid-ph出ee班制ion.
S. Taguchi， T. Goki， H. Kaz邸hi，I.K出油ara: Analyst， 122 (11)，1319・1322(1卯η.

(4) Dis出butionof an ion p誼 ontoαH叫慨derivativ，回∞mprisinga nitro group. 

S.Ta伊 chi，YYo悠u，I.Ka刻lara:.A1ωL Sci.， 13(4)， 505・507(1卯η.

σ) Membrane solubilization with te回 methylarnmoniumhydroxide for the preco悶 ntrationand 

electrotherma1 atomic absorption spectrome回cdetermination of岡田amountsof arsenic加water.

N. Hata， H. Yamada， 1. K出油ara，S.11唱uchi: Analyst， in pr'邸 s.
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1.研究機関・研究室名

富山大学・教育学部・理科教育講座

2.所在地および連絡先

住所:〒930-8555 富山市五幅31卯

Website: 

3.研究室構成員(1998.12.1)
E-mail 

教授原

大学院生

Tel&F:砿 (0764)

稔 45-o296 mhara@油 .toyama-u.ac.jp

名

学剖洋生 3名

4.現在の主な研究内容

-ボルタンメトリーにおけるウルトラマイクロ電極の研究

.安価な理科実験装置の開発

-環境教育における生徒実験の開発

5.主な所有機5
・ポーラログラフ

.分~度計

・イオンクロマトグラフ

6.鼠丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許など)

(1)∞Dの簡易測定法の開発.

上田晃嗣，原 稔:化学と教育，46 (10)， 656-659 (1998). 

(2)自然界の水質浄化システムを学ぶための簡易実験法の開発.

上田晃嗣，原 稔:化学と教育，印刷中.

。)マッシュルームを使ったバイオセンサーに関する研究.

平田幸代，原 稔:日本理科教育学会北陸支部大会講演要旨集， p.35(1998). 

(4)理科の計測実験におけるシングルチップコンビュータの利用.

原 稔:日本理科教育学会北陸支部大会講演要旨集， p.お(1998).
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1.研究機関・研究室名

富山医科薬訴状学・薬学部臨床分析学講座分析化学研究室

2.所在地および連絡先

住所:干9見。194富山市杉谷2630番地

Website(ホームペー均:http:!.川明:toy釦 m叫 u.ac.jp/p由，licl加 achem/home-J.htm1
(工事中)

削

岬

肌

‘

肌

a'z

出

向

山

引

叫

出

向

即

隈

ι
町

出

向

繍

F砿

34-ヌ)63

34ーヨ)63

34-ヌ)63

34-ヌ)63

Tel(0764) 

34-2281内2615

34-2281内2618

34-2281内2617

34-2281内2618
名

6名

3.研究室構成員(1998.10.1)

谷村たけ徳

中込和哉

中野琢

定金豊

後期課程

教授

助教授

助手

助手

大学院生

学剖洋生

4.現在の主な研究内容

-液液向流多段分別抽出法の開発と装置の試作

-液体クロマトグラフィーによる光執す掌体の分離

.生体成分中に潜在する新規な機能性ペプチドの検索

.ヘム蛋白酵素の反刷備のモデルによる研究

-水性ポリマ一二相系による DNA、問Aの分離

5.主な所有機器

・高速液体クロマトグラフ、各種

・液液向流多段分別抽出装置、各種

・動物細胞培養装置

6.筋丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"'5件)

(1) Acein-1， a Novel Angiotensin-I-ωnverting Er町四eInhibitory Peptide Isolated from Tryptic 
Hydrolysate ofHwnan Plasma. 
K Nakagomi， A FI可imura，H.日isu，T.S北ai，YSa血kane，N. Fujii， T. Tanimura : FEBS LetL， 438， 
255・257(1998).

(2)植物成分からのマスト細胞脱耕茸叩制物質

中込和哉:花粉症研究会報 9，9・15(1998). 

。)液固分別抽出装置の試作.

欄村祐樹、大野由香、中込和哉、谷村たけ徳、椛沢洋三 :0伽 matogr.， 19(2)， %-97 (1朔:).

(4) 向読診段分別抽出装置の試作と D，L-イソロイシンの連貯の商ドの適用.

樹村祐樹、大野由香、中込和哉、併すたけ徳、椛沢洋三 :0伽'tna必~， 19(4)，374-3万(1998).
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1.研究機関・研究室名

富山工業高等専門学校・環境材料工学科

2.所在地および連絡先

住所:干939-8630 富山市本郷町 13番地

Web site (ホームページ): http://www.toyama-nct.ac.jp/personal/chohji!mdex.h回 l

3.研究室構成員 (1998.10.1)

教授

専攻科生

Tel (0764) F:砿

丁 子哲 治 93-5478 92・3859

l名

4.現在の主な研究内容

E-mail 

chohji@toyama-nct.ac.jp 

-環日本海域における大気汚染物質の長距離輸送の観測と解析

-東アジアにおけるフッ素，ヒ素による地下水汚染のエコマテリアルを用いた

浄化法の開発

-めっきプロセスのゼロエミッション化

5.主な所有機器

.イオンクロマトグラフ

-フレームレス原子吸光光度計

.紫外/可視分う'D'e度計

-ガスクロマトグラフ

6.最近の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等 :3.........5件)

(1) Oxidation Treatment of Phosphinic Acid in Electroless Plating Wastewater。

T.αo同i，M. Tabata， S. Yano， 1. Aizawa :丹rxeedingsof 6th L4WQ ASUl-Pacific Reg必'nal

Conference， 2， 1233-1240 (199η. 

(2) Kinetic Assessment of Trl回国entSystem of F1uoride 合omGround Water in China from the 

Viewpoint of E∞technology. 

tαlohji， N.11叩 g，M. Yoneda， N. Ouyang， H. Quan :丹οαedingsof 6th L4WQ ASUl-Pacific 

Regional Conference， 2，1“7・16乃(1卯η.

(3) C02 Recovery企omF1ue Gas by an E∞technologi回 1(Environmentally Friendly) System. 

tαlohji， M. Tabata， E.回rai: Energy， 22 (2(3)， 151・159(1卯η.

(4)韓国で観測された黄砂粒子中の水溶性化学成分.

丁子哲治，李敏照，辛燦基，金光振，平井英二:エアロゾル研究，2(3)， 22【ト227(1卯η.

(5) Statistical Study on Long-Term Variations in River Water Quality from the Viewpoint of 

Acidification by Acidic Precipitation. 

T. Chohji， M. Tabata :丹vceedingsof Internaω叩 1Congressφ4cid Snow and Rain 199ス
369-374 (1997). 
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1.研究榔司・研究室名

富山県工業技都北ンター 中央研究所応用技符課

2.所在地および連絡先

住所:〒939羽 81 富山県高岡市二上町150

1EL fJ7氏ト21-2121 FAX fJ7氏ト21・2402

Website(ホームペ一内 :h句:h川柳w.ite.pref.toyamaJp

3. 研究室構成員

課長

副主幹研究員

副主幹研究員

主任研究員

主任研究員

研究員

研究員

4.現在の主な研究内容

尾 間忠 則

高野元主主

窪 田三 郎

丸 躍英 雄

水野渡

佐伯和光

射すめぐみ

-高分子アクチュエータの開発

.廃塩化ビニル利用技術の開発

E-mail 

oma@itc.伊f.toyama.jp
takano@itc伊 f.旬，yama.JP

qubota-s@itc.pref.伯y釦la.jp

kuy咲Q)itc.p陀f.ωy祖国.jp

mizuno@itc.pref.加y組 乱Jp

saeki@itc.pref.的yama.jp
m泊 nura@itc.pref.toy組1a.jp

-金属材料の微生物腐食のメカニズム解明と防止技術の開発

.海水氷の製造研究

・ポリアセタール射出成形品の複合化

.臭い吸収材料の開発

.生分解性ブpラスチックを用いた水処理技術の開発

5.主な所有機長

・赤外分矧乙度計

-飴'tx線分析装置

.プラズマ野扮析装置。α岨 S)

.原子吸アヴ乙度計

-イオンクロマトグラフ

-金属中炭素・踊綻量装置

.炭水窒素自動分析装置

・ガスクロマトグラフ質量分析計(GCMS)

6.筋丘の研究活動(論文・総説・学会発表・特許等;3"'5件)

(l)Mo中hologyof Injection Mold吋 Polya，田ta1d町ingF出血g.

W. Mizuno， K. Tomari， H. Hamada， Z Maekawa : Intem Polymer Proc，郎防~g， voLX皿 3，277・沼3

(1998). 

(2)同時複合射出成形法を用いたサンドイツチ成形法によるボリアセタール複合成形品の構造

と物性.

水野渡、泊清隆、演田泰似:日本材料学会，47，(1998)印制中.

(3)金属抗菌剤を内添したウレタン塗膜アルミサッシの抗菌力と変退色.

窪田三郎、津井久子、竹内松芳、小伏脇史明:日本防菌防徴学会誌26，301-3fJ7 (1郷，).
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1.研究機関・研究室名

富山県環境科学センター

2.所在地及び連絡先

所在地:干939-0363 富山県射水郡小杉町中太閤山 17-1(fEL : 0766・56・2835)

Web site(ホームページ): http://www.nsknet.or.jp/toyama.ec/ 

3.研究室構成 (1998.12.1)

所長

次長

大気課長

水質課長

生活環境課長

野田理男

山崎行雄

宮本勲

(次長兼務)

贋田睦

研究員 20名

4.現在の主な研究

Tel 

(ex.220) 

やx.221)
(ex.2お)

(ex.22の
(ex.22η 

.樹木による大気浄化作用に関する研究

. COD簡易分析法の実用性に関する研究

E-mail 

ec.direc@nsknet.or.jp 

ec.deputy@nsknet.or.jp 

taiki @nsknet瓜.jp

suishitsu @nsknet.o吋p

seikatsu @nsknet.or.jp 

-産業廃棄物最終処分場(管理型)の安定化に関する研究

5.主な所有機器

.ガスクロマトグラフ質量分析計

.高速液体クロマトグラフ

• ICP質量分析計

-イオンクロマトグラフ

6.最近の研究活動

(1)環境因子による金属腐食への影響.

鳥山成ー:第 38回大気環境学会年会つくば市 (1997及24).

(勾事業場排水におけるトリハロメタン生成能の測定方法及び生成因子.

藤平蔵芳光:第24環境保全・公害防止研究発表会那覇市 (1997.11.20).

(3)観葉植物のホルムアルデヒド吸収能力の比較.

近藤隆之、神保高之、奥村秀一、大西勝典:第24環境保全・公害防止研究発表会

那覇市 (1997.11.20).

(4)落葉樹のフェノール吸収速度.

近藤隆之:第 12回全公研協議会東海・近畿・北陸支部研究会 大津市 (1997.10.26).

σ)排水処理装置と排水処理方法<1997ユ27 特許第 2613586号). 
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5. 中部支部維持会員・特別会員会員一覧

[維持会員](17社)

会員名 郵便番号 住所，電話番号， Fax番号

1 東栄興産附 933-0002 高岡市吉久1・1-1

米田実 Tel: 0766-23-5613 Fax: 0766-28-2636 
2 YKK附黒部事業所 938-0005 黒部市吉田200

松尾洋治 Tel: 0765-54-8400 . Fax: 0765-54-8408 

3 キッセイ薬品工業側 399・8304 長野県穂高町柏原4365・1

神津邦雄 Tel: 0263・82-8820 Fax: 0263-82-8826 

4 旭化成工業側基盤技術センター 416・0934 富士市鮫島2・1

丹信全 Tel: 0545-62-3041 Fax: 0545・62-3039

5 浜松ホトニクス附 434-0041 浜北市平口5000リサーチパーク

外村喜久雄 Tel: 053-586-7111 
6 日機装闘 421-0404 静岡県榛原郡榛原町静谷498-1

成岡勲、 Tel: 0548-22-5889 Fax: 0548-22-5857 

7 伊藤製作所 417胸0801 富士市大淵3516-2

伊藤慶夫 Tel: 0545-36-0330 Fax: 0545-36-0332 

8 日本特殊陶業側 485-0011 小牧市大字岩崎2808

松尾康史 Tel: 0568-76-5953 Fax: 0568-76-1295 

9 愛知製鋼附 476-0003 東海市荒尾町ワノ害iJ1

大橋正昭 Tel: 052-603-9245 Fax: 052-603-1862 

10 トヨタ自動車岡 471-0826 豊田市トヨタ町1

石原さなえ Tel: 0565-28-2121 Fax: 0565-28-5744 

11 大同特殊鋼側 457-0811 名古屋市南区大同町2・30

伊藤清孝 Tel: 052-611-9433 Fax: 052-611-9447 

12 マルヤス工業開 444-0908 岡崎市橋目町北山1

森島義明 Tel: 0564-31-2121 Fax: 0564-31-1409 

13 東亜合成附名古屋総合研究所 455・0027 名古屋市港区船見町1・1

中村靖一 Tel: 052-611-9936 Fax: 052-611-1693 

14 トピー工業附豊橋製造所 441-8074 豊橋市明海町1

松久晃 Tel: 0532-25-1111 Fax: 0532-25-4267 

15 住友軽金属工業側研究開発センター 455-0011 名古屋市港区千年3-1・12

木下 Tel: 052-651-2149 Fax: 052-651-8117 

16 豊田合成闘技術本部 492-8174 稲沢市北島町酉の町30

中根正一 Tel: 0587・34-3343 Fax: 0587-34-3289 

17 東ソー附四日市事業所 510-0011 四日市市霞1・8

岡勝義 Tel: 0593-64-1190 Fax: 0593-64-6945 
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[特別会員](112社)

会 員 名 郵便番号 住所，電話番号， Fax番号

1 富士薬品工業側 933-0951 高岡市長慶寺530

図書室 Tel: 0766-21-3456 Fax: 0766-23-9030 

2 第一薬品工業側 930-2201 富山市草島15-1

研究所 Tel: 0764-35-4897 Fax: 0764-35-4900 

3 日産化学工業側富山工場 939-2753 富山県婦負郡婦中町笹倉635

品質保証室 Tel: 0764-33・9619

4 金銅化学側 930-0912 富山市日俣3

総務課 Tel: 0764-23-3131 

5 燐化学工業側新湊工場 934-0035 新湊市新堀34

品質管理課 Tel: 0766-86-2511 Fax: 0766-86-1178 

6 中越合金鋳工附富山工場 930-0224 富山県立山町西芦原新1・1

品質保証部品質保証課 Tel: 0764-63-1211 Fax: 0764-62-9555 

7 ダ、イヤモンド、エンジニアリング、開 937-0068 魚津市本新751

松田剛 Tel: 0765-24-3521 Fax: 0765-24-3580 

8 富士化学工業側 930-0355 富山県上市町横法音寺55

原薬事業部第一技術担当 Tel: 0764-72-2323 Fax: 0764-72-2330 

9 大協薬品工業側 939-3521 富山市水橋畠等173・3

学術部 Tel: 0764-78-1122 Fax: 0764-79-1100 

10 北陸電力闘地域総合研究所 930-0817 富山市久方町2-54

技術研究担当(火力・環境) Tel: 0764-41-4151 Fax: 0764-33-7893 

11 富山化学工業側綜合研究所 939-1118 富山市下奥井2-4・1

研究管理部管理課宮原小百合 Tel: 0764-31-8259 Fax: 0764-31-8208 

12 藤沢薬品工業開高岡工場 939-1118 高岡市戸出栄町30

GMP担当 Tel: 0766-63・1220 Fax: 0766-63・5299

13 太平洋ランダム附岩瀬工場 939・8374 富山市岩瀬赤田町1

検査課松岡肇 Tel: 0764-38-1217 Fax: 0764-37-7099 

14 アースコンサノレ附 939-0351 富山県射水郡小杉町戸破8・17

西井淳 Tel: 0766-56-1180 Fax: 0766-56-8811 

15 辰巳化学側 921-8182 金沢市一馬3-345

学術部 Tel: 0762-47-1231 Fax: 0762-47-1329 

16 (財)北陸保健衛生研究所 920-0806 金沢市神宮寺2・20・3石川県薬業ピル6F

検査部 Tel: 0762-51-1238 Fax: 0762-51・1058

17 側金沢村田製作所 920-2101 石川県石川郡鶴来町曽谷町チ18

管理部事務課林琴未 Tel: 07619-3-1151 Fax: 07619-3-2153 

18 日華化学側 910-0017 福井市文京4-23・1

研究管理部 Tel: 0776-24-0213 Fax: 0776-27-7065 

19 日信化学工業側 915-0802 武生市北府2-17-33

総務課 Tel: 0778-22δ100 Fax:0778・24・0657

20 信越化学工業側武生工場 915-0802 武生市北府2・1-5

Tel: 0778-24-3141 Fax: 0778-24-1192 

21 日本原子力発電側敦賀発電所 914-0842 敦賀市明神町1

技術課 Tel: 0770-26・1111 Fax: 0770-26-1111 

22 八洲化学工業側研究所 381-0006 長野市富竹173

Tel: 0262-96-2097 Fax: 0262-96-2037 

23 セイコーエフ。ソン附 392-0001 諏訪市大和3-3・5

文書課図書資料室 Tel: 0266-52-3131 Fax: 0266-53-4844 
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24 新光電機工業側 380-0921 長野市栗田711
開発統軸部プロセス開発部分析室奥村由美子 Tel: 026-226-1145 Fax: 026-228-2289 

25 (社)農林水産航空協会384 384-0000 小諸市山浦4857・1
農林航空技術センター Tel: 0267-23-0162 Fax:0267・23-6580

26 ゴ‘ールドパック側 390-0833 松本市双葉12・63
品質管理部角田義弘 Tel: 0263-28-2215 Fax: 0263-28-7550 

27 神岡工業附 506・1114 岐阜県神岡町鹿間1・1
環境分析室志多浩司 Tel: 0578-2-2216 Fax: 0578-2・5139

28 晃栄産業側 509-0207 可児市今渡1952
Tel: 0574-62-3823 Fax: 0574-62-3857 

29 イビ、デ、ンエンジニアリング鮒 503-0917 大垣市神田町2-1
環境技術部 Tel: 0584-74-9344 Fax: 0584-74-9344 

30 附富士電化環境センター 431・0431 湖西市鷲津600・2
Tel: 05357-6・1713 Fax: 05357-6-2118 

31 静岡ガス附総合研究所 422-8ω5 静岡市池田28
Tel: 0542-86-4828 Fax: 0542-83-7621 

32 日本軽金属附清水工場 424-0901 清水市ニ保4025・1
技術部榎 貴志 Tel: 0543-34-2213 Fax: 0543-35-9649 

33 一井デュポンフロロケミカル 424-0901 清水市二保3600
清水工場技術課 Tel: 0543-34-2233 

34 日本軽金属附グループ技術センター 421-3203 静岡県蒲原町蒲原I・M・1
技術情報室図書係 Tel: 0543-85-5195 Fax: 0543-88-2108 

35 ポリプラスチックス(株) 416-0945 富士市宮島973
研究開発本部池永征夫 Tel: 0545-64-7315 Fax: 0545-64-4826 

36 東海電化工業開 417・0841 富士市富士岡580
吉原工場 Tel: 0545-34-1030 

37 クミアイ化学工業側化学研究所 424-0053 清水市渋川100
総務課若林 Tel: 0543-45司.3163 Fax: 0543-46-3284 

38 富士写真フィルム附富士宮研究所 418-0044 富士宮市大中里200
技資室 Tel: 0544-26-7610 Fax: 0544-26-7690 

39 特殊製紙附総合技術研究所 411-0945 静岡県長泉町本宿501
Tel: 0559・88・1141 Fax: 0559-88-1149 

40 協和発酵工業側医薬研究所 411-0943 静岡県長泉町下土狩1188
図書室 Tel: 0559-86・7600 Fax: 0559-86-7430 

41 開巴川製紙所技術研究所 421-0126 静岡市用宗巴町3・1
図書室 Tel: 054-257-3132 Fax: 054-257-1800 

42 キャタラー工業側 437-1412 静岡県大東町千浜7800
品質管理部 Tel: 0537-72-3131 Fax: 0537-72-2829 

43 日本軽金属附浦原製造所 421-3203 静岡県浦原町浦原161
分析センター Tel: 0543-88-3119 Fax: 0543-88-2162 

44 (社)日本食品衛生協会食品衛生研究所 425・0076 焼津市小屋敷22・6
第一化学試験部長二宮隆博 Tel: 054-626-4171 Fax: 054-626-4176 

45 側資生堂掛川工場 436・0047 掛川市長谷1・120
技術部OAG Tel: 0537-24-1137 Fax: 0537-24-5506 

46 清水製薬附 424-0911 清水市宮加ニ649-1
薬事室 Tel: 0543・35-9950 Fax: 0543-35-4858 

47 東芝硝子閥解析センター 421-0302 静岡県榛原郡吉田町川尻3583-5
Tel: 0548-32-1212 Fax: 0548・32-9602

48 科研製薬附静岡工場 426・0054 藤枝市源助301
Tel: 054-635-2290 Fax: 054-635-6924 
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49 附ケイ・アイ研究所 437-1213 静岡県福田町塩新田408・1
研究管理室 Tel: 053-858-0141 Fax: 053 -858-1564 

50 興和側富士研究所 417-0845 富士市大野新田332・1
Tel: 0545-33-1716 Fax0545-32・0397

51 和信化学工業側 424-0037 清水市袖師町1460
技術部 Tel: 0543-65-3111 Fax: 0543-66-5994 

52 中部瓦斯附浜松製造所 435-0044 浜松市西塚町186
総括管理担当 Tel: 053-461-3598 

53 ミネベア附開発技術センター 437-1102 静岡県浅羽町浅名1743・1
解析・応用技術グループ裏暢子 Tel: 0538-23-7001 Fax: 0538-23-7040 

54 矢崎電線側沼津製作所技術部 410-0022 沼津市大岡2771
技術部原敏明 Tel: 0559-24-2231 Fax: 0559-21-5467 

55 キャノン附材料フ。ロセス開発センター 410-1102 裾野市深良4202
材料第一開発部材料14開発室 Tel: 0559-65-2111 Fax: 0559-65-2228 

56 ジボ、ダ、ン・ルール側袋井工場 437-0061 袋井市久能3056
高畑慎一 Tel: 0538-44-1301 Fax:0538・44-1304

57 コーニングジャパン側テクニカルセンター 437-1302 静岡県大須賀町大洲12117
図書室北原めぐみ Tel: 0537-48・5717 Fax: 0537-48・5368

58 遠州ファインケミカル附 437-1213 静岡県福田町塩新田582
製造技術課久保正昭 Tel: 0538・58・1∞1 Fax: 0538-58-0680 

59 側分子バイオホトニクス研究所 434-0041 浜北市平口5000
研究企画室川合貴子 Tel: 053-584-0250 Fax: 053-584-0260 

60 共和レザー附 434-0000 浜松市東町1876
品質保証部渋谷徳行 Tel: 053-425-9601 Fax: 053-425-6993 

61 側ノリタケカンパニーリミテド 470-0224 愛知県一好町一好東山300
開発本部測定課神谷悟 Tel: 05613-4-4995 Fax05613-4-4997 

62 石塚硝子側研究所 466-0057 名古屋市昭和区高辻町11・15
Tel: 052-871-3311 

63 東邦ガス附総合技術研究所 476・0005 東海市新宝町507・2
基盤技術研究部分析センター Tel: 052-603-5311 Fax: 052-603-8671 

64 日本油脂附衣浦工場 470-2345 愛知県武豊町西門82
化成品研究所応用第5G Tel: 0569-72-1229 Fax: 0569-73-4678 

65 中部電力側 459-8001 名古屋市緑区大高町北関山20・1
電気利用技術研究所化学・防食グループ Tel: 052-621-6101 Fax: 052-623-5117 

66 ファイザー製薬閥中央研究所 470-2300 愛知県武豊町字5号地

研究情報室 Tel: 0569-72-2111 Fax: 0569-73-1064 
67 ニ井東圧化学側名古屋研究所 457-0801 名古屋市南区丹後通り2・1

研究管理室 Tel: 052-614-2151 Fax: 052-614-2193 
68 側東海理化電機製作所 480-0134 愛知県大口町豊田宇野田1

開発部材料技術開発室大野守彦 Tel: 0587-95-7042 Fax: 0587-95-6643 
69 興和側名古屋工場 462-0024 名古屋市北区鳩岡2・18・57

試験課福田時男 Tel: 052-981-8429 Fax: 052-914-1872 
70 日揮(株) 475-0021 半田市州の崎町2・110

RD本部衣浦研究所分析研究部古田昭男 Tel: 0569司 29司0511 Fax: 0569-29-1594 
71 日研化成附名古屋工場 478-0046 知多市北浜町24・12

品質課 Tel: 0562-55-1171 Fax: 0562-55・0856
72 側INAX基盤研究所 479・0848 常滑市港町3-77

分析センター今井茂雄 Tel: 0569-43-6112 Fax: 0569-43・5535

73 日本ガイシ附知多事業所 475-0000 半田市前潟町1
金属事業部生産技術室 Tel: 0569-23-5806 Fax:0569・23-5855
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74 側東海技術センター 465-0021 名古屋市名東区猪子石2・710

業務部 Tel: 052-771-5161 Fax:052・771-5164

75 岡田本点眼薬研究所 457-0039 名古屋市南区西桜町76

研究部高 村 美 穂 Tel: 052-822-5512 Fax: 052-824・9141
76 附名古屋環境分析センター 462-0017 名古屋市北区落合町267

後藤枝実 Tel: 052-901・2411 Fax: 052-901・8979

77 東亜環境サービス側 457-0049 名古屋市南区北内町1・22
業務部武藤鉱ー Tel: 052-822-9654 Fax: 052-824-8790 

78 附アラクス清洲工場 492-8176 稲沢市日下部花ノ木町1

研究開発部 Tel: 0587-32-4181 Fax: 0587-32・5999

79 日本ガイシ附エンジニアリング事業本部 475-0825 半田市前潟町1

環境装置事業部開発部試験課 Tel: 0569-23-5780 Fax: 0569-23旬 5767

80 日本ガイシ附研究所 467-0871 名古屋市瑞穂区須田町2-56

図書室 Tel: 052-872-7765 Fax: 052-872-7335 

81 敷島製パン(株) 461-0011 名古屋市東区白壁5・3

研究部近 藤 光 雄 Tel: 052-933-2141 Fax: 052-933-2178 

82 アスゲン製薬附 461-α)()1 名古屋市東区泉2-28・8

Tel: 052-931-1212 Fax: 052-931-1331 

83 共立窯業原料側 455-∞44 名古屋市港区築一町2-41

技術部化学分析課 Tel: 052-661-3186 Fax: 052-652-3346 

84 ニチパン附中央研究所 446-0075 安城市二本木新町3-1・10

Tel: 0566-76-1631 Fax: 0566-77-4070 

85 ホーユー附研究所 480-1131 愛知県愛知郡長久手町長歌字櫨木1・12

吉村克巳 Tel: 0561-62-0511 Fax: 0561-62-1777 

86 アイシン精機側 448-0032 刈谷市朝日町2・1

品質保証部QAセンター Tel: 0566-24-8471 Fax: 0566-24-8527 

87 アイシン化工附技術開発研究所 470・0451 愛知県藤岡町飯野字大川ヶ原1141-1

技術管理部 Tel: 0565-76-2311 Fax:0565-76-1555 

88 味の素側東海工場 510-0885 四日市市日永1730

総務係 Tel: 0593-46-0111 

89 側デンソー 448・0029 刈谷市昭和町1-1

材料技術部 Tel: 0566-25-7760 Fax:0566-25-4615 

90 昭和薬品化工附瀬戸工場 489-0977 瀬戸市坂上町411

品質管理課中島靖広 Tel: 0561-84-1211 Fax: 0561-84-9011 

91 側テクノ中部技研センター 459・8001 名古屋市緑区大高町北関山20・1

化学G 山崎澄 Tel: 052-622-3121 Fax: 052-622-3208 

92 側ジャパンエナジー知多製油所 478・0046 知多市北浜町25

生産管理部試験研究科 Tel: 0562-32-6244 Fax: 0562-33-6145 

93 東京ニッケル附松阪工場 515・0802 松阪市猟師町345-32

技術課分析係辻清一郎 Tel: 0598-51-1771 Fax: 0598-51-6423 

94 日本合成ゴム附研究所 510・0871 四日市市川尻町100

図書室 Tel: 0593-45-8055 Fax: 0593-45-8115 

95 側トウペ 519-1402 二重県阿山郡伊賀町大字柘植町2700

技術企画部 Tel: 05954-5-4131 Fax: 05954-5-4439 

96 側三和化学研究所 511・0406 二重県員弁郡北勢町塩崎363
総合研究ハ。ーク情報管理グ/トブ。 Tel: 0594-72-6221 Fax: 0594-82-0071 

97 協和油化附四日市工場 510-0000 四日市市大脇町2・3

品質管理室 Tel: 0593-31-5116 Fax: 0593-31-5954 

98 セントラル硝子側テクニカルセンター 515-0001 松阪市大口町1521・1

生産技術松阪分室 Tel: 0598-53-3143 Fax: 0598-51-3064 
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99 東邦石油側尾鷲工場 519-3600 尾鷲市矢浜

業務管理課 Tel: 05972-2-5607 Fax: 05972-2・7563

100 石原産業側 510-0842 四日市市石原町1

開発研究本部技術管理部 Tel: 0593-45-6132 Fax:0593・45・6161

101 昭和四日市石油附四日市製油所 510・0851 四日市市塩浜町1

技術部 Tel: 0593-46-2117 Fax: 0593-46-2117 

102 (財)二重県環境保全事業団 514-2300 二重県安芸郡河芸町大字上野3258

分析グループ Tel: 0592-45-7508 Fax: 0592-45-7516 

103 コスモ石油側四日市製油所 510・0000 四日市市大脇町1・1

品質管理課 Tel: 0593-53-4151 Fax: 0593-51-6307 

104 理研ビニル工業側一重工場 519-0132 亀山市菅内町522

分析センター Tel: 05958-2-4211 Fax: 05958-2-9212 

105 旭電化工業側二重工場 511-0251 三重県東員町山田

Tel: 0594-76-2330 

106 ニ菱瓦斯化学側四日市工場 510心000 四日市市日永東2-4・16

総務課図書室 Tel: 0593-45-1421 Fax: 0593-47・0799

107 大日本製薬附鈴鹿工場 513-0818 鈴鹿市安塚町1450

品質管理課 Tel: 0593-82-8959 Fax: 0593-82-4505 

108 附アクトリサーチ 510-0875 四日市市大治田3・3・17

事務部 Tel: 0593-46-7511 Fax: 0593-46-8934 

109 和光純薬工業側三重工場 510・1222 一重県菰野町大強原2613-2

Tel: 0593・93-4881

110 ニ菱化学側四日市総合研究所 510-0848 四日市市東邦町1

図書室 Tel: 0593-45-7116 Fax: 0593-45-7197 

111 住友電装闘鈴鹿研究所 513-0803 鈴鹿市一日市町字中の池1820
評価実験部材料分析Gr Tel: 0593・82-8709 Fax: 0593-82-8749 

112 (財)北陸公衆衛生研究所 910-0026 福井市光陽4・11-22

Tel: 0776-22-0699 Fax: 0766-22-2606 
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6.ラボラトリーガイド

本欄は、会員の研究開発，技術開発，工程管理や環境管理等を支援する目的で、分析機器メ

ーカー，民藁メーカー，依頼分析受託会社等にお願いして、業務内容，取扱品目や項目，担当

者に関する情報をまとめたものです.将来は中部支部ホームページにも掲載予定です.御協力

いただいた企業に感謝致します.

株式会社アクトリサーチ
(業務内容)依頼分析業務

環境分析(大気，水質，作業環境，ダイオキシン，環境ホルモン)，環境コンサルティ
ング(調査アセスメント，環境改善)，応用分析(各種材料および化学品の分析・評価)， 
開発研究の受託

〈本社)〒510・0875三重県四日市市大治田 3-3-17 (担当者:中北三雄)

Tel: 0593-46・7511，Fax: 0593-46・8934，E-mail: ACR0014@cc.m-kagaku.co.jp 

(中部地区担当)干510-0871四日市市川尻町 10∞
.営業担当者:佐藤泰彦

Tel : 0593-45-7622， Fax: 0593-45・7624，E-mail: ACROO26@cc.m-kagaku.co.jp 

・技術相談担当者:荒山 紀郎

Tel: 0593・45-7622，Fax: 0593・45・7624，E-mail: ACROO20@∞.m-kagaku.∞J 

アステック株式会社
(業務内容)分析機器メーカー

元素分析計，水分計，油分計，ナトリウム計，エパポレイト光散乱 HPLC検出器，化
学発光 HPLC検出器，熱分解装置，パルス核磁気共鳴装置，酸化安定度試験器，酸分解
装置，抽出装置，レーザー光散乱検出器，高速スキャン分光光度計

(本社)〒169-0075東京都新宿区高田馬場4-39-7高田馬場 21ビル(担当者:飯田 邦年)

Tel: 03・3366・0811，Fax: 03・3365・5577，E-mail: a邸st旬ech@po.s叩phe児er問e.ne鴎eι吋.j

〈中部地区担当) 同上

.営業担当者:飯田 邦年

Tel : 03-3366-0811， Fax: 03-3365・5577，E-mail: 

・技術相談担当者:石井康雄

Tel: 03・3366・0811，Fax: 03・3365・5577，E-mail: 
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エフ・アイ・エ一機器(株)
(業務内容)分析機器メーカー

フローインジェクション分析装置および周辺機器，ポータブルアナライザー，窒素酸化
物測定装置

(本社)〒114目 0003東京都北区豊島 6・15-9 (担当者:樋口慶郎)

Tel: 03-5902・7155，Fax: 03-5902・7155，E-mail: 

(中部地区担当) 同上

.営業担当者:樋口 慶郎

Tel: 03-5902・7155，Fax: 03-5902・7155，E-mail: 

.技術相談担当者:樋口 慶郎

Tel: 03・5902-7155，Fax: 03-5902-7155， E-mail: 

(財)化学晶検査協会

(業務内容)分析機器メーカー

GC用大口径オープンチューブカラム rG-カラムJ， HPLC用 rLカラムJ， HPLC用
蛋白質除去前処理カラム rL-1180J

(本社〉干131-0032東京都墨田区東向島 4-1・1化学品検査協会・業務部

(担当者:赤星竹男)

Tel : 03-3614-1101， Fax: 03・3614・1109，E-mail: akahoshi@citi.or.jp 

〈中部地区担当) 同上

.営業担当者:

Tel: Fax: E-mail : 

・技術相談担当者:

Tel: ‘ Fax: E-mail: 

関東化学株式会社
(業務内容)試薬メーカー

現在私達に与えられた最重要課題の環境問題に対し、弊社ではダイオキシン類分析用猷薬の販売を開始する

など環境・医薬分野における分析用試薬の供給で積極的な社会貢献を目指しております。総合試薬メーカー

として極微量分析用試薬バイオ研究用試薬・免疫研究用試薬・精密分析用試薬・クロマト用試薬，生化学用

試薬・特殊分析用試薬等の試薬に加え各種測定機器・装置も提供しています。

(本社〉干103・0023東京都中央区日本橋本町3・11-5(マルサンピM (担当者:平井 徳弘)

Tel: 03・3663-7631，Fax: 03・3667・8277，E-mail: hirai@gms.kanto.co.jp 

〈中部地区担当)干491-0922愛知県一宮市大和町妙興寺中之町4番

.営業担当者:梅田茂幸

Tel : 0586-24-1725， Fax: 0586・24-3038，E-mail: 

.技術相談担当者:保坂計一郎

Tel : 0586-24-1725， Fax: 0586-24-3038， E-mail: 
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鋼管計測(株) (NKKグループ企業)
(業務内容)依頼分析業務

材料の元素分析，状態分析，表面解析，微少部解析，物性試験，腐食試験，材料評価試
験，構造試験，数値解析，物理計測，環境分析，ダイオキシン・環境ホルモン分析，環
境アセスメント

(本社)干210・0855川崎市川崎区南渡町 1・1 (担当者:石橋耀一)

Tel: 044・355-7448，Fax: 044-355-7499， E-mail: yisibasi@kks.keihin.nkk.co.jp 
〈中部地区担当) 向上

.営業担当者:

Tel: Fax: 

.技術相談担当者:

Tel: . Fax: 

(株)コベルコ科研
(業務内容)依頼分析業務

E-mail : 

E-mail : 

成分分析，状態分析，組織評価，物理解析，物性，腐食・防食，材料強度，疲労強度，
構造解析，強度評価，環境測定・評価(水質・底質大気・悪臭・作業環境・騒音・振動)， 
化学プロセス，コンビューターシミュレーション

〈本社)〒651・0086神戸市中央区脇浜海岸通 1-5-1田Dピル 6F (担当者:野々村英造)

Tel: 078-272・5915，Fax: 078・265-3622，E-mail: nonomurae@kobe1cokaken.co.jp 

(中部地区担当)〒450・0002名古屋市中村区名駅4・7

.営業担当者:落水浩光

Tel: 052・581・8770， Fax: 052-562・1372，E-mail: ochimizuh@kobe1cokaken.co.jp 

.技術相談担当者:田代豊

Tel: 052・581・8770， Fax: 052・562・1372，E-mail: tashirog@kobe1cokaken.co.jp 

サヌキ工業株式会社
(業務内容)分析機器メーカー

全リン・全窒素・アンモニア・硝酸・亜硝酸等のフローインジェクション分析用装置，
HPLC用ポンプ，恒温槽，バルブ，データ処理用ソフト，オートサンプラー，その他パ
ーツ類

(本社)干205-0011東京都羽村市五ノ神 4-15・11シティープラザはむら 3F

(担当者:内山静子)

Tel: 042-555・1310，Fax: 042-554-9185， E-mail: JDX00604@nifty.ne.jp 

〈中部地区担当) 向上

.営業担当者:

Tel: Fax: E-mail: 

.技術相談担当者:

Tel: . Fax: E-mail : 
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サーモクエスト株式会社
(業務内容)分析機器メーカー

GC. LC， GC/MS/MS， LC/MS， LC/MS/MS， ICP-MS， ISOTOPE/MS， Ff/MS等の質量分析計を
中心とした分析機器メーカー

〈本社)干151・0061東京都渋谷区初台 2-5-8西新宿豊国ビル (担当者:長畑淳)

Tel: 03・3372-3001，Fax: 03・3372・7051，E-mail: nagahata伊n@nifty.ne.jp

(中部地区担当)〒564-0063大阪府吹田市江坂町2-3・1江坂グランドビル

.営業担当者:河本恵三

Tel:06-6387・6681，Fax: 06-6387・6641，E-mail: 

.技術相談担当者:

Tel: Fax: E-mail: 

(株)サン分析センター(三井化学(株)グループ)
(業務内容)依頼分析業務

高分子材料，ケミカルズ，表示・記録材料，半導体関連材料，電池関連材料，触媒，セ
ラミックス等に関わる高分子・有機・無機分析，局所・表面分析，結晶構造解析，形態
観察，物性評価及び安全性評価支援

〈本社)〒299・0265千葉県袖ヶ浦市長浦580番 32 (担当者:山崎徹(研究担当)) 

Tel: 0438・62・3620，Fax: 0438・63・6673，E-mail: Tohru.Yamazaki@sanax.co.jp 

(中部地区担当〉〒550・0004大阪市西区鞍本町 1・11-7信濃橋三井ビルディング

.営業担当者:降旗俊和

Tel: 06・6443・1494，Fax: 0120・77・3794，E-mail: Toshikazu.Furihata@sanax.co.jp 

.技術相談担当者:

Tel: Fax: E-mail : 

ジーエルサイエンス株式会社
(業務内容)分析機器メーカー

ガスクロマトグラフ・高速液体クロマトグラフの装置，周辺装置，部品類， GCキャピ
ラリーカラム， GC充填剤， HPLC充填剤， HPLC分析・分取カラム固相抽出製品，環
境分析機器，システム装置，毒劇物保管管理システム等

(本社)干163・1130東京都新宿西新宿6・22・1

Tel: 03-5323・6611，Fax: 03・5323・6622，E-mail: info@gls.co.jp 

〈中部地区担当)〒461・0002名古屋市東区代宮町40・18

.営業担当者:岩月 邦弘

Tel: 052・931-1761，Fax: 052・931・1814，E-mail: 

・技術相談担当者:長沢一行

Tel:052・931・1761，Fax: 052・931・1814，E-mail: 
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椋式会社島津製作所
(業務内容)分析機器メーカー

各種分光光度計，各種クロマトグラフ，質量分析計，発光分析装置， X線分析装置，表
面構造解析装置，環境測定装置，熱分析装置，各種天秤，粉粒体測定機器，ライフサイ
エンス研究機器等

(本社〉〒604-8511京都市中京区西ノ京桑原町 1(担当者:谷村 彰(分析機器事業部)) 

Tel : 075-823-1195， Fax: ， E-mail: http://www.shimadzu.co.jp 

〈中部地区担当)〒 450・0002名古屋市中村区名駅3・28・12大名古屋ビル 5階

.営業担当者:

前橋清(官庁大学担当) Tel: 052・565・7521. Fax: 052・565・7540. E-mail: 

大藤晋(民間担当) Tel: 052・565-7531. Fax: 052・565・7540. E-mail: 

・技術相談担当者:

Tel: Fax: E-mail : 

株式会社島津テクノリサーチ
(業務内容)依頼分析業務

ダイオキシン類調査をはじめとする環境調査，医薬品関連の厚生省提出データ採取，あ
らゆる材料の測定・分析を受託しております。貴社の研究所の一員と考えられ、お気軽
に御相談下さい。

(本社)〒604・8435京都市中京区西ノ京三条坊町 2番地4 (担当者:康則行)

Tel: 075・811・3181， Fax: 075・821・7837， E-mail: 

〈中部地区担当)干456・0002名古屋市熱田区金山町2ふ 3ミスミビル 2F

.営業担当者:山下君輝

Tel: 052・679・1588， Fax: 052・681・6762，E-mail: 

.技術相談担当者:

Tel: Fax: E-mail : 

住ペテクノリサーチ株式会社
(業務内容)依頼分析業務・図書出版

物性試験(機械強度，電気性能，粘弾性熱分析，疲労試験ほか)， 

分析(元素分析，構造解析，形態観察，表面分析，発生ガス分析ほか)， 

情報コンサルティング(先行技術の調査・解析，レポートの出版)

〈本社)〒245・0052横浜市戸塚区秋葉町495 (担当者:加藤秋仁)

Tel: 045-813・1641，Fax: 045-813・3739，E-mail: akitok@sumibe.co.jp 

(中部地区担当) 向上

.営業担当者:加藤秋仁

Tel: 045 ・813-1641， Fax: 045-813 ・3739， E-mail: akitωok@s叩u凹1m町mibe.c∞O仏吋.j
.技術相談担当者:中川 孝夫

Tel: 045-811・1665，Fax: 045-813・3739，E-mail: tnakagawa@sumibe.co.jp 
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セイコーインスツルメンツ株式会社
(業務内容)分析機器メーカー

熱分析， ICP発光分光分析装置， ICP-MS，原子吸光分光光度計，蛍光 X線分析計，蛍
光 X線膜厚計，走査型プローブ顕微鏡

(本社)〒261・8057千葉県千葉市美浜区中瀬 1-8 (担当者:川崎賢司)

Tel : 043-211-1338， Fax: 043-211-8067， E-mail: kenji.kawasaki@sii.co.jp 

〈中部地区担当)〒464・0075名古屋市千種区内山 3-10・17今池セントラルビル

.営業担当者:田中 勝幸

Tel: 052・731・2575，Fax: 052・732・0057，E-mail: katsuyuki.tanaka@sii.co.jp 

.技術相談担当者:大橋和夫

Tel: 043・211-1342，Fax: 043-211-8012， E-mail: kazuo.oohashi@sii.co.jp 

西進商事株式会社
(業務内容)試薬メーカー

世界の分析用標準試料の輸入販売 (SPEX社 ICP用標準溶液， NIST他)，試料粉砕器
(SPEX社製ミキサーミル，フリーザーミル)，サンプル水採水器ノルウェル(ノートン
社製)

(本社〉干650・0021神戸市中央区三宮町 1-2・1三神ビル (担当者:福中博行)

Tel: 078・391-5391，Fax: 078・331・5735，E-mail: 

〈中部地区担当)干450・0002名古屋市中村区名駅 4-27・20名古屋三井ビル南館

.営業担当者:横地幸雄

Tel:052・586-4741，Fax: 052・586-4796，E-mail: 

.技術相談担当者:

Tel: Fax: E-mail : 

(株)十合
(業務内容)ガス供給メーカー

各種ガス供給システム設計施工，半導体製造ガス供給システム設計施工 (PH3，SiH4等)， 

各種高圧ガス販売

(本社)〒464・0075名古屋市千種区内山 I・M・9尾崎実業ビル 3F (担当者:稲垣 佳樹)

Tel : 052-741-0288， Fax: 052・731・6617，E-mail: ina凶a棺gaki@a叫qu凶1泊a.Ocα叩n.n即1印eι吋.J

(中部地区担当) 同上

.営業担当者:

Tel: Fax: E-mail: 

.技術相談担当者:

T巴1:052-741-0288， Fax: 052・731・6617，E-mail: miya25@aqua.ocn.ne.jp 
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多摩化学工業(株)
(業務内容)試薬メーカー

微量元素分析用超高純度試薬T必仏PURE-AAシリーズ， AA-lOは各金属不純物を 10
ppt以下， AA・1∞は 10ppt以下を保証。品目は硝酸，塩酸，ふっ化水素酸，過酸化水素
水，硫酸，過塩素酸，アンモニア水，超純水，酢酸，臭化水素水， TMAH 

(本社)干210・0007川崎市川崎区駅前本町 12・1 (担当者:石引 八千代)

Tel: 044-200 ・1701， Fax: 044-200 ・1707， E-mail: tama叩por問e@t阻ama-chem.c∞O仏吋.J
(中部地区担当) 同上

.営業担当者:石引八千代

Tel: 044-200・1701. Fax: 044-200・1707，E-mail: 

.技術相談担当者:赤羽勤子

Tel: 044・266・2093， Fax: 044-276・3442，E-mail: akabane@hp.tama-chem.co.jp 

(財)東海技術センター
(業務内容)依頼分析業務

水質・土壌・廃棄物・農薬・大気質・悪臭物質・騒音・振動・煙道排ガス・作業環境・
環境ホルモン・ダイオキシン類の測定分析，品質管理試験，コンクリート材料試験，未
知物質の推定・同定試験，環境アセスメント等の業務

〈本社〉干465・0021名古屋市名東区猪子石 2・710

Tel: 052・771・5161， Fax: 052・771・5164， E-mail: ttcol@cc.mbn.or.jp 

〈中部地区担当) 向上

.営業担当者:鈴木鎌三，柘植茂

Tel: 052・771・5161， Fax: 052・771・5164，E-mail: 

.技術相談担当者:阪野二郎，武吉研治

Tel: 052-771・5161，Fax: 052-771・5164，E-mail: 

株式会社東海テクノ
(業務内容)依頼分析業務

(担当者:柘植茂)

水質分析，土壌汚染調査，大気・悪臭測定，有害大気汚染物質測定， ICP・MSによる定
性・定量，作業環境測定，公害対策設備の状況把握及び改善， ISO・14001のコンサルテ
ィング，環境アセスメント

(本社)干510-0023三重県四日市市午起 2丁目 4・18

Tel: 0593-32・5122，Fax: 0593-31・2289， E-mail: 

〈中部地区担当)干510・0023三重県四日市市午起 1丁目 2・15

.営業担当者:田中 正贋(環境事業部)

Tel: 0593-33・0032，Fax: 0593-33・8055，E-mail: 

.技術相談担当者:北出 和久

Tel: 0593-33・0032，Fax: 0593-33-8055， E-mail: 
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株式会社東海テクノリサーチ
(業務内容)依頼分析業務

各種原因解析調査・物理解析・材料試験・分析，大気・水質・土壌・産廃・ダイオキシ
ン類分析，臭気・騒音・振動・作業環境測定，環境影響評価，技術コンサルティング，
各種プロセスにおける熱試験・診断等

〈本社)干476・8686愛知県東海市東海町5丁目 3番地 (担当者:白田典夫)

Tel: 052-603・7268，Fax: 052・603-7272，E-mail: XLY0216@nifty.ne.jp 

(中部地区担当)干476・0015愛知県東海市東海町 4丁目 70・1

.営業担当者:白田 典夫

Tel: 052-603・7611，Fax: 052・603-7610，E-mail: XLY02616@nifty.ne.jp 

・技術相談担当者:妹尾健吾

Tel: 052・603・7636， Fax: 052・603-7272，E-mail: senoo@nagoya.nsc.co.jp 

(株)東京インスツルメンツ
(業務内容)分析機器メーカー/商社

レーザーラマン分析装置，赤外ガス分析計，近赤外水分・ガス分析計，固体レーザー (Nd:
YAG，半導体励起 Nd:YAG，チタンサファイア， OPO等)，分光器 (12cm"'"'3.0 m) ， 
検出器(冷却 CCD，冷却 IRFPAシステム等)，レーザーおよび光計測システム，研究
用計測器(ロックインアンプ，電気化学等)

(本社)〒134・0088東京都江戸川区西葛西 6・18・14 分析計測課(担当者:三浦 一郎)

Tel: 03・3686・4711，Fax: 03・3686・0831， E-mail: sa1es@tokyoinst.co.jp 

(中部地区担当) 向上

.営業担当者:三浦一郎，森田 一二夫(レーザー計測課)

Tel: 03・3686・4711，Fax: 03・3686・0831，E-mail: sales@tokyoinst.co.jp 

.技術相談担当者:

Tel: Fax: 

東京化成工業 (株)
(業務内容)試薬メーカー

E-mail : 

分析用有機試薬，高品質分析試薬TCI-Aceシリーズ，標準試料，有機合成試薬，有機合
成用中間体，機能性研究用試薬，生化学用試薬

〈本社)〒103・0023東京都中央区日本橋本町 3-1・13 (担当者:磯部由紀子)

Tel: 03・3241-0861，Fax: 03・3270・8466，E-mail: isobe@tokyokasei.co.jp 

(中部地区担当) 向上

.営業担当者:

Tel: 03・3241・0573， Fax: 03・3246・2094，E-mail: sales@tokyokasei.co.jp 

.技術相談担当者:

Tel: Fax: E-mail : 
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株式会社東レリサーチセンター
(業務内容)依頼分析業務

受託業務:分析，物性測定，表面改質，合成，調査

分析対象の代表例:半導体，半導体の実装部材，ディスプレイ，記録ディスク・テープ，
記録ヘッド，プリンタ等電子デバイス類はじめ高度先端工業材料等

表面改質受託:イオン注入

〈本社)〒103・0022東京都中央区日本橋室町3-1-8 都ビル 5階 (担当者:添田 房美)

Tel: 03・3245・5665，Fax: 03・3245-5804，E-mail: FusamLSoeda@trc.toray.co.jp 

〈中部地区担当〉〒455・8502名古屋市港区大江町9・1

.営業担当者:大橋国康

Tel: 052・613-5316，Fax: 052-612・8609，E-mail: Masayasu_Ohashi@trc.toray.co.jp 

.技術相談担当者:

Tel: Fax: E-mail : 

株式会社日鎗テクノリサーチ
(業務内容)依頼分析業務

分析・評価・調査及びコンサルティング，研究開発的業務の受託，非破壊検査・測定、
環境アセスメント・測定と対策，資源・エネルギーの特性調査・評価，コンビュータ・
シミュレーション(設計・実験)レーザー応用技術，など。

(本社)〒211・0035川崎市中原区井田 3・35・1

Tel: 044・751-1400，Fax: 044・777・7338，E-mail: 

(中部地区担当) 向上

.営業担当者:宮本勝良，榊原健

Tel: 044・751・1400，Fax: 044-777・7338，E-mail: 

.技術相談担当者:

Tel: Fax: E-mail : 

株式会社日東技術情報センター
(業務内容)依頼分析業務

(担当者:佐藤公隆)

微細形状，構造解析 (SEM，TEM， AFM， XRD)，表面の局所分析 (ESCA，SIMS)，組成分
析 (NMR，FI-IR， GC!MS)，発生ガス分析 (GC爪，fS，GC/FI-IR!MS)等，主に有機・高分子の
材料分析

(本社)〒567-8680大阪府茨木市下穂積 1・1・2 (担当者:藤田和秀)

Tel: 0726-23・3381，Fax: 0726-26・7059，E-mail: kazuhide_fujita@gg.nitto.co.jp 

〈中部地区担当)〒441・3194愛知県豊橋市中原町字平山 18

.営業担当者:花田衛幸

Tel : 0532-41-7249， Fax: 0532-41-8459， E-mail: moriyuki_hanada@gg.nitto.co.jp 

.技術相談担当者:川島哲哉

Tel : 05958-4-2859， Fax: 05958・4-2871， E-mail: tetsuya_kawashima@gg.nitto.co.jp 
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日本インスツルメンツ株式会社
(業務内容)分析機器メーカー

汎用全自動水銀分析装置，タフルアマルガム気中水銀測定装置，高感度還元気化水銀測
定装置，油分濃度計他各種

(本社)〒151-0051東京都渋谷区千駄ヶ谷 4-14-4SKビル千駄ヶ谷 (担当者:田口 正)

Tel: 03 ・3479 ・6014， Fax: 03 ・3479 ・6166， E-mail: t-n凶lic@rig伊aku.c∞O仏吋.J
(中部地区担当〉〒56ω9-114“6大阪府高槻市赤大路町 14-必8 

.営業担当者:片山博志

Tel: 0726・94・5195，Fax: 0726・94・0663，E-mail: kata-nic@rigaku.co.jp 

.技術相談担当者:谷田 幸次

Tel:0726・M・5195，Fax: 0726・94-0663，E-mail: tani-nic@rigaku.co.jp 

日本ジャーレル・アッシュ株式会社
(業務内容)分析機器メーカー

原子吸光分光分析装置，固体発光分光分析装置，高周波フラズマ発光分光分析装置， ICP 

質量分析装置，グロー放電質量分析装置

(本社〉〒611・0041京都府宇治市棋島町目川 63-2

Tel: 0774・20・1245，Fax: 0774・20・0790，E-mail: kyoto@nja.co.jp 

(中部地区担当) 向上

.営業担当者:八島祥守，桑原繁男，石堂雅一

Tel : 0774-20-1245， Fax: 0774-20・0790，E-mail: kyoto@nja.co.jp 

.技術相談担当者:八島祥守，西川克

Tel: 0774-20・1245，Fax: 0774-20-0790， E-mail: kyoto@nja.co.jp 

日本分光株式会社
(業務内容)分析機器メーカー

(担当者:八島祥守)

赤外分光光度計，レーザーラマン分光光度計，分光光度計，旋光計，円二色性分散計，
高速液体クロマトグラフ，超臨界涜体関連装置，光応用機器，バイオ関連分析装置

〈本社〉干192・8537東京都八王子市石川町 2967-5 (担当者:中村敏樹)

Tel : 0426-46-4116， Fax: 0426・46-4515，E-mail: t.n@jasco.co.jp 

(中部地区担当)〒453・0015名古屋市中村区椿町 21-2(第 2太閤ビル)

.営業担当者:横田昌夫

Tel: 052-452・2671，Fax: 052-452・2685，E-mail: 

.技術相談担当者:植松正秋

Tel: 052-452・2671，Fax: 052-452・2685，E-mail: 
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日本分析工業株式会社
(業務内容)分析機器メーカー

リサイクル分取液体クロマトグラフ，キューリ一ポイント熱分解装置，キューリ一ポイ
ント P&T装置，ハードディスク用アウトガス補集装置，ウエハ用アウトガス補集装置，
クリーンルーム用アウトガス補集装置，冷凍粉砕機

〈本社)〒190-1213東京都西多摩郡瑞穂町武蔵 208

Tel: 042・557-2331， Fax: 042・557-1892，E-mail: ota創ai.co.jp

(中部地区担当)〒532・0002大阪市淀川区東三国 5・13-8・303号

.営業担当者:磯和 仁也

Tel: 06 ・6393 ・8511， Fax: 06 ・6393 ・8525， E-mai1: iso叩ow悶aω a幻i.c∞O仏吋.j
.技術相談担当者:六車進

(担当者:太田孝美)

Tel: 06・6393・8511，Fax: 06・6393・8525，E-mai1: muguruma(街ai.co.jp

野村化学株式会社
(業務内容)分析機器メーカー

HPLC用充填剤，充填カラム Develosil

(本社)干489・0904愛知県瀬戸市すみれ台 1・6

Tel: 0561-48・1853 Fax: 0561-48-1434， E-mai1: 

〈中部地区担当)干489・∞03愛知県瀬戸市穴田町 851

.営業担当者:長江徳和

Tel: 0561・48-1853，Fax: 0561・48-1434，E-mai1: 

.技術相談担当者:長江徳和

Tel: 0561-48・1853，Fax: 0561-48・1434，E-mail: 

浜松ホトニクス(株)
(業務内容)分析機器メーカー

(担当者:長江徳和)

各種光検出器(光電子増倍管，光半導体素子，電子増倍管，マイクロチャンネルプレー
ト等)，光源(キセノンランプ，水銀キセノンランプ，重水素ランプ，ホロカソードラ
ンプ，赤外発光素子，半導体レーザ等)

(電子管事業本部)干438・0193静岡県磐田郡豊岡村下神増 314-5 (担当者:中村 俊一)

Tel: 0539・62-5245，Fax: 0539・62・2205，E-mai1: 

(中部地区担当) 同上

.営業担当者:古田雅之，小柴達也

Tel : 0539-62-5245， Fax: 0539-62-2205， E-mai1: 

.技術相談担当者:

Tel : Fax: E-mai1 : 
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バリアンジャパン株式会社
(業務内容)分析機器メーカー

原子吸光分光光度計， ICP発光分析装置， ICP質量分析装置，分光光度計， GC/MS， 

GC， NMR，真空ポンプ

〈本社)〒108・0023東京都港区芝浦 4-16・36住友芝浦ビル (担当者:内田 正美)

Tel: 03・5232-1211，Fax: 03・5232・1264，E-mail: masami.uchida@jp.varian.com) 

(中部地区担当) 向上

.営業担当者:有松仁，中島邦治

Tel:03・5232・1239，Fax: 03・5232・1264，E-mail: kuniharu.nakajima@jp.varian.com (中島)

hitoshi.arimatsu@jp.varian.com (有松)

.技術相談担当者:貫井守，清水誠一

Tel: 03-5232・1239，Fax: 03・5232・1264，E-mail: mamoru.nukui@jp.varian.com (貫井)
seiichi-shimizu@jp.varian.com (清水)

ピー・エー・エス(株)
(業務内容)分析機器メーカー

1. エレクトロケミカルアナライザー， 2.電気化学測定装置および関連製品電極，

3. マイクロダイアリシス製品， 4. 高速液体クロマトグラフィー装置，カラム等，

5. 分析化学用ソフトウエアー

〈本社)干131・0045東京都墨田区押上 I・M・6

Tel: 03-3624・0367，Fax: 03・3624・0940，E-mail: sales@basj.com 

(中部地区担当)干532・0011大阪市定川区西中島5・7・14

.営業担当者:浅野昌雄

Tel: 06・6308・1867，Fax: 06・6308・6890，E-mail: osaka1@ba司.∞m

.技術相談担当者:浅野 昌雄

Tel: 06・6308・1867，Fax: 06・6308・6890，E-mail: osaka1@basj.com 

(株)日立製作所計測器事業部
(業務内容)分析機器メーカー

(担当者:黒崎幸子)

電子顕微鏡，紫外可視分光光度計，分光蛍光光度計，原子吸光光度計， ICP発光分析装
置，プラズマ.質量分析装置，液体クロマトグラフ，イオンクロマトグラフ，アミノ酸
分析装置，ガスクロマトグラフ，各種データー処理装置， GC質量分析装置， LC3DQ質
量分析装置

(本社〉干100-8220東京都千代田区丸の内1ふ 1(新丸ビル) (担当:環境システム本部)

Tel : 03-3212-1111， Fax: 03・3214-3124，E-mail: Adam_Hid@cm.head.hitachi.co.jp 

(那珂事業所〉干312・8504ひたちなか市市毛882 (担当:環境システム本部技術部)

Tel : 029-273-2111. Fax: 029-276・9885. E-mail: 

(中部地区担当)干450・0002名古屋市中村区名駅4ふ 18(名古屋ビル)

.営業担当者:日製産業(株)中部支店科学システム部浅野部長，黒田課長

Tel: 052-583・5842，Fax: 052・583-5800，E-mail: 
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フロンティア・ラポ株式会社
(業務内容)分析機器メーカー

ポリマ一分析用のダブルショット・パイロライザー，タンデム型パイロライザー及びこ
れらの周辺装置， GC用金属キャピラリーカラム"UltraALLOY"他

〈本社)干963・0201郡山市大槻町大呼 61・2 (担当者:渡辺忠一)

Tel: 024・961・3400，Fax: 024・961・3401，E-mail: frontier.chuichi@nifty.ne.jp 

(中部地区担当) 向上

.営業担当者:

Tel: Fax: 

.技術相談担当者:

Tel: . Fax: 

株式会社堀場製作所
(業務内容)分析機器メーカー

1. pHメータ，導電率計等汎用分析機器

E-mail : 

E-mail : 

2. X線分析装置，蛍光X線元素分析装置， FT-IR等素材分析機器

3.粒度分布測定装置等粉粒体測定機器

〈本社)〒601・8510京都市南区吉祥院宮の東2番地

Tel: 075・313・8121， Fax: 075・315・3806，E-mail: nakata@horiba.co.jp 

(担当者:中田靖)

(中部地区担当)干461・0004名古屋市東区葵3・15・31住友生命千種第 2ビル6F

.営業担当者:多聞講一

Tel: 052・936・5781，Fax: 052・936・5789，E-mail: tamon@horiba.co.jp 

.技術相談担当者:多聞講一

Tel: 052・936・5781，Fax: 052-936・5789，E-mail: tamon@horiba.co.jp 

ヤナコ中部販売株式会社
(業務内容)分析機器メーカー及び販売

ガスクロマトグラフ，元素分析装置，環境計測機器， ICP発光分光分析装置，原子吸光
分光分析装置

〈本社)〒453・0856名古屋市中村区並木一丁目 183番地

Tel: 052-411・3910. Fax: 052・411・8241，E-mail: 

(中部地区担当) 向上

.営業担当者:山田一成

Tel: 052・411・3910，Fax: 052・411-8241，E-mail: 

.技術相談担当者:大鋸信雄

Tel : 052-411-3910， Fax: 052-411-8241， E-mail: 
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株式会社ユニソク
(業務内容)分析機器メーカー

高速反応観測装置(レーザ分光測定装置，ストップトフロー分光測定装置等)表面分析
装置(走査型トンネル顕微鏡，原子間力顕微鏡，レーザ飛行時間型質量分析装置，その
他関連装置)

(本社)干573・0131大阪府枚方市春日野 2-4・3 (担当者:長村俊明)

Tel : 0720-58-6456， Fax: 0720・59・5655，E-mail: info@unisoku.co.jp 

〈中部地区担当) 向上

.営業担当者:

Tel: ， Fax: E-mail : 

.技術相談担当者:

Tel: . Fax: E-mail : 

(株)ユニチカ環境技術センター
(業務内容)依頼分析業務

水質調査，大気・悪臭調査，土壌・底質調査，廃棄物・ごみ質調査，騒音・振動調査，
ダイオキシン類測定，土壌汚染調査，環境アセスメント，作業環境測定，水処理施設に
関するコンサルタント

〈本社)〒611・8555京都府宇治市宇治戸ノ内 5番地 (担当者:佐々木智明)

Tel : 0774-25-2522， Fax: 0774 ・25 ・2355，E-mail: ukan沼g副lU吋lj@q中ua釘rt位Z.oc口印n.n即l隠肱吋eι吋.J

(中部地区担当)〒44科4-8お511愛知県岡崎市日名北町4-1

.営業担当者:鈴木信輝

Tel: 0564 ・21-0062， Fax: 0564 ・22 ・1908， E-mail: ukan昭1沼頃g回i比c@l凶ila邸c.ω.oc口叩n.ne.j

.技術相談担当者:林稔

Tel: 0564-21・0062，Fax: 0564-22・1908，E-mail: KYN01052@nifty.ne.jp 

横河アナリテイカルシステムズ(株)
(業務内容)分析機器メーカー

Hewleu-Packard社製分析装置の販売。ガスクロマトグラフ，高速液体クロマトグラフ，
質量分析装置， ICP質量分析装置，キャピラリー電気泳動，各種前処理装置

〈本社〉〒180・8543東京都武蔵野市中町 1・15-5三鷹高木ビル (担当者:西山幸子)

Tel: 0422・56・9393， Fax: 0422-56・9440， E-mail: sachiko_nishiyama@om.jpn.hp.com 

(中部地区担当)干460・0088名古屋市中区栄 1・13-2愛織第 2ビル

.営業担当者:須藤徹

Tel:052・221-5080， Fax: 052・221・5084，E-mail: tooru_sudo@om.jpn.hp.com 

.技術相談担当者:木下房幸

Tel: 052・221・5080，Fax: 052-221・5084，

E-mail: NOBUYUKCKlNOSHITA@hp-japan-om2.om.hp.com 
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1 . JII代支部長

1958年度(昭 33) 菅原健 1991年度(平 3) 和田弘子

1959年度(昭 34) 内藤多喜夫 1992年度(平 4) 柘植新

1960年度(昭 35) 道野鶴松 1993年度(平 5) 野村昇

1961年度(昭 36) 山 崎 一 雄 1994年度(平 6) 石塚紀夫

1962年度(昭 37) 武 内 次 夫 1995年度(平 7) 不井本ミこ 定雄

1963年度(昭 38) 木羽敏泰 1996年度(平 8) 野村俊明

1964年度(昭 39) 木下弥兵衛 1997年度(平 9) 二輪智夫

1965年度(昭 40) 小 玉 数 信 1998年度(平 10) 原口紘蒸

1966年度(昭 41) 森田清

1967年度(昭 42) 武内次夫

1968年度(昭 43) 小 田 仲 彬

1969年度(昭 44) 田 中 冗 治

1970年度(昭 45) 桜場周吉

1971年度(昭 46) 水池敦

1972年度(昭 47) 石 井 大 道

1973年度(昭 48) 上田俊一

1974年度(昭 49) 入 谷 信 彦

1975年度(昭 50) 喜谷喜徳

1976年度(昭 51) 山 寺 秀 雄

1977年度(昭 52) 神原富尚

1978年度(昭 53) 宮崎冗一

1979年度(昭 54) 鈴 木 正 巳

1980年度(昭 55) 柴田正二

1981年度(昭 56) 中 川 元 吉

1982年度(昭 57) 寺田喜久雄

1983年度(昭 58) 飯田忠一

1984年度(昭 59) 村田旭

1985年度(昭 60) 佐々木慎一

1986年度(昭 61) 山本善一

1987年度(昭 62) 伊豆津公佑

1988年度(昭 63) 後 藤 克 己

1989年度(平 1) 河 口 広 司

1990年度(平 2) 根 津 弘 幸
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中部支部所属会員数の推移2. 

会員区分

学生

年度
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125 

124 
124 
123 
125 
123 

123 
116 
113 
112 
111 

維持

14 
14 
16 
18 
19 
19 

21 
23 
22 
14.5 
19.5 

23 
24 
24.5 
24.5 
23 

26 
25.5 
26.5 
26.5 
25 

25 
24 
23 
23.5 
23.5 

22 
20 
21.5 
21.5 
21.5 

23 
24 
26.5 
26.5 
26.5 

26.5 
25.5 
25.5 
25 
25 

5
0
2
2
7
一
1
8
4
9
8
一
0
4
6
8
5
-
3

勺
h

A
『

A
斗ベ
d

A『
一
弓
d
A『
寸

'
q
J
A
U
一
円
/
守
，

o
o
n
u
n
u
-
A
U

噌

E

A

-

-

A

唱

i
-

四，，

正

514 
533 
550 
549 
588 
588 

570 
562 
532 
563 
563 

574 
595 
608 
629 
639 

667 
713 
717 
741 
750 

753 
756 
767 
772 
755 

731 
735 
748 
759 
734 

734 
736 
760 
767 
768 

762 
761 
771 
747 
748 

6，061 

永年

-
A
'
i
'
A
司
L

ゥ
，M

一qL
今

'u
q
L
A『
守

f

一nU
唱
i
q
L
o
o
-
-

一
旬

i
唱

i
'
i
咽

i
q
L

名誉

1
1
1
1
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1
1
2
1
1
一

1
1
1
3
3
三
3
3
3
4
5一
5
5
6
6
6一
6
6
6
7
7
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1959 
1960 
1961 
1962 
1963 

1964 
1965 
1966 
1967 
1968 

1969 
1970 
1971 
1972 
1973 

1974 
1975 
1976 
1977 
1978 

1979 
1980 
1981 
1982 
1983 

1984 
1985 
1986 
1987 
1988 

1989 
1990 
1991 
1992 
1993 

1994 
1995 
1996 
1997 
1998 

全国 (1998) 746 
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3.学会賞等受賞者

※中部支部に関係する方々の受賞記録

[学会賞]

1963年 日本曹達(鮒理化研究所長 小田仲彬

「発光分光分析法による工業分析化学の研究J

金沢大学教授 木羽敏泰

「強りん酸を用いる分析法の研究」

1964年 東洋大学教授(元名古屋大学教授) 平野四蔵

「迅速化学分析方法の研究」

1965年 名古屋大学教授 武内次夫

「工業材料中の微量不純物の定量に関する研究」

1970年名古屋 大学教授 田中元治

「溶液内反応の平衡論的並びに速度論的研究とその分析化学への応用J

1971年 広島大学教授(元福井工業大学学長) 山本勇麓

「金属キレート陽イオンによる陰イオンの溶媒抽出を用いる分析法の研究J

1974年 宮城教育大学教授(元豊橋技術科学大学学長)佐々木慎一

「有機化合物構造決定の自動化に関する研究J

名古屋大学教授 水池敦

「極微量成分元素の分離濃縮に関する研究」

1975年 京都大学教授(現福井県立大学教授) 千田貢

「ポーラログラフ法の基礎とその有機分析化学への応用に関する研究J

1978年 星薬科大学教授(元名古屋市立大学助教授) 今 枝 一 男

「熱分解管一キャリヤーガス法による酸素分析法の研究」

名古屋工業技術試験所課長 柴田正一

「分析試薬としてのヘテロ環アゾ化合物の研究J

1979年 名古屋大学教授 石井大道

「ミクロ高速液体クロマトスラフィーの研究」

名古屋工業大学教授 中川冗吉

「多座配位子置換反応の分析化学的研究」

1981年 名古屋市立大学教授 喜谷喜徳

「錯体化学の薬品分析化学への応用J

1982年 東京理科大学教授(冗岐車大学教授) 吉森孝良

「精密電量滴定法と標準物質に関する研究」
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1987年信州大学教授 伊豆津公佑

「非水溶媒電気化学分析法に関する研究J

1989年金沢大学教授 寺田喜久雄

「環境試料中の超微量元素の予備濃縮・分離に関する研究J

1990年名古屋大 学 教 授 河口慶司

「高周波プラズマによる発光分光分析及び質量分析の研究J

1991年 富 山大学教授 後藤克己

「疎水性イオン会合体の分析化学への応用J

1993年 金 沢大学教授 宮崎冗一

「衛生薬学におけるイオンクロマトグラフィーの新展開J

信州大学教授 野村俊明

「検出器としての水晶発振子の分析化学的研究J

1995年名古屋 大 学 教 授 柘植新

「熱分解ガスクロマトグラフィーによる高分子分析」

[奨励賞]

1971年 名古屋大学助手 柘植新

「高分子分析の熱分解ガスクロマトグラフィーなどによる研究J

1973年 東京大学助手(現名古屋大学教授) 原口紘蒸

「核磁気共鳴法および分子吸光法による状態分析の研究J

1982年 東京大学助手(元名古屋大学助教授) 寺前紀夫

「複合的効果を利用した新しい分光法の開発j

名古屋大学助手 平出正孝

「共沈浮選法による極微量冗素の分離濃縮J

1983年 名古屋大学助手 北川邦行

「原子磁気旋光分光法と干渉補正法の研究J

1985年 豊橋技術科学大学講師 平田幸夫

「キャピラリークロマトグラフィーに関する研究」

1987年名古 屋 大 学 助 手 竹内豊英

「ミクロ高速液体クロマトグラフィーの高性能化に関する研究J

1988年 名古屋大学助手(現早稲田大学教授) 石原浩二

「高圧ストップフロー装置の開発による錯体形成反応機構の研究j

1989年岐車薬科大学助手 加納健司

「電極反応による有機化学種の検出機構に関する研究J
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1991年 豊橋技術科学大学助手 藤本忠蔵

「液体クロマトグラフィーにおける示性検出法の研究」

名古屋工業大学助手 坂本英文

「新クラウン化合物によるアルカリ金属イオンの分離とセンシングJ

1992年名古屋大 学 助 手 大谷肇

「高性能熱分解ガスクロマトグラフィーよる高分子分析J

1997年 北海道大学助手(元名古屋大学特別研究員) 古月 文志

「両性分子型固定相を用いる液体クロマトグラフィーの開発」

[技術功績賞]

1987年 浜松ホトニクス(樹技術グループ長 本間厚

「高性能光検出器及び光源ランプの開発J

[論文賞]

1987年 信州大学助教授 野村俊明

「水晶重みセンサーによる水中の硫酸イオンの付着定量法j

[分析化学，36，93 (1987)] 

1988年 新日本製鉄銭(附 千葉光一(現名古屋大学助教授)、小野昭紘、

佐伯正夫、大野剛正

「火点での発光スペクトル測定による溶鋼中マンガンの直接分析」

[分析化学，37，365(1988)] 

1993年 側豊田中央研究所 江藤泰雄、中井恭子、荒賀年美

「顕微赤外用全反射吸収プリズムの開発と局所分析への応用j

[分析化学，42， 127 (1993)] 
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4. 中部支部創立 30年史

1958年度!

(昭33) I (支部長)菅原 健(副支部長)大橋九万雄、木羽敏泰、武内次夫

1959年度

(昭34)

(幹事)青木 稔、浅田幸作、伊東保二、飯沼弘司、入谷信彦、上田俊三、大井信一、大

野武雄、大橋 茂、金井千春、北野康、木下弥兵衛、小玉数信、小玉洪平、小林治男、

斉藤 謙、坂本重一、桜井武平、塩川孝信、芝崎陸奥夫、下方鉱蔵、曽根興三、田中元治、

田辺伊佐男、田村悌一、高井康雄、徳岡松雄、鳥飼兵衛、中川元吉、松前鼎一、松本和夫、

村瀬武雄、八木国夫、山本健磨

10月27日 中部支部発会式(中区役所ホール)、参加者200名

10月27-29日 分析化学会第 7年会(中区役所、医師会館、実行委員長菅原健)

研究発表:139件

特別講演:The Use of Pyrolytic and Pyrohydrolytic Cleavage in Organic 

Spot Test (F. Feigl) 

見学会:(A) 日本陶器(樹、市内見学

( B )東亜合成(閥、名古屋港

〔北陸部会設置〕

(支部長)内藤多喜夫(副支部長)大橋九万雄、木羽敏泰、武内次夫

(幹事)青木稔、浅田幸作、伊東保二、飯沼弘司、入谷信彦、上回俊三、大井信一、大

野武男、大橋茂、垣花秀武、金井千春、北野康、木下弥兵衛、小玉数信、小玉洪平、

小林治男、斉藤 謙、坂本重一、桜井武平、塩川孝信、芝崎陸奥夫、下方鉱蔵、曽根興三、

田中元治、田辺伊佐男、田村悌一、高井康雄、徳岡松雄、鳥飼兵衛、中川元吉、松前鼎一、

松本和夫、村瀬武男、八木国夫、山本健磨

6月10日 講演会(名古屋市工業研究所)

講演:3件

6月25-27日 第 l回講習会(富山大学工学部、富山県工業試験場)

11月 5日

11月26日

講義:光電光度法の概要(大井信一)

キレート滴定法(上野景平)

ガスクロマトグラフイ一概論(武内次夫)

実習:光電光度法、キレート滴定、ガスクロマトグラフィー

東海地区講演会(名古屋工業技術試験所)

講演:キレート化合物の研究(曽根興三)

分光光度計による発光分析(佐藤 繁)

講演会(名古屋工業技術試験所)

講演 2件
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1月28日

1960年度

講演会(三晃社ホール)

講演:汚水処理の法規並びにその実態について(久留義夫)

最近の汚水問題(菅原健)

(昭35) I (支部長)道野鶴松(副支部長)小団側、木下弥兵衛、武内次夫

(常任幹事)飯沼弘司、入谷信彦、大井信一、小沢昭弥、小玉数信、斉藤 謙、田中元治、

中川元吉、松前鼎-

4月20日 講演会(中区役所)

講演:最近の有機試薬について(山本勇麓)

最近の電気分析法について(藤永太一郎)

最近の鉄鋼微量元素の分析について(吉野義則)

8月11日 講演会(名古屋市工業研究所)

講演:2件

8月25-27日 第 2回講習会(名古屋大学工学部)

9月17日

講義:ガスクロマトグラフ法概論(武内次夫)

溶出成分のスペクトル測定(高山雄二)

赤外スベクトル概論(木村雅男)

吸収曲線の解説(平田義正)

実習:ガスクロマトグラフ法、赤外スベクトル

講演会(金沢大学理学部)

講演:分光分析装置の最近の進歩(橘 芳実)

化学及び金属工業に対する発光分光分析の応用(小田仲彬)

古文化財研究に対する発光分光分析の応用(山崎一雄)

1月18-19日 クロマトグラフ討論会(名古屋工業大学)

1月20-21日 第 1回分析化学レクチャー(名古屋工業大学)

2月20日

講義:ガスクロマトグラフィーの理論(益子洋一郎)

ポーラログラフイー(館 勇)

放射化学分析(本島健次)

有機元素分析(今枝一男)

発光分光分析(浜口隆信)

分析化学雑感(菅原健)

講演会(愛知県文化会館)

講演:機器分析の現状について(武内次夫)

工業 X線分析法について(久保輝一郎)

映画:機器分析
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1961年度

(昭36)

1962年度

〔分析化学会創立10周年〕

(支部長)山崎一雄(副支部長)小田仲彬、木下弥兵衛

(常任幹事)飯田忠三、飯沼弘司、今枝一男、入谷信彦、大井信一、太田一男、小沢昭弥、

小玉数信、斉藤 謙、坂本重一、杉山良隆、田中元治、中川元吉、松平 }II買、松前鼎一、

村田旭

8月25-26日 第3回講習会(名古屋市立大学薬学部)

講義:キレート化合物概説(山崎一雄、田中元治)

キレート滴定概説(武内次夫)

薬品分析におけるキレート滴定(木下弥兵衛)

金属分析におけるキレート滴定(太田一男)

実習:キレート滴定

10月 6-7日 浜松地方大会(静岡大学工学部)

11月18日

11月29日

講演15件、特別講演 3件

10周年記念講演会(荒川長太郎合名会社)

講演:電子スピン共鳴の分析への応用(栗田雄喜生)

映画:ファイグルの点滴反応、自然の忘れた世界、未来の家

10周年記念講演会(富山県工業試験場)

講演:分配による分離(木羽敏泰)

放射能を利用する化学分析(浜口 博)

(昭37) I (支部長)武内次夫(副支部長)上田俊三、小山忠四郎

1963年度

(昭38)

(常任幹事)飯沼弘司、今枝一男、入谷信彦、太田一男、熊田恭一、小玉数信、斉藤 謙、

杉山良隆、田中元治、寺田喜久雄、中川元吉、村田 旭、森田 清、山本善一

8月28-30日 第4回講習会(名古屋工業技術試験所)

講義:炎光光度法(蟹江照行)

原子吸光分析法(鈴木正巳)

吸光光度法(柴田正三)

ポーラログラフ法(砂原広志)

ガスクロマトグラフ法(武内次夫)

実習:上記 5コース

10月 4-6日 第 6回放射化学討論会(金沢大学)

11月 6-9日 研究発表会(名古屋市工業研究所)

研究発表、特別講演合わせて35件

(支部長)木羽敏泰(副支部長)太田一男、森田 清

(常任幹事)今枝一男、入谷信彦、大沢真澄、斉藤 謙、杉山良隆、田中元治、寺田喜久雄、

中川元吉、村田 旭、山本善一

8月25-28日 第 5回講習会
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1964年度

(昭39)

1965年度

(昭40)

(名古屋工業大学、名古屋工業技術試験所、名古屋大学工学部)

講義:溶媒抽出及びキレート滴定(中川元吉、田中元治)

発光分光分析(山崎一雄、森田 清)

X線分析(武内次夫)

放射化分析(浜口博)

実習:溶媒抽出及びキレート滴定、発光分光分析、蛍光 X線分析

10月 8-11日 第12年会(金沢大学、実行委員長石橋雅義)

研究発表:219件、特別講演:3件、参加者:478名、第 l回学会賞授賞式、

見学会:高岡一富山一魚津、能登半島、金沢市内の 3班

11月 5-7日 第10回ポーラログラフ討論会(日本生命ピル)

2月17-19日 NMR講習会(名古屋大学工学部)

講義:4件

(支部長)木下弥兵衛(副支部長)入谷信彦、小玉数信、阪上正信

(常任幹事)板谷芳京、今枝一男、大沢真澄、北野康、小池久、斉藤謙、杉山良隆、

田中元治、寺田喜久雄、中川元吉、村田 旭、山本善一、安井永三

8月27-29日 第6回講習会(名古屋市立大学薬学部)

講義:医薬品製剤の分析法(木下弥兵衛)

水分定量法概説(舟阪渡)

実習:A. P. D.製剤を基剤として、二、三の薬品をそれに配合した解熱鎮

痛剤の分析、水分定量法

開催日不明 講演会(福井大学)

講演:元素分析の統一化とその問題点(小田仲彬)

核磁気共鳴と化学(藤原鎮男)

スライド:核磁気共鳴とその応用例

11月11日 有機微量分析法中酸素直接定量法討論会(名古屋市工業研究所)

討論:7件

(支部長)小玉数信(副支部長)入谷信彦、大井信一、田中元治

(常任幹事)足立敏夫、井口正信、石井大道、板谷芳京、今枝一男、岩永忠勝、太田一男、

蟹江照行、北野康、小山忠四郎、阪上正信、杉山良隆、鈴木孝、高林昇、寺田喜久

雄、中川元吉、野村昇、開三郎、村田旭、森田清、安井永三、吉森孝良

5月13-15日 元素分析講習会(富山県工業試験場)

5月16日

講義:微量てんびん取扱法および炭水素、窒素、酸素の定量

実習:普通型及び迅速型機器使用

第29回元素分析シンポジウム(富山大学薬学部)

討論:13件、特別講演 1件

8月26-27日 第7回講習会(静岡薬科大学)
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1966年度

講義:キレートを利用する分析法(入谷信彦)

放射化学分析法(神原富尚)

電気微量分析法(尾崎徳郎)

実習:放射化学分析法、電気微量分析法

10月17-18日 研究発表会(名古屋大学工学部)

12月 8日

研究発表:12件

実用分析化学講演会(名古屋市工業研究所)

講演:Si、P、Asの比色分析法(金森悟)

アルミニウム合金の迅速分析法(向井孝一)

一般的な分析機器の取扱い注意(石井大道)

(昭41) I (支部長)森田 清(副支部長)今枝一男、角尾貞之、水池敦

ト一一一一

1967年度

(昭42)

(常任幹事)足立敏夫、井口正信、石井大道、板谷芳京、岩永忠勝、入谷信彦、大井信一、

太田一男、蟹江照行、北野 康、黒崎正三、小山忠四郎、阪上正信、柴田正三、砂原広志、

田中元治、立松晃、寺田喜久雄、中川元吉、野村昇、村田 旭、安井永三、山本善一、

米窪達雄

5月15-16日 第31回元素分析シンポジウム(静岡薬科大学)

講演:16件

8月25-27日 第8回講習会(名古屋大学工学部、名古屋工業技術試験所)

特別講義:高分子分析の最近の進歩(武内次夫)

極微量成分分析の最近の進歩(水池敦)

大気汚染分析の最近の進歩(北JlI徹三)

実習:ガスクロマトグラフィー、原子吸光分析、自動滴定、分析化学エレ

クトロニクス入門、蛍光 X線分析、高感度ポーラログラフィ一、

自動分析(プロセス蛍光 X線分析法、プロセスボルタンメトリー、

プロセス吸光光度法)

11月 1-4日 研究発表会，(名古屋市科学館)

研究発表:36件

1月20日 自動車排気ガス分析法講演会(名古屋ホテル)

講演:3件

2月 9日 第44回X線工業分析法研究懇談会(名古屋ホテル)

講演:3件

(中部支部創立10周年〕

(支部長)武内次夫(副支部長)今枝一男、上田俊三、水池敦

(常任幹事)足立敏夫、井口正信、石井大道、入谷信彦、岩永忠勝、太田一男、北野 康、

黒崎正三、小山忠四郎、柴田正三、鈴木泰三、鈴木義仁、砂原広志、田中元治、立松 晃、

角尾貞之、寺田喜久雄、中川元吉、野村 昇、村田 旭、山本善一、米窪達雄
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1968年度

7月 3-6日 第28回討論会(名古屋市科学館、実行委員長 武内次夫)

7月 5日

討論主題〔高分子分析、公害の分析化学、高純度物質の分析化学、一般分

析〕

一般討論 :78件、特別討論:3件、特別講演:2件、工場見学、エキスカー

ンョン

中部支部創立10周年記念講演会(名古屋市科学館)

記念講演:素人分析化学者40年の思い出(菅原 健)

中部支部10年の回顧(内藤多喜夫)

8月24-26日 第 9回講習会(金沢大学理学部、工学部)

9月28日

講義:元素分析(フラスコ燃焼法)(板谷芳京)

デリパトグラフィー(土屋亮吉)

旋光分散(柴田村治)

電子スピン共鳴(清水立生)

炎光光度法(上田俊三)

自動電位差滴定及び電導度滴定(木羽敏泰)

ガスクロマトグラフィー(小田仲彬)

原子吸光分析(武内次夫)

実習:デリパトグラフィー及び旋光分散、自動電位差滴定及び伝導度滴定、

原子吸光分析及び炎光光度法、ガスクロマトグラフィー及び電子ス

ピン共鳴、元素分析

訪日学者講演会(名古屋大学法学部)

講演:G. Wohllebenn 

10月16-17日 第4回 X線工業分析討論会(名古屋大学法学部)

10月17-20日 研究発表会(名古屋大学法学部)

研究発表:35件

12月 5-6日 原子吸光分析講習会(名古屋市工業研究所)

2月6日

講演:原子吸光分析の原理と有機材料への応用(武内次夫)

原子吸光分析の進歩と無機材料への応用(鈴木正巳)

実習:2件

講演会(名古屋市科学館)

講演:スパークソース質量分析器による無機成分の分析(水谷 武)

電力会社における機器分析の現状(宮川 稔)

ゲルパーミエ←ションクロマトグラフィーについて(木村幾生)

(昭43) I (支部長)小田仲彬(副支部長)神原富尚、神戸正雄、鈴木正巳

(常任幹事)足立敏夫、飯田忠三、石井大道、板谷芳京、太田一男、喜谷喜徳、北野 康、

小山忠四郎、椎尾 一、柴田正三、鈴木義仁、砂原広志、田中元治、立松 晃、角尾貞之、

中川元吉、林滋彦、三賀森務、水池敦、村田旭

5月24-26日 第35回元素分析、第 3回微小質量測定合同シンポジウム
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1969年度

(福井大学教育学部)

研究発表:17件、特別講演:2件、パネル討論会

8月27-29日 第10回講習会(名古屋工業大学)

講義:液ー液クロマトグラフィーによる無機イオンの分離(木羽敏泰)

原子吸光分析(飯田忠三)

キレート滴定(中川元吉、田中元治)

実習:キレート滴定、原子吸光分析

10月16-18日 第5回 X線工業分析討論会(名古屋大学法学部)

10月17日

1月25日

2月 1日

一般討論:14件、特別講演:6件

研究発表会(名古屋大学法学部)

一般研究発表:22件

講演会(静岡大学工学部)

講演:大気汚染の自動分析(武内次夫)

産業廃水の水質自動分析(砂原広志)

第49回 X線工業分析法懇談会(中部科学技術センター)

講演:2件

(昭44) I (支部長)田中元治(副支部長)石井大道、桜場周吉、米窪運雄

(常任幹事)太田一男、板谷芳京、椎尾 一、鈴木正巳、砂原広志、角尾貞之、中川元吉、

林 滋彦、村田旭

8月25-27日 第11回講習会(名古屋大学工学部)

特別講義:ラボラトリーオートメーションの現状と将来(石田順一)

分析用有機試薬に関する最近の話題(上野景平)

実習:ガスクロマトグラフィー、原子吸光分析、高感度ポーラログラ

フィー及びストリッピング法、 X線分析、放射線利用分析、首高分

子分析、 トレースアナリシスにおける分離濃縮、産業廃水の機器

分祈

10月13-16日 第 1回中部化学関連学協会支部連合秋季大会(名城大学薬学部)

一般研究発表(分析関係) : 38件、特別講演 5件

10月13-14日 第6回 X線工業分析討論会(名古屋大学工学部)

11月16日

11月 8日

12月 8日

2月 3日

研究発表:21件、特別討論:4件

第13回放射化学討論会(名古屋工業大学)

講演会(福井大学教育学部)

講演:機器による高分子分析(武内次夫)

溶媒抽出法による金属の定量(田中元治)

講演会(名古屋市工業研究所)

第55回 X線工業分析法研究懇談会(中部電力総合技術研究所)

講演:2件
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1970年度

(昭45) I (支部長)桜場周吉(副支部長)石井大道、柴田村治、水池敦

1971年度

(常任幹事)井口正信、飯田忠三、大滝仁志、太田一男、河口広司、椎尾 一、柴田正三、

立 松 晃 、寺田喜久雄、林滋彦、三 賀 森 務 、 村 田 旭

8月25-27日 第12回講習会(名城大学薬学部、名古屋大学工学部)

特別講義:錯体化学の医薬品への応用(坂口武一)

産業廃水の連続機器分析(砂原広志)

実習ガスクロマトグラフィー、原子吸光分析、 X線分析、赤外分光分析、

蛍光光度分析、発光分光分析、液体クロマトグラフィー、核磁気共

鳴スベクトル、 GC-MS、産業廃水分析

10月13-16日 第19年会(名城大学薬学部、実行委員長桜場周吉)

研究発表:286件、参加者:1057名

見学会:浜名湖方面、鈴鹿方面

10月13-14日 第7回 X線工業分析討論会(名城大学薬学部)

研究発表:20件、特別討論:5件

10月16-18日 第2回中化連秋季大会(名古屋大学工学部)

一般研究発表(分析関係) : 7件、特別講演:4件

10月17日 公害に関する講演会(金沢大学教養部)

講演:わが国の大気汚染と水質汚濁(佐谷戸安好)

カドミウムの生体に対する影響について(久保田憲太郎)

2月 6日 高分子分析講演会(中部科学技術センター)

講演:核磁気共鳴による高分子分析(藤原鎮男)

クロマトグラフによる高分子分析(武内次夫)

2月6-7日 工場見学会:東洋醸造(楠本社工場

(昭46) I (支部長)水池敦(副支部長)石井大道、椎尾一、三賀森務

(常任幹事)井口正信、飯田忠三、河口広司、神戸正雄、喜谷喜徳、柴田正三、柴田村治、

寺田喜久雄、中井信之、西井義隆、藤島巌、村田 旭

7月3日 講演会(信州大学理学部)

講演:迅速電解法の進歩(藤永太一郎)

産業廃水の水質自動分析法(砂原広志)

イオン交換体の分析化学的利用(森 芳弘)

8月25-27日 第13回講習会(名古屋工業技術試験所)

9月11日

特別講義:大気汚染の機器分析(荒木 峻)

最近の原子スベクトル分析(武内次夫)

実習:原子吸光分析、ガスクロマトグラフ分析、産業廃水の水質機器分析、

二波長分光測定分析、高周波プラズマスベクトル分析

講演会(富山県民会館)

講演:機器分析の最近の動向について(藤原鎮男)
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1972年度

(昭47)

原子吸光分析について一公害分析への応用(酒井 馨)

公害分析所感(木羽敏泰)

10月16-19日 第3回中化連秋季大会(名古屋大学工学部)

一般研究発表(分析関係) : 8件、特別講演:3件

11月13日 講演会(福井大学工学部)

講演:陸水水質の現状と展望(北野康)

海洋水質の現状と展望(岡部史郎)

産業廃水処理法(市川邦久)

11月26日 産業廃水の機器分析に関する講習会(静岡県工業試験場)

1月28-29日 工場見学会:日本専売公社浜松工場、静岡県水産試験場

(支部長)石井大道(副支部長)上田俊三、椎尾一、村田旭

(常任幹事)小友 允、鎌田栄二郎、神戸正雄、喜谷喜徳、小辻杢也、鈴木義仁、中井信之、

根津弘幸、林滋彦、藤島巌、三賀森務、山本善一

4月8日

4月 9日

4月12日

4月21日

5月17日

訪日学者講演会(名古屋大学工学部)

。(静岡大学工学部)

。(金沢大学理学部)

講演:Chemical Analysis of Environmental Samples and Rapid Method for 

Radioactive Monitoring in the Federal Republic of Germany 

訪日学者講演会(名古屋大学理学部)

講演:Ion Selective Electrode (H. Freiser) 

公害防止管理測定技術講習会(名古屋市工業研究所)

講義:大気汚染における測定技術(椎尾 一)

大気汚染における機器分析(鈴木義仁)

水質汚濁における機器分析(石井大道)

水質汚濁の現場的簡易分析(蟹江照行)

(B. Sansoni) 

8月23-25日 第14回講習会(名古屋市立大学薬学部)

8月29日

特別講義:環境試料の分析化学(木羽敏泰)

機器による臨床化学分析(藤井達三)

実習:ガスクロマトグラフィー(環境試料、生体試料)、原子吸光分析、

吸光光度法

電気化学基礎講習会一電気化学測定法入門(東別院青少年会館)

講義 7件

10月11-14日 第4回中化連秋季大会(中京大学)

10月11日

一般研究発表(分析関係) : 52件

特別討論会(分析化学における有機試薬の利用〕

特別講演:2件、研究発表:19件

第 9回 X線分析討論会(中京大学)

-129-



1973年度

(昭48)

10月28日

11月25日

1月16日

特別講演:4件、研究発表:18件

訪日学者講演会(名古屋大学理学部)

講演会(金沢大学工学部)

講演:生体試料からの医薬品分析(田村善蔵)

大気汚染成分の分析の現状と問題点(荒木 峻)

講演会(中部科学技術センター)

講演:高速液体クロマトグラフィーについて一装置と応用(浅井 圭)

スペクトルデータのコンピューター解析による有機化合物の構造推

定一現状と将来(佐々木慎一)

2 月 9~ 1O日 工場見学会:三井東圧化学(鮒総合研究所、(槻資生堂大船工場

2月20日 若手会員懇話会(中部科学技術センター)

若手会員講演 :10件

(支部長)上田俊三(副支部長)入谷信彦、喜谷喜徳、村田 旭

(常任幹事)小友允、鎌田栄二郎、小辻杢也、椎尾 一、鈴木正巳、鈴木義仁、滝野吉雄、

中川元吉、根津弘幸、野村昇、林滋彦、山寺秀雄、山本善一

8 月 23~25 日 第15回講習会(金沢大学工学部、理学部、薬学部)

特別講義:クロマトグラフィーとスペクトロメトリーの直結分析法につい

て(石井大道)

実習:ガスクロマトグラフイー、核磁気共鳴、分散型蛍光 X線分析、非

分散型蛍光 X線分析 .y線解析、試料処理法、強リン酸を用いる

分析法、温度滴定、高速液体クロマトグラフィー

8 月 28~29 日 電気化学基礎講習会(東別院青少年会館)

講義:8件

10月 16~17 日 第5回中化連秋季大会(名古屋工業大学)

一般研究発表(分析関係) : 13件

特別討論会〔けい酸塩分析〕

招待講演:けい酸塩分析の最近の話題(多田格三)

けい酸塩分析における諸問題(西村耕一)

パネル討論会:講演 8件

研究発表:6件

11 月 12~13 日 高速液体クロマトグラフィー講習会(名古屋市工業研究所)

2月2日

講義:高速液体クロマトグラフの理論と装置(武内次夫)

高速液体クロマトグラフの有機化学への応用(平田義正)

実習:6件

講演会(静岡大学工学部)

講演:悪臭防止技術の問題点(福地知行)

水質汚濁防止技術の問題点(梅沢写生)

2 月 8~9 日 工場見学会:関西電力美浜原子力発電所
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1974年度

2月14日

2月16日

油化学講習会(中部科学技術センター)

第86回X線分析研究懇談会(名古屋大学工学部)

講演:3件

(酬) I (支部長)入谷信彦(副支部長)喜谷喜徳、佐竹正忠、山寺秀雄

(常任幹事)伊豆津公佑、金森悟、河口広司、椎尾 一、柴田正三、鈴木詳亮、鈴木正巳、

滝野吉雄、寺田喜久雄、中川元吉、野村 昇、野路雅英、和田弘子

5月20-21日 有機微量分析研究懇談会・質量測定研究会合同シンポジウム(栂原高原一

読売山荘)

研究発表:12件、特別講演:1件

7月22-23日 機器による高分子分析講習会(名古屋市工業研究所)

8月25日

講義:3件、実習:4件

第16回講習会(静岡薬科大学)

講義:臨床化学分析と医療の接点(星 昭二)

炎光分析と原子吸光分析(鈴木正巳)

自動分析機器(入谷信彦)

臨床生化学分析(奥田 潤)

関連機器・試薬の展示

10月16-18日 第6田中化連秋季大会(名古屋大学工学部)

一般研究発表(分析関係) : 13件

特別討論会〔クロマトグラフィー〕

研究発表:28件、特別講演:2件

11月 9日 講演会(福井大学工学部)

講演:環境香料の考え方(吉田克巳)

水圏環境化学の考え方(藤永太一郎)

11月22-23日 見学会:茨城大学五浦美術文化研究所

12月 5日

2月 6日

呉羽化学工業(樹錦工場

宿泊:いわき市国民宿舎塩屋崎荘

講演会(四日市農協会館)

講演:廃水の自動測定法(砂原広志)

高分子データ集積の現状と今後の問題(竹田政民)

最近の機器分析の動向(武内次夫

第3回原子吸光分析研究懇談会(名古屋大学工学部

講演:2件 | 
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1975年度

(昭50)

〔ぶんせき〕創刊

(支部長)喜谷喜徳(副支部長)神原富尚、寺田喜久雄、山寺秀雄

(常任幹事)金森悟、河口広司、後藤克己、佐竹正忠、柴田正三、清水純夫、鈴木誇亮、

鈴木孝、野路雅英、舟橋重信、宮崎元一、森定雄、和田弘子

5月22-23日 第36回討論会(金沢大学工学部、実行委員長 木羽敏泰)

討論主題〔環境こん跡分析と環境化学計測〕

5月27日

特別講演:Method of Standards for Trace Analysis in the Environment (P. 

D. LaFleur)及び(1.L. Barnes) 

研究発表:101件

訪日学者講演会(名古屋大学工学部)

講演:Recent Development in Organic Micro Chemistry (T. S. Ma) 

8月20-22日 第17回講習会(名古屋市立大学薬学部)

10月 7日

10月14日

講義:生体試料について(奥谷博俊)

環境試料について(長谷川敬彦)

生体及び環境試料の機器分析について(武者宗一郎)

実習:原子吸光分析、高速液体クロマトグラフ分析、ガスクロマトグラフ

分析、二波長分光光度分析

排水分析講習会(名古屋市工業研究所)

講義:3件、実習 1件

訪日学者講演会(名古屋大学理学部)

講演:Solvent Extraction and Coordination Chemistry (Y. Marcus) 

10月20-23日 第7回中化連秋季大会(名古屋大学工学部)

11月 7日

1月31日

一般研究発表(分析関係} : 30件

特別討論会〔分析化学における鎖体化学の利用〕

招待講演:金属キレート陽イオンによる陰イオンの溶媒抽出(山本勇麓)

硫黄配位錯形成剤の反応と応用ーチオ-sージケトン関連化合

物を中心として(田中 久)

研究発表:23件

講演会(富山県薬業会館)

講演:トレースアナリシスの諸問題(水池 敦)

選択性金属吸着剤・固定剤の開発と環境保全(小田仲彬)

講演会(静岡大学教養部)

講演 :3件

2月 6-7日 見学会:(槻養命酒駒ケ根工場、(掬タケヤ味噌上諏訪工場

2月10日

懇親会と宿泊:連合会共済諏訪湖荘

機器分析講習会一高速液体クロマトグラフイーの適用と問題点

(名古屋市工業研究所)

講義:原理及び装置(武内次夫)

高速液体クロマトグラフイーの簡易ミクロ化(石井大道)

分離様式の選択法(森定雄)
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1976年度

(昭51)

1977年度

(昭52)

ノfネJレ討論

3月26日 化学英語講習会(名古屋市立科学館)

(支部長)山寺秀雄(副支部長)神原富尚、鈴木正巳、野村 昇

(常任幹事)井口正信、小島 功、小辻套也、後藤克己、佐竹正忠、清水純夫、鈴木 孝、

中島良三、舟橋重信、宮崎元一、三輪智夫、森 定雄

5月10日

5月15日

訪日学者講演会(名古屋大学工学部)

講演 RecentDevelopment in Atomic Absorption and Atomic Fluores. 

cence Spectroscopy (T. S. West) 

訪日学者講演会(名古屋大学工学部)

講演:Biological and Analytical Perspective on Zinc Biochemistry 

(8-L Vallee) 

8月18-20日 第18回講習会(名古屋大学工学部)

特別講義:超微量成分分析における汚染とその対策(水池 敦)

環境汚染と分析化学(山県 登)

実習:原子吸光分析、高速液体クロマトグラフ分析、ガスクロマトグラフ

分析、赤外吸収スペクトル分析、電気分析

10月 4-6日 第20回放射線化学討論会(静岡大学教養部)

研究発表:91件、特別講演:4件

10月16-18日 第8回中化連秋季大会(名古屋大学農学部)

一般研究発表(分析関係) : 14件

特別討論会〔原子吸光分析〕

研究発表:19件、パネル討論

2月 1日 講演会(信州大学工学部)

講演:分離について(品川睦明)

イオン会合性試薬について(桐栄恭二)

化学発光を利用する連続分析機器(岡 正太郎)

2月 4.日 講演会(金沢大学工学部)

講演:不足当量反応の分析化学への応用(鈴木信男)

環境放射能分析の動向(浜口 博)

アクリル系化合物の生体作用(橋本和夫)

2月4-5日 工場見学会:武田薬品工業(捕湘南工場

2月 9-10日 実務者のための原子吸光分析講演会(名古屋市工業研究所)

講演:8件

一一一

(支部長)神原富尚(副支部長)柴田正三、鈴木正巳、宮崎元一

(常任幹事)井口正信、板谷芳京、小島 功、小辻牽也、中島良三、中須賀徳行、根津弘幸、

野村昇、林滋彦、水野孝一、三輪智夫、山崎豊
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1978年度

(昭53)

4月18-19日 化学英語講習会(名古屋市科学館)

8月25-26日 第19回講習会(名古屋大学工学部、名古屋工業大学)

9月19日

9月27日

特別講義:水質分析一重金属元素の分析(北野康)

機器分析における有機試薬の利用(柴田正三)

液体イオン交換剤を用いる化学分離法(中川元吉)

実習:高速液体クロマトグラフィー、原子吸光分析

H. Freiser教授を囲む懇談会(名古屋工業大学)

環境分析講習会(名古屋市工業研究所)

講演:産業廃棄物溶質試験の実際(杉木仁彦)

水質簡易分析の展望(蟹江照行)

実習:水質簡易分析機器

10月16-18日 第9回中化連秋季大会(名古屋工業大学)

1月23日

1月27日

一般研究発表(分析関係) : 14件

講演会(四日市農協会館)

講演:化学測定における標準物質と標準データ(益子洋一郎)

環境化学分析の諸問題(荒木俊)

講演会(富山大学図書館)

講演:環境放射能研究と分析化学(阪上正信)

鉱山廃水による洞爺湖の汚染とその防止(後藤克己)

2月3-4日 工場見学会:中部電力浜岡原子力発電所

〔中部支部創立20周年〕

(支部長)宮崎元一(副支部長)小辻杢也、柴田正三、鈴木正巳

(常任幹事)石塚紀夫、板谷芳京、後藤克己、鈴木詳亮、鈴木真言、柘植 新、寺田喜久雄、

中須賀徳行、根津弘幸、野村毅、林滋彦、水野孝一、森定雄、山本善一

4月21日 訪日学者講演会(名古屋大学工学部)

(R. G. Bates) 

5月29-30日 有機微量分析懇談会、質量測定研究会合同シンポジウム

(エーザイ内藤記念館くすり博物館)

研究発表:25件、特別講演 1件

6月 6-7日 講演会及び展示会一東海無機分析研究会20周年記念(名古屋市工業研究所)

講演:自動車工業における EPMA分析(伊勢 淳)

分析用有機試薬の現状(柴田正三)

アルミニウム合金分析の歴史と現状(向井孝一)

最近の鉄鋼分析について(伊東応仁)

内湾の海況と分析化学上の問題点(太田立男)

最近の液体クロマトグラフィーについて(石井大道)

フッ素の湿式分析法(小玉数信)

公定法分析法の動向(多田格三)

7月 6-7日 研究者、技術者、学生のための英語講習会(名古屋市科学館)
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1979年度

7月10日

8月24日

講演会と工場見学会(第二精工舎足利工場、大昭和製紙鈴川工場)

講演:2件

第20回講習会(名城大学薬学部)

特別講義:新しい機器分析法の展望(立松 晃)

微量分析法としてのマススペクトロメトリー(鈴木真言)

イソタコフォレーシスの現状と将来(宮崎 浩)

実習:高速液体クロマトグラフイ一、原子吸光分析

10月 5-6日 第 5回環境汚染物質とそのトキシコロジーシンポジウム(静岡県医師会館)

10月11-15日 第27年会(金沢大学、実行委員長上田俊三)

11月11日

11月25日

研究発表:426件、参加者:1201名

講演会(福井大学工学部)

講演:環境汚染物質の生体濃縮について(吉田多摩夫)

環境分析における標準試料(木羽敏泰)

中部支部創立20周年記念講演会(王山会館)

講演:古代青銅器及びガラスの研究に対する質量分析の応用・鉛同位体比

の測定(山崎一雄)

LCの検出器・特に MSについて(武内次夫)

分離法20年の進歩と将来への希望(木羽敏泰)

12月 8-9日 見学会:筑波研究学園都市、協和醗酵工業(柑土浦工場

(昭附 I (支部長)鈴木正巳(副支部長)河口広司、柴田正三、林 滋彦

(常任幹事)石塚紀夫、伊豆津公佑、河合 聡、後藤克己、桜井定人、佐竹正忠、鈴木諒亮、

鈴木真言、柘植新、寺田喜久雄、野村毅、長谷川敬彦、村田旭、森定雄

4月 9日 訪日学者講演会(名古屋大学工学部)

講:i寅:Capillary Gas-and Liquid-Chromatographies. and their Biochemical 

Applications (M. Novotony) 

5月19-20日 化学英語講習会(名古屋市科学館)

8月22-23日 第21回講習会(名古屋大学工学部)

講義:高周波プラズマ発光分析の現状(河口広司)

フレームレス原子吸光分析とその問題点(鈴木正巳)

最近の高速液体クロマトグラフィー(石井大道)

LC-MS直結システムの展望(柘植新)

高速ゲルパーミエーションクロマトグラフィー (GPC)(森 定雄)

実習:上記の 5コース

9月 6-7日 電気化学基礎講習会(名古屋工業大学)

講演:4件、実習:2件

10月 4-6日 第10田中化連秋季大会(静岡大学工学剖n
一般研究発表(分析関係) : 12件

特別討論会〔液体クロマトグラフィーの高性能化〕
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1980年度

(昭55)

研究発表:22件、パネル討論

11月 9日 講演会(金沢大学理学部)

講演:法科学と放射化分析(狐塚寛)

高速液体クロマトグラフィーのミクロ化について(石井大道)

12月 7-8日 工場見学会:エーザイ(槻川島工場・内藤記念館くすり博物館

1月23日

2月26日

講演会(岐車大学工学部)

講演:化学薬品の法規制と安全な取り扱い(木本三夫)

クロマトグラフイーの新しい応用一熱分解による高分子の構造解析

及びLC-MS直結(柘植新)

分析機器へのマイコンの利用講習会(名古屋市工業研究所)

講義:4件、実習:2件

(支部長)柴田正三 (副支部長)河口広司、後藤克己、中川元吉

(常任幹事)石塚紀夫、伊豆津公佑、河合聡、後藤正志、桜井定人、鈴木誇亮、中須賀

徳行、野村昇、長谷川敬彦、林滋彦、山本善一、山田碩道、和田弘子

4月12-13日 技術系社員・研究者・学生のための化学英語講習会(名古屋市科学館)

8月19-20日 第22回講習会(名古屋大学工学部)

講義:ICP発光分光分析の現状(河口広司)

高速液体クロマトグラフィー(石井大道)

最新の吸光光度法(柴田正三)

最近のポーラログラフィーとストリッピングボルタンメトリー

(後藤正志)

マイコンの分析化学への応用(制御とデータ処理)(河合勝司)

実習:上記 5コース

9月 2-3日 電気化学基礎講習会(名古屋工業大学)

講義:9件、実習:4件

9月13日 講演会(富山大学理学部)

講演:ラマンで分子を見たとき(川井清保)

工業化のためのアイデア(児玉 寛)

私のとっておきの発想法(泉 美保)

10月16-18日 第11回中化連秋季大会(名古屋大学工学部)

10月31日

一般研究発表(分析関係) : 13件

特別討論会〔吸光光度法の再発見〕

招待講演:流れを用いる吸光光度法について(石井大道)

有機試薬の感度向上を目ざして(桐栄恭二)

研究発表:20件

講演会(信州大学理学部)

講演:ミクロカラム液体クロマトグラフィーの最近の進歩(石井大道)

最近の新しい機器分析法(池田重良)
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1981年度

(昭56)

11月25日

11月27日

11月28日

訪日学者講演会(名古屋大学理学部)

講演:Thermodynamics of Dioxygen Complex Formation (A. E. Martell) 

訪日学者講演会(名古屋大学豊田講堂)

講演:Strategies in the Determination of Elements in Extremely Low Con-

centrations (G. Tolg) 

講演会(名古屋大学豊田講堂)

講演:岩石、イン石、廃水一トレースアナリシス経験談(大西 寛)

トレース量の元素定量のための予備濃縮(寺田喜久雄)

12月 5-6日 工場見学会:東洋醸造(鮒本社工場

1月20日

1月30日

オープンセミナー(愛知県中小企業センター)

講演:5件

講演会(富山大学理学部)

講演:高速液体クロマトグラフィーの分離条件の選び方(野村 昇)

界面活性剤溶液の相分離現象を利用する抽出法(渡辺寛人)

衛生薬学と無機微量分析(宮崎元一)

(支部長)中川元吉(副支部長)飯田忠三、寺田喜久雄、村田 旭

(常任幹事)後藤克己、後藤正志、清水純夫、滝野吉雄、柘植新、中嶋邦雄、林 滋彦、

水野孝一、森 定雄、山田碩道、山田真吉、山本善一、和田弘子

5月28-29日 第42回討論会(グリーンホテル三ケ根、実行委員長 田中元治)

討論主題〔微量分析、分析化学と溶液化学〕

主題講演:120件

一般講演:48件(内ポスター発表:42件)

製品紹介講演:15件

記念講演:Surface Problem of Ion-Selective Electrode (E. Pungor) 

参加者:421人

6月 1-2日 第48固有機微量分析研究会シンポジウム(金沢大学医学部)

講演:15件、特別講演 1件

7月 4日 講演会(金沢大学教養部)

講演 2件

7月比一17日 化学英語講習会(名古屋市科学館)

講義:3件

8月 4日 講演会(名古屋大学工学部)

講演:Atomic Fluorescence Spectrometry (]. D. Winefordner) 

8月26-28日 第23回講習会(名古屋工業大学)

特別講義:微量分析の最近の動向(石井大道)

接触分析(田中元治)

実習:イオン選択性電極、原子吸光分析、高速液体クロマトグラフィー、

フローインジェクション法
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9月10日

9月11日

10月 7日

受講者:41名

講演会(名古屋工業大学)

講演:Flow Injection-A New Tool for Instrumental Analysis (]. Ruzicka) 

訪日学者講演会(名古屋大学工学部)

講演:ICP-AES， Selected Topics (P. W. J. M. Boumans) 

講演会(信州大学理学部)

講演:Atomic Spectrometry of Biosignificant Trace Elements in Soils， 

Plant and Animal Nutrition (T. S. West) 

10月 8-10日 第12回中化連秋季大会(名古屋大学教養部)

11月 6日

11月27日

11月28日

12月 1日

一般研究発表(分析化学、環境化学) : 12件

特別討論会〔溶媒抽出〕

招待講演:高分子量アミンによる溶媒抽出(佐藤太一)

カルボン酸による金属の抽出(山田碩道)

金属錯体の抽出におよぽす諸国子(関根達也)

研究発表 :11件

分析化学講演会 SomeNew Results in Developments in Field of Elec-

troanalytical Micro and Trace Analysis (F. Umland) 

高分子分析講演会(福井大学教育学部)

講演:3件

油化学におけるコンビュータ(名古屋観光会館)

講演:4件

講演会(静岡大学教養部)

講演:NOx， SOxの化学(広田栄治)

遺伝現象にせまる化学(三浦謹一郎)

分析化学における研究の開発(木羽敏泰)

環境と化学に関するパネル討論会(愛知厚生年金会館)

講演:5件、パネル討論

12月 4-5日 見学会:水産庁養殖研究所(伊勢、志摩)

12月 7日

1月19日

1月29日

懇親会と宿泊(賢島観光ホテル和風賢島別館)

参加者:中部支部19名、関東支部16名

第 1回 HPLC研究談話会(名古屋大学工学部)

講演 2件

オープンセミナー(名古屋逓信会館)

講演:4件

講演会(金沢大学理学部)

講演:酸化還元不足当量法を用いる放射分析化学(神原富尚)

配位子置換反応の二、三の応用(中川元吉)
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1982年度

(昭57) (支部長)寺田喜久雄(副支部長)飯田忠三、伊豆津公佑、村田 旭

(常任幹事)板谷芳京、宇井停二、宇佐美四郎、酒井忠雄、佐竹正忠、鈴木真言、滝野吉雄、

柘植新、中嶋邦雄、野村俊明、平出正孝、水野孝一、森定雄、山田真吉

4月20日

5月18日

講演会(愛知厚生年金会館)

講演:N. Novotony 

第 7回プラズマ分光分析講演会(愛知中小企業センター)

講演:5件

6月 3-4日 第49固有機微量分析研究懇談会シンポジウム(信州大学旭会館)

研究発表 :11件

7月15日 訪日学者講演会(名古屋大学理学部)

講演:Hydrophobic Interactions in Mixed Complexes (H. Sigel) 

7月17日 第 3回 HPLC研究談話会(名城大学薬学部)

講演:16件

8月26-27日 第 1回夏期セミナー(和倉逓信保養所)

主題:原子吸光分析、高速液体クロマトグラフィー

話題特別講演:“一滴法"原子吸光分析(内田哲男)

HPLCの無機微量分析への応用(早川和一)

話題提供講演:疎水性基をもっ吸着剤を用いる微量成分の前濃縮法

(田口茂)

アンモニウム塩を用いる難溶性試料の簡易・迅速分解法

(松本健)

原子吸光分析一四半世紀の歩みと将来の展望(柳沢雅明)

液体クロマトグラフィーにおける電気化学的検出器

(原稔)

環境・食品・生体試料中の硫酸イオンのHPLC(大久保登)

有機金属錯体の高速液体クロマトグラフィー

Co皿(ttp)Clの分離挙動を中心にして(本間春雄)

新製品紹介講演:4件

10月 7-9日 第13回中化連秋季大会(三重大学教育学部)

11月 5日

一般研究発表(分析関係) : 20件

特別討論会〔流れを用いる分析〕

研究発表:17件、パネル討論

訪日学者講演会(名古屋大学理学部)

講演:The Role of the Interface in Extraction Kinetics and Equilibria 

(H.. Freiser ) 

Hydrolysis and Related Complexation of Metal Ions (S. Gobom) 

11月 9-11日 第16固化学工学の進歩講演会(気泡・液滴分散工学)(愛知県産業貿易館)

講演:12件

11月19日 講演会(福井大学教育学部)
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1983年度

講演:毛髪中の重金属について(高木靖弘)

環境水及び排水の窒素とリンの化学計測(砂原広志)

12月 3-4日 工場見学会:浜松テレビ(楠本社及び豊岡製作所

懇親会と宿泊(国民宿舎奥浜名湖)

12月10-11日 第1回溶媒抽出討論会(静岡大学工学部)

12月11日

1月21日

2月10日

研究発表:26件

第4回 HPLC研究談話会(名城大学薬学部)

講演:17件

講演会(信州大学工学部)

講演:環境科学と分析化学(不破敬一郎)

泡で極微量元素を分離する(水池敦)

代替エネルギー技術と分析化学(中島史登)

第128回 X線分析研究懇談会(豊橋技術科学大学)

講演:2件

何酬 I(支部長)飯田忠三(副支部長)小辻杢也、柘植新村田旭

(常任幹事)板谷芳京、宇井悼二、酒井忠雄、鈴木真言、田中一彦、永長幸雄、成田九州男、

野村俊明、野村 昇、平出正孝、三井利幸、山田真吉、山田碩道、柳沢雅明、和田弘子

3月15日

4月23日

6月17日

7月 7日

製品開発特別講演会(富山工業高等専門学校)

講演 1件

第 5回 HPLC研究談話会(名古屋大学医学部)

講演 1件、パネル討論

講演会(金沢大学理学部)

講演:難揮発性天然物の化学とマススベクトロメトリー-oligosaccharide 

を中心として(鈴木真言)

植物種と無機イオンーマクロからミクロの化学へ(小山睦夫)

講演会(岐阜歯科大学)

講演:生理活性を有する金属錯体の分析について(喜谷喜徳)

有機試薬とフローインジェクション分析法(中川元吉)

8月22日 第6回 HPLC研究談話会

講演:12件、実習:15件

8月24-25日 第2回夏期セミナー(和倉逓信保養所)

主題:機器分析の実際

1 )高速液体クロマトグラフィー

特別講演:HPLC最近の進歩(森定雄)

話題提供:HPLC用カラムの選択性(岡本光美)

HPLCと各種スペクトル法の直結化について(神野清勝)

2 )特別講演:プラズマ発光法による微量分析(河口広司)

話題提供:カラム電極を用いる電気化学分析法(中田隆二)
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1984年度

(昭59)

最近の微量電気化学分析について(後藤正志)

石炭液化物分析への GC-MSの最近の応用(長谷川 淳)

製品紹介講演 :10件

参加者:62名

10月16-18日 第14回中化連秋季大会(名古屋工業大学)

11月 2日

11月12日

11月22日

一般研究発表(分析関係) : 25件

特別討論会〔原子スベクトル分析〕

招待講演:発光分光分析用プラズマ光源への試料導入法(河口広司)

原子吸光分析(原口紘黒)

水素化物発生による原子吸光分析(中原武利)

研究発表:18件

訪日学者講演会(名古屋大学アイソトープ総合センター)

講演:アノーデイックストリッピングボルタンメトリー(郵家棋)

講演会(富山大学)

講演:環境水の同位体地球化学(水谷義彦)

i奈を膜材料とするイオン選択性電極(日色和夫)

自然に学ぶ一複合材料への展開(松本恒隆)

講演会(名古屋大学アイソトープ総合センター)

講演:Ion Microscopy and Ion Microprobe Analysis (G_ H. Morrison) 

12月 2-3日 工場見学会:昭和電工(掬塩尻工場、東京電力奈川渡ダム

2月10日

懇親会と宿泊:文部省共済組合乗鞍高原の家(あずみ荘)

参加者:中部支部21名、関東支部13名

第128回 X線分析研究懇談会(豊橋技術科学大学)

講演:2件

(支部長)村田旭(副支部長)佐々木慎一、野村昇、森定雄

(常任幹事)宇井悼二、河口広司、後藤克己、佐竹正忠、神野清勝、田中一彦、中須賀徳行、

成田九州男、根津弘幸、野路雅英、三井利幸、柳沢雅明、山田碩道、山本善一、和田弘子

4月23日 第8回 HPLC研究談話会(愛知厚生年金会館)

特別講演 1件

8月21-22日 第 9回 HPLC研究談話会(名城大学薬学部)

研究発表:23件、実習

8月27-28日 第 3回夏期セミナー(地方公務員共済組合浜名荘)

Aコース:HPLC 

話題提供講演:超臨界流体クロマトグラフィー(平田幸夫)

キャピラリー液クロ一電気泳動検出(寺部 茂)

ポルフイリン錯体の液体クロマトグラフィー(斉藤紘一)

レーザー蛍光検出による液体クロマトグラフイー

(今坂藤太郎)
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製品紹介講演:4件

Bコース:分子設計の可能性を求めて

話題提供講演:薬物設計のためのソフトウェア(高橋由雅)

コンピュータ・システム (ACACSJ(吉田元二)

ネットワーク共用による化合物情報等の高度利用システム

における中心的化学物質辞書としての、体系名から作り出

される、立体化学的に正確な物質の登録 (STARS)

(荒木啓介)

パーソナルコンピュータと分析化学(吉村忠与志)

製品紹介講演:3件

ソフトボール大会

参加者:83名

10月4-6日 第15回中化連秋季大会(岐阜大学)

一般研究発表(分析関係) : 27件

特別討論会〔反応速度を利用する分析法〕

招待講演:金属錯体の反応性と配位子置換反応速度の差を用いる分析化学

(山田真吉)

溶媒抽出の速度一化学工学の立場から(原田 誠)

接触分析を用いる分析法と FIA(深沢力)

研究発表:13件

10月10-14日 第33年会(名古屋大学教養部、実行委員長水池敦)

11月16日

11月29日

研究発表:523件、招待講演:2件

ミキサー:サッポロビール浩養園、懇親会:名古屋観光ホテル

見学会:高山一上高地、展示会

参加者:1303名

講演会(富山大学教育学部)

講演:粉じんによる大気汚染(川崎軍治)

アルミニウム中の微量不純物一分析とその特徴(益田敏彦)

分子構造の予測と性質の予知(佐々木慎一)

講演会(名古屋工業大学)

講演:イオン対の生成と抽出(後藤克己)

有機試薬としての大環状化合物(庄野利之)

11月30-12月 1日 工場見学会:富士写真フィルム(欄足利工場

懇親会と宿泊:グリーン天城

参加者:中部支部17名、関東支部23名

12月 7-8日 第3回溶媒抽出討論会(静岡大学工学部)

1月9日

1月19日

特別講演 1件、研究発表:32件

第10回 HPLC研究談話会(名城大学薬学部)

特別講演 1件

講演会(静岡薬科大学)
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1985年度

1月25日

講演:医学・薬学との接点における分析化学

l.医学の立場から(菅野剛史)

2.薬学の立場から(南原利夫)

訪日学者講演会(三重大学工学部)

講演:E. Grushka 

1月29-30日 第8回技術セミナー(愛知県産業貿易館)

超臨界ガス抽出技術の現状と展望

講演:14件

(昭60) I (支部長)佐々木慎一(副支部長)鈴木真言、根津弘幸、山本善一

(常任幹事)板谷芳京、宇井悼二、宇佐美四郎、内田哲男、上蓑義則、河口広司、後藤正志、

酒井忠雄、佐々木与志美、佐藤 真、神野清勝、鈴木誇亮、中須賀徳行、野路雅英、 三輪

智夫、山田真吉

3月14-16日 機器分析のための電子回路実習(名古屋大学工学部)

4月23日

6月13日

6月21日

講師:吉村忠与志

実習、参加者13名

第11回 HPLC研究談話会(愛知厚生年金会館)

特別講演 1件

パネル討論

第3回フローインジェクション分析講演会(愛知厚生年金会館)

特別講演:配位子置換反応速度の差を用いる分析法の設計 WJ田真吉)

連続国定化酵素カラムを用いるプリ ン代謝物の蛍光 FIA

講演:16件、機器展示会

講演会(金沢大学)

講演:分光分析の発展と環境化学 (AASとICP)(山本勇麓)

超微量分析と海洋化学(金森悟)

(大倉洋甫)

8月27-28日 第12回 HPLC研究談話会(名城大学薬学部)

研究発表:9件、実習 :11件

8月29-30日 第 4回分析化学夏期セミナー(地方職員共済組合浜名荘)

主題:分析化学最近の話題から

話題提供講演:イオン会合の特異性を利用した吸光分析(酒井忠雄)

研究とルーチン分析との関連一研究をどのようにしてルー

チン分析にとりいれるか(三井利幸)

水分析におけるストリッピングボルタンメトリー

(三輪智夫)

水品発振子の溶液中での挙動とその分析への応用

(野村俊明)

ソフトボール大会、参加者57~〆l
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1986年度

10月15日 訪日学者講演会(名古屋大学アイソトープ総合センター)

講演 Separationand Preconcentration of Traces of Metals with Sorbents 

8ased on Spherical Polyurethane Membrane Systems (Foams) 

(T.8raun) 

11月27-29日 第16問中化連秋季大会(豊橋技術科学大学)

一般研究発表(分析関係)) : 27件

特別討論会〔逆相 LCの保持機構〕

特別講演:試料の保持と分離に対する固定相の構造の効果(田中信男)

逆相 LCの保持機構の熱力学的解析(山本文子)

研究発表:4件、パネル討論

特別討論会〔超高感度分析の諸問題〕

招待講演:はん用 FIDによる超高感度 GC(高山雄二)

レーザー質量分析法に関tて(古谷圭一)

レーザ一分光(英 貢)

高速液体クロマトグラフィー・分光蛍光法(発がん関連物質の

分析を中心として)(松下秀鶴)

研究発表:6件

12月 6-7日 工場見学会:魚津埋没林、吉田工業(槻黒部工場

12月12日

1月10日

2月 3日

2月12日

懇親会と宿泊:地方職員共済組合黒部荘

参加者:中部支部22名、関東支部15名

講演会(名古屋大学理学部)

講演:振動する電気化学システムへの分析化学的アプローチ(根津弘幸)

8iomineralization" .員穀結晶の生成と変質(北野康)

第13回 HPLC研究談話会(名城大学薬学部)

講演:2件、研究発表 :11件

訪日学者講演会(信州大学理学部)

講j寅:Chemical Art in Ancient India (R. C. Kapoor) 

講演会(豊橋技術科学大学)

講演:主として原子吸光分析について(保田和雄)

EPMAの過去・現在・未来(紀本静雄)

(昭61) I (支部長)山本普ー(副支部長)伊豆津公佑、河口広司、和田弘子

(常任幹事)板谷芳京、宇井悼二、宇佐美四郎、内田哲男、上蓑義則、後藤正志、酒井忠雄、

佐々木与志美、佐藤 真、柴田久夫、鈴木諒亮、西山敦子、野村俊明、古川路明、 三輪智

夫、森定雄

3月13-15日 パソコンによる化学計測実習(草橋技術科学大学)

講師:吉村忠与志、加藤正直

4月25日 第14回 HPLC研究談話会、第 3回液体クロマトグラフィー小討論会

(愛知厚生年金会館)
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研究発表:19件

5月11-14日 第 7回キャピラリークロマトグラフィ一国際シンポジウム

(岐阜グランドホテル)

研究発表:36件、ポスター発表:86件、展示会

5月15-17日 第53固有機微量分析研究懇談会、第 9回計測自動制御学会

5月26日

質量・力計測部会合同シンポジウム(伊東市観光会館)

訪日学者講演会(三重大学工学部)

講演:Luminescent and Chromatographic Methods for Chemical Analysis 

(s. Y. Su) 

6月26-27日 第 3回イオンクロマトグラフィー討論会(金沢大学医学部)

7月 1日 講演会(福井大学教育学部)

7月 4日

講演:トレースアナリシスに於ける前濃縮(寺田喜久雄)

高分解能熱分解ガスクロマトグラフィーによる高分子のキャラクタ

リゼーション(柘植新)

講演会(名古屋工業大学)

講演:非水溶液における電気分析化学の現状(伊豆津公佑)

イオン交換による希元素の濃縮(黒田六郎)

7月25-26日 第 1回化学パソコン懇談会(京都工芸繊維大学)

講演:34件、デモンストレーション

8月26-27日 第15回 HPLC研究談話会(名古屋大学工学部)

実習:12テーマ

8月29-30日 第 5回夏期セミナー(石川県辰口町総合福祉会館、まっさき旅館)

9月 3日

話題提供講演 :Lーア ミノ酸型キレート樹脂による微量ウランの捕集と分

離(上田一正)

カルボン酸による金属の抽出における抽出種の多量化と溶

媒効果について(山田碩道)

天然水中の極微量金属元素の存在状態別分離(平出正孝)

アニオンキャリヤー型イオン選択性電極(小泉貞之)

イオン選択選極によるフッ化物イオンの定量一 アルミニウ

ムイオンのマスキング(湯地昭夫)

原子吸光検出法を用いた高温ガスクロマトグラフィー

(太田清久)

新製品紹介講演:4件

懇親会、ソフトボール大会

訪日学者講演会(豊橋技術科学大学)

講演:Laser Desorption Fourier Transform Mass Spectrometer 

(c. L. Wilkins) 

11月 5-9日 第 3回日ソ分析化学シンポジウム(愛知県産業貿易鮪)

講演:21件(ソ連10件、日本11件)、ポスタ一発表171'1二

11月21-22日 工場見学会(東芝医療機器事業部那須工場)
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1987年度

(昭62)

12月11日

1月 9日

参加者:25名

講演会、第29固有機試薬研究懇談会(岐阜大学)

講演:コロイド滴定の話(桐栄恭二)

ピロン環を含む蛍光分析用試薬(村田 旭)

第16回 HPLC研究談話会(名城大学薬学部)

(支部長)伊豆津公佑(副支部長)後藤克己、河口広司、窪田種ー

(庶務幹事)田口 茂、野村俊明(会計幹事)北J11邦行、酒井忠雄

(常任幹事)石塚紀夫、柴田久夫、永長幸雄、成田九州男、西山敦子、野村 毅、

平田幸夫、古川路明、三輪智夫、三井利幸、森定雄、山崎満

4月23日 第17回 HPLC研究談話会(愛知厚生年金会館)

6月 4-5日 第48回討論会(鳥羽小涌園、実行委員長石井大道)

6月26日

主題〔新素材の分析化学〕

〔クロマトグラフィーとその周辺技術の新展開〕

〔スペクトロメトリーとその周辺技術の新展開〕

主題講演:109件、一般講演:126件、製品講演:6件

参加者:522名

講演会(富山大学理学部)

講演:核融合炉燃料(トリチウム)の計量と分析一現状と問題点(波辺国

昭)

ポルフィリンを用いる速度論的分析法(田中元治)

7月23-25日 第 3回パソコンのインターフェース回路実習(名古屋大学工学部)

参加者:14名

8月20-21日 第18回 HPLC研究談話会(名城大学薬学部)

実習

8月28-29日 第 6回夏期セミナー(文部省共済組合あづみ荘)

話題提供講演:環境保健学的野外調査における最近の機器分析手法の活用

経験例(二木安之、村山忍三)

溶媒抽出一逆相クロマトグラフィーによる微量金属の同時

定量(一ノ木進)

原子スベクトル分析法の歴史と最近の話題(北川邦行)

金属錯体の反応性の差を用いる分析(山田真吉)

製品紹介講演:3件

参加者:49名

9月24-26日 第24回 X線分析討論会(豊橋駅前文化ホール)

10月1-3日 第18回中化連秋季大会(信州大学工学部)

一般研究発表(分析化学、環境化学関係) : 45件

特別討論会〔分析化学における分離と計測の新しい展開〕

招待講演:イオン選択性電極の分析化学及び溶液化学への応用(中川元吉)
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10月31日

ガスクロマトグラフイ一、液体クロマトグラフィー及び超臨界

流体クロマトグラフィーの一体化について(石井大道〉

最近の表面・薄膜の評価技術(山内 洋)

ファインセラミックスの湿式分解と迅速分析法(柴田正三)

研究発表:14件

特別討論会〔電気化学並びに電気分析化学における界面の新しい諸問題〕

招待講演:光励起された半導体一溶液界面の新.しい応用(藤島 昭)

研究発表:7件

講演会(名古屋工業大学)

講演:溶液内化学種の平衡と構造(1.Toth) 

超臨界流体クロマトグラフィー(神野清勝)

11月4-5日 第 2固化学パソコンソフトウェア研究討論会(埼玉大学)

特別講演:2件、一般講演:25件

11月12日 講演会(三重大学工学部)

講演:水中の微量元素の溶存状態分析(水池敦)

分子設計のトータルシステム(佐々木慎一)

11月27-28日 工場見学会:日本ガイシ(槻小牧工場

懇親会と宿泊:地方職員共済組合入鹿荘

参加者:39名(内中部支部27名)

12月14日 訪日学者講演会(三重大学工学部)

講演:GPCの最近の進歩 (D.Berek) 

1月 8日 第四回 HPLC研究談話会(愛知厚生年金会館)

1988年度 I(中部支部創立30周年〕

(昭63) I (支部長)後藤克己(副支部長)河口広司、野村俊明、森定雄

(庶務幹事)田口 茂、平出正孝(会計幹事)北川邦行、 三井利幸

(常任幹事)石塚紀夫、後藤正志、永長幸雄、成田九州男、根津弘幸、野路雅英、野村 毅、

平田幸夫、舟橋重信、増沢敏行、山崎 満、山田碩道

(中部支部創立30周年記念誌より抄録)
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5. 日本分析化学会中部支部運営細則

(事務局)

1.本支部の事務局は中部科学技術センターにおく。(昭和 45年4月1日以降)

(支部長)

2. 翌々年度の支部長は，年度末の役員総会において投票によって決定する。

(副支部長)

3.副支部長は， 1名は翌年の支部長，他の 2名は地域を考慮して支部長が推薦

する。

(監事)

4. 監事は前年度及び前々年度の支部長とする。

(参与及び顧問)

5. 参与は， 60歳以上の学識経験者のうちから支部長が推薦する。ただし， 70歳

を越える場合，顧問に推挙される。

(役員の交代)

6. 庶務幹事，会計幹事及び常任幹事は，原則として毎年それぞれの約半数が交

代する。

7. 前年度の副支部長及び常任幹事は，翌年度の役員として留任する。幹事は原

則として，毎年その約半数が交代する。

(役員会の決定)

8. 役員会の決定(選挙を含む)は出席者の過半数の賛成をもって有効とする。

(本部役員候補者の推薦)

9.本部役員候補者の推薦は，支部長が役員の意見を徴して行う。

(学会賞等候補者推薦委員会)

10.学会賞等候補者推薦委員会は，1)支部長及び次期支部長， 2)残りの副支部長と

常任幹事から選出された5名， 3)参与及び監事から選出された4名，の計11名に

より構成する。

11.支部長は， 10月までに，前項に従って支部長，副支部長，参与，監事及び常任

幹事による投票により委員を選出する。委員長は，支部長とする。ただし，
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13項により支部長が委員を辞任した場合は，委員の互選による。委員は原則と

して毎年その半数が交代する。

12.委員長は，毎年11月までに，全役員に，理由を付して学会賞等受賞候補者の推

薦をもとめる。推薦には推薦理白書及びA4用紙3頁(略歴，業績及び主要論

文リスト各 1頁)にまとめた選考資料11部を付する。

13.選出された委員が候補者に推薦された場合は，委員を辞任する。委員に欠員が

生じた場合は10項 2)の次点以下を順次繰り上げ委員とする。

14. 1. 推薦された候補者の数が各賞毎に 3件を越えないときは，委員長は各候補

者の推薦理由等の書類を委員に送付して意見を徴し，過半数の支持を得

た候補者をすべて本部へ推薦する候補者とすることができる。この場合

は，推薦委員会を開催しなくてもよい。

2. 委員会は，委員長が召集し，委員の 2/3以上の出席をもって成立する。

委員会では，投票により候補者を決定する。なお， 3件を越えた場合，

候補者の中に前年度を含め 3年連続して本部へ推薦された候補者がある

ときは，その候補者は推薦されないことがある。

15.委員長は，委員会で決定した候補者の氏名を支部長に報告し，支部長は候補者

を本部へ推薦する。

(会計年度及び事務処理費)

16.本支部の会計は，毎年 2月末で締切り，その後を次年度の会計幹事に引き継ぐ。

17.会の常務を行うため事務処理費若干を予算案に計上する。

(付則)

本細則は，昭和45年2月19日より実施する。

昭和 57年2月 9日に一部改正

平成 10年 1月23日に一部改正
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6. 日本分析化学会中部支部内規

(総則)

第 1 条 日本分析化学会中部支部(以下本支部という)に関する規程に

ついては、日本分析化学会(以下本会という)定款および細則

に定めるもののほかこの内規の定めるところによる。

第 2 条 本支部は、愛知，岐車，三重，静岡，長野，富山，石川および

福井の 8県に在住する日本分析化学会会員をもって組織する。

(事業)

第 3 条 本支部は、本会の目的を達成するために、つぎの事業を行なう。

(役員)

第 4 条

第 5 条

1.講演会， 講習会， 見学会およびセミナーなどの開催

2. 関連学協会との連絡および協力

3. その他

本支部には次の役員をおく。

支部長 1名，副支部長 3名，顧問若干名，参与若干名，

監事 2名，幹事 若 干 名

支部長は幹事のうちから常任幹事若干名を委嘱する。

常任幹事中 2名は庶務を、 2名は会計を担当する。

第 6 条 役員の任期は、 3月 1日から翌年 2月末日までとする。

第 7 条

(役員会)

第 8 条

第 9 条

ただし、再任を妨げない。

2. 役員を辞任しようとするときは、役員総会の同意を得なけれ

ばならない。

3. 役員に欠員が生じたときは、支部長は役員総会の同意を得て

補充することができる。補充した役員の任期は前任者の残任

期間とする。

役員はそれぞれ本会細則第 43条に定められた会務を掌理する。

役員会は、役員総会および常任幹事会とする。

2. 支部長は、必要に応じ役員会を百集し、その議長となる。

3. 役員会は、役員の 1/2以上の出席をもって成立する。ただ

し、書面をもって委任した者は、出席とみなす。

役員総会は、全役員をもって組織し、年 1回以上聞かなければ

ならない。
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第 10 条 役員総会は、下記の事項を審議する。

1.役員候補者の選出に関する事項

2. 支部事業の計画実施に関する事項

3. 支部の予算および収支決算に関する事項

4. 支部内規の改正に関する事項

5. 支部に属する資産の処分と管理に関する事項

6. その他、支部の運営に関する重要事項

第 11 条 常任幹事会は、支部長， 副支部長および常任幹事をもって組織

し、支部運営の常務にあたる。

第 12 条 役員は、常任幹事会に対し、支部運営について随時意見を述べ

ることができる。

第 13 条 常任幹事会は、緊急を要する事項に関し役員総会を代行するこ

とができる。ただしその場合に常任幹事会において決行した事

項は、役員総会に報告し、その承認を得なければならない。

(事業計画， 収支予算)

第 14 条 本支部の事業計画およびこれにともなう収支予算は、支部長が

編成し、役員総会の議決を経なければならない。

事業計画および収支予算を変更した場合も同様とする。

2. 支部の経費は、本部からの支部費およびその他の収入金をも

ってこれにあてる。

(収支決算)

第 15 条 支部長は、毎年度末に、その年度の収支決算表を作成し、監事

(寄付)

の監査を受けたのち、常任幹事会の議を経て役員総会の了承を

得るものとする。

第 16 条 本支部が支部事業達成のために寄付金品を受領する場合は、役

員総会の議決を経なけらばならない。

(雑則)

第 17 条 この内規の運営に関し必要な細則は、役員総会の議決を経て、

附員Ij

別に定める。

この内規は昭和 45年 2月 19日から施行する。

昭和 60年 10月 25日に一部改正

平成 3年 1月 24日に一部改正

平成 10年 1月 23日に一部改正
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編集後記

日本分析化学会中部支部創立40周年を記念して、「支部創立40周年記念誌Jを編集、

刊行致しました。創立40周年記念事業を行うことは、平成 9年度の支部常任幹事会、

役員総会で決定され、記念事業実行委員会が設立されました。実際の企画、準備は実

行委員会を中心に、平成 10年度支部常任幹事会に引き継がれて進めてきました。

記念誌の編集にあたり、 r1.中部支部創立40周年のあゆみ」は平出正孝常任幹事(名

古屋大学大学院工学研究科)、 r2.中部支部北陸地区の活動Jは永長幸雄副支部長(福

井大学工学部)に執筆いただきました。 r3.中部支部活動年譜」および「資料編Jは

千葉光一庶務幹事(名古屋大学工学部)、飯田康夫会計幹事(名古屋工業技術研究所)

に尽力していただきました。

今回の記念誌では支部会員の交流をはかり、情報交換を活発にできるように、国公

私立大学・試験研究機関を中心にした r4. 中部支部研究室紹介」をまとめました。

企画に協力いただきました関係者の方々に心より御礼申し上げます。また、 rs.中部

支部特別会員・維持会員一覧J(1997年 12月現在)も学会会員名簿より抄録してお

きました。さらに、会員の研究・技術情報として分析関連の支援業務に携わっておら

れる民間会社および法人等団体に r6.ラボラトリーガイドj の記事(有料)をお願

いしましたところ、多数の会社、団体からご協力いただきました。以上の研究室、会

員、会社関係の情報は中部支部ホームページ(準備中)に掲載し、広く会員に閲覧す

る予定です。

記念誌が中部支部の更なる活性化に役立つことを祈念して、編集後記とさせていた

だきます。

(編集代表者:原口紘末)
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